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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















口絵・本文イラスト　三嶋くろね
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序章　無職なボクが魔術の非常勤講師になったワケ

第一章　やる気のない非常勤講師

第二章　子猫と子犬

第三章　ほんの少しのやる気

第四章　日常の崩落、過去の残滓

第五章　愚者と黒い死神

第六章　無職だったボクのやる気が皆無だったワケ

終章　無職なボクが魔術の講師になったワケ
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　序章　無職ニートなボクが魔ま術じゆつの非常勤講師になったワケ







　それは、とある早朝の一風景。

「なんつーかさ。俺、つくづく思うんだよ。働いたら負けだなって」

　長き修しゆ行ぎようの果てに悟さとりを開いた聖者のような表情で男──グレンは言った。気だるげに頰ほお杖づえをつきながら、テーブルを挟はさんで正面に腰こしかける妙みよう齢れいの女に穏おだやかな視線を送る。

「お前のおかげで俺は生きている。お前がいてくれて本当によかった」

　グレンの視線を受け、女は優ゆう雅がな振ふる舞まいで組んでいた足を組み替かえると、ティーカップを傾かたむけながらこう返した。

「ふ、そうか。死ねよ、穀ごく潰つぶし」

　さらりと毒を吐はく女の細ほそ面おもてには、可か憐れんな微び笑しようが花咲さいていた。

「あっはっは！　セリカは厳しいなぁ！　……あ、おかわり」

　グレンはあっけらかんと笑い飛ばしながら、空になったスープの皿をずいっと目の前の女──セリカの鼻先に突つきつける。

「清すが々すがしいな、お前は」

　セリカは遠い何かに憧あこがれるような表情で、やはり微笑ほほえんでいる。

「普ふ通つう、働きもしない居い候そうろうって、もうちょっと謙けん虚きよになるもんな」

「あー、今日のメシはちょっと塩味がきつかったぞ？　俺はもっと薄うす味あじの方がいいね」

「その上、ダメ出しとは恐おそれ入る」

　セリカはしばらくの間、にこにこと笑って──

「《まぁ・とにかく・爆はぜろ》」

　不意にルーン語で三節の奇き妙みような呪じゆ文もんを唱えた。

　その刹せつ那な、耳をつんざく爆ばく音おんが轟とどろき、視界を紅ぐ蓮れんの衝しよう撃げきが埋うめ尽つくす。セリカが唱えた呪文によって起動した魔術の爆風が、グレンを容よう赦しやなく吹ふき飛ばしたのだ。その余波で高価な調度品が並ぶ豪ごう華かな食堂は一いつ瞬しゆんにして無む惨ざんに半はん壊かいした。

「ば、馬ば鹿か野や郎ろう！　お前、俺を殺す気か!?」

　真っ黒焦こげになったグレンが床ゆかで、ごほごほと咳せき込みながら、わめき散らす。

「殺す？　違ちがうな。ゴミをかたす行こう為いは掃そう除じと言うんだぞ？　グレン」

「子供の間違いを優やさしく諭さとす母親みたいなノリでひどいこと言うな!?　せめて人間扱あつかいして下さい！」

　口の減らないグレンに、セリカは肩かたを落としてため息をついた。

　社会的負け犬然としたグレンとは対照的に、セリカはいかにも超ちよう然ぜんとした美女だ。

　外見は二十歳はたちほどだろうか。黄昏たそがれに燃える麦ばく穂すいのように豪ごう奢しやな金きん髪ぱつ、鮮せん血けつを想起させる真紅の瞳ひとみ。その相そう貌ぼうは間近からのぞき込めば、思わずぞっとするほど見み目め麗うるわしく整っており、仄ほのかに漂ただよう妖あやしい色いろ香かが魔ま性しようを感じさせる。すらりと伸のびる手足が艶なまめかしいその肢し体たいは、まるで美術モデルのように、いかにも女性らしく過不足ない完かん璧ぺきなプロポーションを誇ほこっている。身にまとうは丈たけ長ながの黒いドレス・ローブ。貞てい淑しゆくな雰ふん囲い気きを漂わせながらも、開放された胸むな元もとや、ベルトで強調されたボディラインはそれを超こえてなお、艶えん美び。

　なんとも派手で妖よう艶えんな出いで立ちだが、それを着慣らす圧あつ倒とう的てきな器量と華はながある──セリカはそんな、どこか浮うき世よ離ばなれした雰囲気の娘むすめだ。しかし、その全身から醸かもし出される風格は高貴で誇り高い貴族のそれであり、さらに言えば二人が住む、この山のように大きな貴族屋や敷しきの主人もセリカであり、グレンは単なる居候に過ぎない。

　二人の社会的地位の格差は素人しろうと目にも歴然としていた。

「それはそうと、なぁ、グレン……お前、いい加減に仕事探さないか？」

　セリカは真紅の瞳で、真まっ直すぐグレンを見下ろしながら言った。

　よろよろ起き上がろうとしていたグレンの動きが一瞬止まる。

「お前が前の仕事を辞やめて、私の家の居候になってから早一年。お前は毎日毎日、食って寝ねて、食って寝て、何をするでもなくぼんやりとするばかり。寿じゆ命みようの無む駄だ遣づかいだぞ？」

　ため息交じりのセリカに、グレンはやおら胸を張り、自信満々に応じた。

「大だい丈じよう夫ぶ。俺は今の自分が好きだ。社会の歯車として緩かん慢まんに死に続けていた昔の俺より、今の俺の方がずっと輝かがやいている！」

「何とどう比ひ較かくしたら、引きこもりの無駄メシ喰ぐらいな生き様の方が輝いていることになるんだ、もう死ね、頼たのむから」

　爽さわやかな笑顔で親指すら立てて見せるグレンに、もはやセリカは呆あきれるしかなかった。

「まったくお前という奴やつは……昔のよしみでお前の面めん倒どうを見てやっている私に少しは申し訳ないとでも思わないのか？」

「ふっ、何を水みず臭くさい。俺とお前の仲だろ？」

「《其そは摂せつ理りの円えん環かんへと帰き還かんせよ・五素は五素に・象と理ことわりを……」

　流石さすがにキレたらしい。セリカは据すわった目で何やら物ぶつ騒そうな呪文を唱え始める。

「ちょ!?　それ、【イクスティンクション・レイ】の呪文じゃねえか!?　ま、待て!?　それだけはやめて!?　粉々になっちゃう!?　嫌いやァアアア──ッ!?」

　それを見たグレンは高速で後あと退ずさりし、焼け焦げた壁かべを背に声を裏返して悲鳴を上げた。

　セリカはそんな情けないことこの上ないグレンの姿を前に、直接手を下すのもアホらしいとばかりに起動しかけていた魔術を解除した。

「まぁ、いい。お前ごときを魔術で処分するなんてそれは魔術に対する冒ぼう瀆とくだからな。ゴキブリに伝説の剣けんを向けるようなものだ」

「ひどくね？　それ。ゴキブリに失礼だろ」

「そっちかよ!?　一応自覚はあるのか、タチ悪いな、お前は！」

　どっと疲つかれたように、セリカはがくんと頭こうべを垂れる。

「まぁ、とにかくだ。そろそろお前も前に進むべきだと思う。いつまでもこうして時間を無駄にし続けるわけにもいくまい？　お前自身も本当はわかっているんだろう？」

　今度ばかりは流石のグレンも茶化せない。セリカが本気で自分のことを心配してくれていることがわかるからだ。

「つってもなぁ……今さら働くとして……一体、俺、何をやればいいんだ？」

　グレンは子供のようにふて腐くされて、そっぽを向く。

「お前がそう言うだろうことはわかっていた。だから、ここは一つ、私がお前に仕事を斡あつ旋せんしてやろう」

「仕事？」

「ああ。実は今、アルザーノ帝てい国こく魔術学院の講師枠わくが、ちょうど一つ空いてしまってな」

「魔術学院？」

　グレンが怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「急な人事だったものだから、当分、代えの講師が用意できないんだ。で、だ。お前にしばらくの間、非常勤講師を務めてもらおうかと思っている」

「ちょっと待てよ。そこで、なんで俺なんだよ？　あの学院、どうせ暇ひま人じんな教授共がたむろってんだろ？　そいつらに臨時講師やらせりゃいーじゃねーか？」

「まぁ、そう言うな。私達教授陣じんは近々帝都で開かい催さいされる帝国総合魔術学会への参加準備で皆みな忙いそがしいんだ。残念ながら今の時期、生徒達にかまっている余よ裕ゆうはない」

「あー、そういえばそんな時期か」

「とにかくだ。期間は一ヶ月、給きゆう与よも特別に正式な講師並みに出るよう計らう。一ヶ月のお前の働き次し第だいで正式な講師に格上げすることも考えよう。どうだ？　悪くない話だろ？」

　考えるまでもなく破格の条件だが、グレンは愁うれいに表情を曇くもらせていた。

「ふん……」

　今までのふざけた調子をひそめ、自じ嘲ちよう気味に鼻で笑うと窓まど際ぎわへと歩いていく。

「……無理だな」

　窓越ごしに遠くを見つめながらグレンはつぶやいた。

　霞かすみがかった朝空はどこまでも蒼あおい。窓の外にはいつものように鋭えい角かくの屋根の建物が立ち並ぶ古風な町並みと──そして、その遥はるかなる上空に浮かぶ、半はん透とう明めいの巨きよ大だいな古城の偉い容ようがあった。

　荘そう厳ごんかつ勇ゆう壮そうな姿を誇るその古城の名は『メルガリウスの天空城』──この都市フェジテの象しよう徴ちようであり、近づくことも触ふれることも叶かなわぬ、なにゆえその城が空にあって、いつからそこに見えていたのかもはっきりしない、幻げん影えいの城だ。

「無理？　なぜだ？　グレン」

「わかるだろ？　俺には誰だれかを教える資格なんてないさ……」

　そう語るグレンの背中はどこか寂さびしげに煤すすけていた。

「そりゃ、資格ないよな。だって、お前、教職免めん許きよ持ってないし」

「やめてよね、人がせっかく渋しぶく決めてんのに現実を突きつけんの」

　的確なセリカの突っ込みに、グレンは不満そうに唇くちびるを尖とがらせ抗こう議ぎする。

「ま、資格うんぬんに関しては安心しろ。学院内における私の地位と権限でどうにでもなる。それにお前が実績を出せば、裏ワザで免許発行するのもムズかしいことじゃない」

「ちょ、おい!?　職権乱用!?」

「魔術講師としてのお前の能力は問題ないはずだ。お前だって昔はそれなりに魔術かじってたんだからな。どうだ？　やってみないか？」

「どうしようかな……よーし、ボクちょっぴり不安だけど、ここは一つ、思い切って断っちゃおうかな♪」

　立てた人差し指を唇に当てて首をかしげる、女の子がやれば可愛かわいい仕草をするグレン。

「この上なくキモウザイな、そのリアクション。しかも断るのか。心底、死ねと思った」

　ぴきぴき、とセリカのこめかみに青筋が走った。忍にん耐たいの限界も近そうである。

「ちなみに、お前に拒きよ否ひ権はないからな」

　引きつった微笑と共にセリカが言い放つ。

「ほう？　嫌だと言ったら？」

「稲いな妻ずまに撃うたれるのが好みか？　それとも炎ほのおでバーベキュー？　あぁ、氷漬づけも候補としてあげようか？」

「ふっ、言葉が通じなければすぐ暴力か？　それが根本的な解決になるのか？」

「忌いま々いましいほど正論だが、お前に言われたくないわ！」

　すごご、と凄すさまじい魔力がセリカの掌てのひらに集まっていく。

「馬鹿が。まだお前は俺の本当の恐ろしさをわかっていないようだな……」
















　だが、グレンはそれに微み塵じんたりとも臆おくせず不敵に笑って、セリカに向き直る。

「お前は知っているはずだ。俺が『その気』になれば、お前程度の魔術師など、どうとでもできてしまうということを──」

「──ち」

　グレンの言葉はセリカの表情に微かすかな緊きん張ちようを走らせた。

「お前の安い脅おどしは俺を『その気』にさせてしまっただけだ──ッ！」

　言うが早いか、グレンは床を蹴けり、天てん井じようすれすれまで跳ちよう躍やくする。そのまま、ふわりと鮮あざやかに背面宙返りをして──セリカの足あし下もとに、両りよう膝ひざと両手と額で着地した。

「養ってくださいッ！」

　見事なフライング土下座だった。

「……確かに私はお前に戦せん慄りつを覚えた」

「お願いしますセリカさん！　俺、絶対に働きたくないんです!?　どうか養って下さぁあああいッ!?　靴くつでもなんでも舐なめますからッ！」

「もうね……お前、人間としての誇りないの？」

「馬鹿が！　誇りでメシが食えるのか!?　あぁ!?　言ってみろコラ!?」

「よりにもよって逆ギレか。もう、ホント殺したい」

「……ふっ、お前に俺を養う権利をやろう」

「死ね！」

　土下座の体勢から見上げてくるグレンの顔面を、セリカは容よう赦しやなく踏ふんづけた。人には図太さで知られるセリカも、もはや涙なみだ目めだった。

「ええい、とにかく働け！　働かないならもう出て行け！　出て行かないならマジで分解してやるぞ!?　私、もうお前のそんな情けない姿見るのこりごりなんだよ!?」

「あ、悪魔かお前は!?　俺は別に世界の平和なんて大それたことは望んじゃいない！　ただ、ごく普ふ通つうの平へい穏おんで平和な引きこもり生活を続けたい、それだけなんだ！　そんなささやかな願いを抱いだくのも罪なのか!?　大体、お前、俺を一生養うだけの金なんて余裕で持ってるんだからいいじゃん!?」

　グレンは何ら悪びれることもなくダメ人間ぶりを発揮し続けている。

「それに、お前も知ってるだろ!?　俺が魔術のことを、名前を聞くのも嫌なくらいに大っ嫌きらいだってことを！」

「……グレン」

「とにかく俺はもう、絶対！　金輪際！　二度と魔術なんかに関わらないからな！　へーんだ！　魔術講師なんかやるくらいだったら道みち端ばたで物もの乞ごいでもやってる方がマシ──」

「《其は摂理の円環へと帰還せよ・五素は五素に・象と理を紡つむぐ縁えんは乖かい離りせよ》」

　セリカが口早に呪じゆ文もんを紡いだ刹せつ那な、グレンのかたわらを光の波動が駆かけ抜ぬけ、何かが空間に吸い込まれるような音が壮絶に響ひびき渡わたった。

　グレンが波動の駆け抜けていった方向に目をやると、自分のすぐ横の壁に滑なめらかな切断面を持つ円形の大穴がごっそりと空いていた。明らかに物理的な破は壊かいの結果ではない。言わば、消しよう滅めつとでも表現すべき超ちよう常じよう的てきな現象──魔ま術じゆつの為なせる業わざだった。

「ち……狙ねらいが甘あまかったか」

　口をぱくぱくさせて硬こう直ちよくするグレンに、セリカは据わった目と掌を向けた。

「次は外さん……《其は摂理の円環へと帰還せよ・五素は五素に・象と理を……」

「ま、ママぁあああああああああああ──ッ!?」




　こうして、半ば強制的にグレンの再就職先は決まったのであった。グレンが一年ぶりに手にした職は、栄はえあるアルザーノ帝国魔術学院の非常勤講師。一ヶ月という期間限定のなんとも将来的に不安が残る職だった。







　第一章　やる気のない非常勤講師







　アルザーノ帝国。北セルフォード大陸は北西端たん、冬は湿しつ潤じゆんし夏は乾かん燥そうする海洋性温帯気候下の地域に国土を構える帝政国家。

　その帝国の南部、ヨクシャー地方にはフェジテと呼ばれる都市がある。

　フェジテの最大の特徴はアルザーノ帝国魔術学院が設置された、北セルフォード大陸でも有数の学究都市だという一点に尽つきるだろう。魔術学院の設立と共に生まれ、魔術学院と共に発展した町、フェジテ。立ち並ぶ建物の造りは鋭角の屋根が特徴的な古式建築様式でまとめられ、重厚で趣おもむき深い町並みを演出している。その一方で、魔術的な素材や物品に対する、魔術学院の莫ばく大だいな需じゆ要ようを受けて他所よそとの交易も盛さかんに行われ、人の出入りも活発であるため、必定、常に国内流行の最先端を行く──新古の息吹いぶきに満ちた町だ。

　微かに朝もや立ち込める、そんな町の一角にて。石いし畳だたみの街路の脇わきに並ぶランプ式の街路灯、その下に一人の少女がたたずんでいた。

　綿毛のように柔やわらかなミディアムの金きん髪ぱつと、大きな青玉色の瞳ひとみが特徴的な、年の頃ころ十五、六くらいの少女である。きめ細やかな肌はだはまるで上質のシルクのよう。清せい楚そで柔にゆう和わな気質がその容姿や立ち振ふる舞まいから匂におい立ち、その楚々と整った顔立ちはまるで聖画に描えがかれた天使のように可か憐れんだった。一見、儚はかなげな印象を見る者に与あたえながらも、同時にどこかに通う芯しんの強さを感じさせる──そんな少女だ。

　一方、すれ違ちがう誰もを振り向かせるその美しい容よう貌ぼうとは裏腹に、少女の衣い装しようは少々奇き妙みようだった。涼すずしげなベストにプリーツスカート、その上から羽織るケープ・ローブ……フェジテは夜になれば夏でも冷え込む気候区分下であるというのに、なぜかその衣装はやや軽装だ。そして、なぜか左手だけに手て袋ぶくろが嵌はめられていた。

「～♪」

　少女は誰かを待っているらしい。背中に背負った革かわ製カバンのベルトに手をかけ、機き嫌げん良さそうにハミングしながら時間をつぶしている。

　と、その時だった。

「……痛っ！」

　背後から上がった苦痛の声に、何事かと少女が振り返る。

　すると、そこには指を押さえて顔をしかめている一人の老人の姿があった。足下には落ち葉や小枝が詰つめられた金属バケツ。そして、火打石が落ちていた。

「ど、どうしたんですか？　お爺じいさん」

　見知らぬ老人ではあったが、少女は心配そうな表情を浮うかべ、迷わず老人の元へと駆け寄った。

「おや？　いやぁ、ははは……お嬢じようちゃんには格好悪い所を見せてしまったのう」

　心優やさしい少女を前に、老人は相好を崩くずし、照れ臭くさそうに苦笑いする。

「実は片付けたこのごみを燃やそうとしたのじゃが、わしとしたことが、手元が狂くるって火打石で指を打ってしまってのう……いやぁ、歳としは取りたくないわい」

　見れば、老人の指が少し腫はれて血が出ている。かなり強く打ってしまったらしい。特に大事はなさそうだが、それなりに痛そうだった。

「やれやれ、帰ったら婆ばあさんに薬草を出してもらわんとな……」

　少女は老人の指の様子を確認すると、周囲をきょろきょろと見渡す。誰もいないことを確かめ、老人にいたずらっぽく微笑ほほえみかけながら人差し指を口元に当て、ウインクする。

「内ない緒しよですよ？　お爺さん」

「……ん？」

　首をかしげる老人の手を、少女は柔らかく取り、ルーン語で呪文を唱えた。

「《天使の施ほどこしあれ》」

　すると、老人の手を包む少女の手が淡あわく発光し、光に包まれた老人の手の怪け我ががみるみるうちに癒いやされていく。

　白魔【ライフ・アップ】。被ひ術じゆつ者の自己治ち癒ゆ能力を高めて傷を癒す白魔術だ。

「……お、おぉ……!?」

　老人はその様子を、目を丸くして見つめていた。

「うん、よし。それから……《火の仔こらよ・指先に小さき焰ほむら・灯ともすべし》」

　少女は次に、黒魔【ファイア・トーチ】の呪文を唱えた。すると少女の指先に小さな炎が灯る。その小さな炎を金属のバケツの中に落とすと、中に入っていたごみが、めらめらと燃え始めた。

「お嬢ちゃん……今の不思議な力……話に聞く魔術ってやつかい？」

「はい。本当は学院外で魔術を使ったら罰ばつ則そくがあるんですけど」

　驚おどろきながらも感心したような表情を浮かべる老人に、少女はぺろっと小さく舌を出して茶目っ気たっぷりに破顔した。

「そういえば、その服……あの奇妙な学院の生徒達の制服じゃな。お嬢ちゃんのお友達は皆みんな、今みたいな不思議な術が使えるのかい？」

「はい。皆、私よりも上手で色々なことができますよ？」

「ほえぇ……便利なものじゃのう。わしらもそんな不思議な術が使えたら色々と楽になるんじゃがのう……」

「あはは、そうかもしれませんね。ところでお爺さん、私が魔術を使ったことは、その……できれば……」

「おうおう、内緒にしておけばいいんじゃろ？　わかっとるよ」

「はい、ありがとうございます」

「なんの、こちらこそ。ありがとうな、お嬢ちゃん。助かったよ」

　少女と老人が笑えみを交かわし合っていると。

「ルミア──っ！　遅おそくなってごめん──っ！」

　遠くから駆け足の音が近づいてくる。見れば、通りの向こうから少女と似たような衣装に身を包んだ、もう一人の少女が駆け寄って来ている。

「おや、あの子は……お嬢ちゃんのお友達かね？」

「はい。今、私がお世話になっている家の娘むすめさんで、私の親友です。それじゃあ、お爺さん。私、そろそろ行きますね？　ごきげんよう」

「おう、お勉強、頑がん張ばってな」

　最後に少女は会え釈しやくをして老人に別れを告げ、駆け寄ってくる友人の元へ向かった。




　早朝ゆえに閑かん散さんとしたフェジテの表通り。

　花か崗こう岩がんで綺き麗れいに舗ほ装そうされた道を、二人の少女は並んで歩いていた。

「もう、ルミアったら律りち儀ぎなんだから……先に行っててって言ったのに……」

「うぅ、そんな……お嬢様を置いて行ったら、しがない居い候そうろうに過ぎない私は、旦だん那な様と奥様にお叱しかりを受けてしまいますわ……」

「馬ば鹿か。冗じよう談だんでもやめてよね、私達は家族なんだから」

「あはは、ごめん、システィ」

　そんな他愛のない、気安い会話が二人の少女の間で交わされる。

「それにしても、珍めずらしいね。システィが忘れ物するなんて」

　老人と別れ、友人と合流した少女──ルミアは隣となりを歩く友人を不思議そうに見つめた。

「そのせいで屋や敷しきまで往復することになって、貴女あなたまで待たせて……本当にごめん」

　ルミアの隣で少し肩かたを落として、とぼとぼ歩く少女──システィーナは憂ゆう鬱うつそうにため息をついていた。

　システィーナは純銀を溶とかし流したような銀髪のロングヘアと、やや吊つり気味な翠すい玉ぎよく色の瞳が特とく徴ちよう的てきな、ルミアと同い年くらいの少女である。雪も欺あざむく白い肌、彫ちよう像ぞうのように硬かたく精せい緻ちに整った端麗な容姿はいかにも誇ほこり高く勝ち気そうで、まるで妖よう精せいのように凜り々りしく、眩まばゆい。今、その表情はいささか消しよう沈ちんしているものの、それでも涼やかながら凜りんとした覇は気きが、その立ち振る舞いの端はし々ばしから見てとれる──そんな少女だ。

　ルミア、そしてシスティーナ。二人の少女にはタイプこそ違うが、ただの町娘には決して真似まねできない、生まれながらの美と気品──華はながあった。着用している衣服こそ魔術学院の生徒が着る制服だが、なんの変へん哲てつもないはずの町の一角が、その二人がいる場所だけ社交界のように華やいでいた。

「ひょっとして……システィ、やっぱり……あのことが響いてる？」

　ルミアが心配そうにシスティーナの顔をのぞき込む。ルミアが知るシスティーナは、忘れ物をしてしまうなどという隙すきとは無縁の存在なのだ……基本的には。

「かも、……ね」

　親友に心配かけまいと、システィーナは健けな気げに笑みを作って応じる。だが、どうにも消せない憂鬱さが表情の端々に残っていた。

「やっぱり、残念でさ……ヒューイ先生、なんで急に講師を辞やめちゃったのかなぁ？」

「仕方ないよ。先生にだって色々と都合があるもの」

「あぁ、惜おしいなぁ……ヒューイ先生の授業は凄すごくわかりやすくて、質問にもちゃんと答えてくれて……凄くためになったのに……」

「それに凄く格好良いい人だったもんね？」

「ばっ！　何を言ってるの！　格好良さなんて関係ないでしょ!?」

　からかうようなルミアの言葉に、システィーナはぱっと頰ほおを赤らめていた。

「私は誇り高き魔ま術じゆつの名門フィーベル家の次期当主として、魔術の勉強のために学院に通っているの！　講師に求めるものなんて授業の質だけよ！」

　だが、システィーナのまくし立てに、ルミアは訳知り顔でくすくすと笑うだけだ。

「あ、そうそう、システィ。話は変わるけど、今日、代わりの人が非常勤講師としてやって来るみたいだよ？」

「……知ってるわ」

　いかにも興味なさそうにシスティーナは応じた。

「せめてヒューイ先生の半分くらいは良い授業してくれるといいんだけど」

「そうだよね。ヒューイ先生の授業に慣れちゃうと、他の講師の方の授業じゃちょっと物足りない気がするよね」

　二人がそんな会話を交えながら、十字路に差しかかった時だ。

「うぉおおおおおおお!?　遅ち刻こく、遅刻ぅうううううううううううッ!?」

　目を血走らせ、修しゆ羅らのような表情で口にパンをくわえた不ふ審しん極きわまりない男が、右手の通路から二人を目め掛がけて猛もう然ぜんと走って来た。

「……え？」

「きゃあっ!?」

「な、何ィいいいッ!?　ちょ、そこ退どけガキ共ぉおおおお──ッ！」

　勢いのついた物体は急には止まれない。そんな古典物理法則を正しく踏とう襲しゆうし、男が二人のいたいけな少女を轢ひき飛ばそうとしていた──その時。

「お、《大いなる風よ》──ッ！」

　システィーナがとっさに一節詠えい唱しようで、黒魔【ゲイル・ブロウ】の呪じゆ文もんを唱えた。瞬しゆん時じにその手から巻き起こる猛もう烈れつな突とつ風ぷうが男の身体からだを殴なぐりつけるようにかっさらい、そして──

「あれ──ッ!?　俺、空飛んでるよ──ッ!?」

　首の角度を上に傾かたむけなければ捕ほ捉そくできないほど、男の身体は天高く空を舞い──放物線を描いて──通りの向こうにあった円形の噴ふん水すい池の中へと落ちた。

　遠くで盛せい大だいに上がる水柱を、二人の少女は遠巻きに呆ぼう然ぜんと眺ながめるしかなかった。

「あの、システィ？　……やりすぎじゃない？」

「そ、そうね……あはは……つい。どうしよう？」

　二人の注視を受けながら男は無言で立ち上がり、ばしゃばしゃと水を蹴けりながら噴水池から這はい出る。そして、つかつかと二人の前まで歩み寄って言った。

「ふっ、大だい丈じよう夫ぶかい？　お嬢じようさん達」

「いや、貴方あなたが大丈夫？」

　男は爽さわやかな笑みを浮かべて精せい一いつ杯ぱい決めているつもりなのだろうが、哀かなしいくらいに決まっていなかった。

　妙みような男だった。システィーナ達よりも、幾いくばくか年上の青年だ。黒くろ髪かみ黒い瞳ひとみ、長身瘦そう軀く。容姿そのものに特筆する所はないが、問題はその出いで立ちだ。仕立ての良いホワイトシャツに、クラバット、黒のスラックス。かなり洒落しやれた衣い装しように身を包んでいる。だが、この男はこの服を着るのがどれほど面めん倒どう臭くさかったのか、徹てつ底てい的てきにだらしなく着崩していた。服を選んだ人と、着用する本人が別人であったことが素人しろうと目に見ても明らかであった。

「あはは、道を急に飛び出したら危ないから気をつけた方がいいよ？」

「いや……急に飛び出して来たのは貴方だったような……」

　思わずシスティーナが突つっ込んだ、その時だ。

「だ、だめよ、システィ！」

　ルミアが頰を膨ふくらませてシスティーナと男の間に割って入る。

「この人ばっかり責められないよ！　システィだって、いきなり人に向かって魔術を撃うつなんて……一歩間ま違ちがったら怪我じゃすまなかったんだよ？」

「う……ごめんなさい」

　ばつが悪そうにシスティーナは目を伏ふせる。

「ほら、システィ。ちゃんとこの人に謝って」

「うん。あの……本当にすみませんでした。どうかご無礼をお許し下さい」

「まったく親の顔が見たいね！　一体、お前はどういう教育を受けているんだ？　あ？」

「……こっちが下手に出れば、途と端たんにこの態度……なんなの？　この人」

「あ、あはは……ここは抑おさえて抑えて」

　流石さすがに若じやつ干かん引き気味のルミアも改めて男に向き直り、ぺこりと頭を下げる。

「本当に申し訳ありませんでした。私からも謝りますから許してくださいませんか？」

「あー、もう仕方ないな！　俺はちっとも悪くなくて、お前らが一方的に悪かったのは明確だけど、そこまで言うなら超ちよう特別に許してやらんでも……ん？」

　ぶつぶつ愚ぐ痴ちをこぼしていた男がルミアを見て、何かに気づいたように眉まゆ根ねを寄せる。

「ん？　ん？」

「あ、あの……私の顔に何かついていますか？」

　戸と惑まどうルミアに構わず、男はずいずいと顔をルミアに寄せていく。

　いきなり、ぶしつけな視線をぶつけられてルミアは目を瞬しばたたかせた。

「いや……お前……どこかで……」

　首をかしげながら男は指でルミアの額を突っつく。頰をむにーっと引っ張る。細い肩と腰こしをなで回し、前髪をつまみ上げ、目をのぞき込んだところで……

「アンタ、何やっとるかぁあああああああああああああああ──ッ!?」

　システィーナ怒いかりの上段回し蹴りが男の延えん髄ずいを見事に捉とらえ、男を吹ふき飛ばした。

「ズギャァアアアアアアアアア──ッ!?」

　情けない悲鳴を上げて男が地面を転がっていく。恐おそらく下ろしたてだったであろう男の衣服はずぶ濡ぬれの上に、擦すり切れて汚よごれて、もはや洒落た原形の見る影かげもなかった。

「不注意でぶつかってくるのはまだいいとして、何よ今のは!?　女の子の身体に無ぶ遠えん慮りよに触さわるなんて信じられないッ！　最ッ低！」

「ちょっと待て、落ち着け!?　俺はただ、学者の端くれとして、純然たる好こう奇き心しんと探究心でだな!?　やましい考えは多分、ちょっとしかないッ！」

「なお悪いわッ！」

「ごぼほぉっ!?」
















　脇わき腹ばらに良い角度で刺ささったシスティーナの拳こぶしに、男は悶もん絶ぜつする。

「ルミア、警備官の詰つめ所に連れん絡らく。この男を突き出すわよ。やっぱりただの変態だわ」

「え!?　ちょ、勘かん弁べんしてください!?　仕事の初日からそんなんなったらセリカに殺される！　マジごめんなさい！　許してください！　調子乗ってすんませんでしたッ！」

　確実に自分より年下であろう少女達の足あし下もとで、恥はじも外聞もなく土下座する情けない大の男の姿がそこにあった。

「あの……反省はしているみたいだし許してあげようよ」

「はぁ？　本気？　貴女って本当に甘いわね、ルミア……」

「ありがとうございます！　このご恩は一生忘れません！　ありがとうございます！」

　そして、すっくと男は立ち上がり居い丈たけ高だかに言った。

「さて、お前達。その制服は魔術学院の生徒だろう？　こんな所で何やってる？」

「許してもらえるとなった途端に、これよ……なんなの？　この人」

「あ、あはは……」

　もはや、呆あきれるしかない二人だった。

「今、何時だと思っている？　急がないと遅刻だぞ？　わかっているのか？　おぉ……今の俺、なんかスゲェ教師っぽい……」

　自分の台詞せりふに陶とう酔すいしているらしい男をよそに、少女達は顔を見合わせて首をかしげた。

「……遅刻？　ですか？」

「噓うそよ、そんなの。まだ余よ裕ゆうで間に合う時間帯じゃない？」

「んなわけねーだろ！　もう、八時半過ぎてるじゃねーか！」

　男が懐ふところから取り出した懐かい中ちゆう時計をシスティーナの眼前に突き出す。

「その時計、ひょっとして針が進んでませんか？　ほら」

　システィーナも負けじと懐中時計を取り出し、男の眼前に突きつける。

　時計の針が指すのは八時だ。ちなみに本日の授業開始時間は八時四十分である。

「…………」

　しばらくの間、不思議な沈ちん黙もくが両者を包み込む。

　そして。

「撤てつ収しゆう！」

「逃にげた──ッ!?」

　出会った時と同様、男は猛然とした勢いで二人の前から走り去っていく。

　チクショーッ！　あの女、時計ズラしやがったなぁ!?　などと意味不明なことを叫さけびながら遠ざかるその背中を、二人の少女は呆然と見送るしかなかった。

「な……なんなの？　あの人」

「……うん。でも、なんだか面おも白しろい人だったね？」

「面白いを通り越こして、だめ過ぎるわよ、アレは」

　相も変わらず親友の感覚のズレっぷりにシスティーナは嘆たん息そくする。

「私はああいう手合いにはもう二度と会いたくないわね。見ててイライラするのよ、あんな情けないダメ男は！　やっぱり容よう赦しやなく警備官に引き渡わたすべきだったかしら？」

「あはは……」

　あいまいに笑うルミアを伴ともない、システィーナは学院への道を再び歩き始める。そして、そのままあの奇妙な変態男のことを忘れるように努めた。魔ま術じゆつ師にとって記き憶おく整理は基き礎そ中の基礎だ。事実、システィーナの頭の中からその男の存在は見事に抹まつ消しようされた。

　もっとも──後にその存在は再び強烈に記憶へ焼き直されることになるのだが。

「さてと、今日も一日頑がん張ばりましょう？　ルミア」

「うん」

　やがて歩く二人の前に、その敷しき地ちを鉄てつ柵さくで囲まれた魔術学院校舎の壮そう麗れいな威い容ようがいつものように現れるのであった──




　アルザーノ帝てい国こく魔術学院。アルザーノ帝国の人間でその名を知らぬ者はいないだろう。今からおよそ四百年前、時の女王アリシア三世の提唱によって巨きよ額がくの国費を投じられて設立された国営の魔術師育成専門学校だ。今こん日にち、大陸でアルザーノ帝国が魔導大国としてその名を轟とどろかせる基き盤ばんを作った学校であり、常に時代の最先端の魔術を学べる最さい高こう峰ほうの学まなび舎やとして近きん隣りん諸国にも名高い。現在、帝国で高名な魔術師のほとんどがこの学院の卒業生である確固たる事実が存在し、それゆえに学院は帝国で魔術を志す全ての者達の憧あこがれの聖地となっている。その必定の流れとして、学院の生徒や講師達は自分が学院の輩ともがらであることを皆みな等しく誇ほこりに思っており、その誇りを胸に日々魔術の研けん鑽さんに励はげんでいる。彼らに迷いはない。そのひたむきなる研鑽が、将来、帝国を支える礎いしずえになることを、自らに確固たる地位と栄光を約束してくれることを正しく理解しているからだ。

　よって、この魔術学院において授業に遅ち刻こくする、サボるなどというその辺の日曜学校のような意識の低いことはまずめったに発生しない。ましてや生徒のひたむきな熱意に応えるべき講師が授業に遅刻するなどという事態は通常ありえない。ありえないはずなのだ。

「……遅おそい！」

　魔術学院東館校舎二階の最奥、魔術学士二年次生二組の教室。正面の黒板と教きよう壇だんを、木製の長机が半円状に取り囲む構造の座席、その最前列の席に腰かけるシスティーナは、苛いら立だちを隠かくそうともせずに吐はき捨てた。

「どういうことなのよ！　もうとっくに授業開始時間過ぎてるじゃない!?」

「確かにちょっと変だよね……」

　システィーナの一つ隣となりの席に腰かけるルミアも首をかしげる。

「何かあったのかな？」

　見渡せば、一向に現れる気配を見せない講師に、同クラスの学友達も訝いぶかしむようにざわめき立っている。

『今日はこのクラスに、ヒューイ先生の後任を務める非常勤講師がやってくる』

　一から七まである魔術師の位階、その最高位、第七階梯セプテンデに至った大陸屈くつ指しの魔術師であるセリカ＝アルフォネア教授が直々にこのクラスに赴おもむき、そう発表した朝のホームルームから早一時間過ぎ。セリカが構築した『まぁ、なかなか優ゆう秀しゆうな奴やつだよ』という前評判は早くも瓦が解かいしそうな勢いだった。

「あのアルフォネア教授が推おす人だから少しは期待してみれば……これはダメそうね」

「そ、そんな、評価するのはまだ早いんじゃないかな？　何か理由があって遅おくれているだけなのかもしれないし……」

　システィーナはそんなルミアに振ふり向き、猛もう然ぜんと抗こう議ぎする。

「甘あまいわよ、ルミア。いい？　どんな理由があったって、遅刻をするのは本人の意識の低い証しよう拠こよ。本当に優秀な人物なら遅刻なんて絶対ありえないんだから」

「そうなのかな……？」

「まったく、この学院の講師として就任初日からこんな大遅刻だなんて良いい度胸だわ。これは生徒を代表して一言言ってあげないといけないわね……」

　と、その時だ。

「あー、悪わりぃ悪ぃ、遅れたわー」

　がちゃ、と教室前方の扉とびらがどこかで聞いたような声と共に開かれた。

　どうやらその噂うわさの非常勤講師とやらが今、やっと到とう着ちやくしたらしい。すでに授業時間は半ばも過ぎている。恐らく魔術学院設立以来、前ぜん代だい未み聞もんの大遅刻だ。

「やっと来たわね！　ちょっと貴方あなた、一体どういうことなの!?　貴方にはこの学院の講師としての自覚は──」

　早さつ速そく、説教をくれてやろうとシスティーナが男を振り返って……硬こう直ちよくした。

「あ、あ、あああ──貴方は──ッ!?」

　ずぶ濡れのままの着き崩くずした服。蹴けり倒たおされた時にできた擦り傷、痣あざ、汚れ。

　嫌いやな記憶は蘇よみがえる。朝、通学途中で会ったあの変態が、そのままの姿でそこにいた。

「…………違ちがいます。人違いです」

　男は自分に指をさしてくるシスティーナの姿を認めると、抜ぬけ抜けとそんなことを言い放ってスルーの態勢に入った。

「人違いなわけないでしょ!?　貴方みたいな男がそういてたまるものですかっ！」

「こらこら、お嬢じようさん。人に指をさしちゃいけませんってご両親に習わなかったかい？」

　表情だけは紳しん士しのそれのまま、男がシスティーナに応じた。

「ていうか、貴方、なんでこんなに派手に遅刻してるの!?　あの状じよう況きようからどうやったら遅刻できるって言うの!?」

「そんなの……遅刻だと思って切羽詰まってた矢先、時間にはまだ余裕があることがわかってほっとして、ちょっと公園で休んでいたら本格的な居い眠ねむりになったからに決まっているだろう？」

「なんか想像以上に、ダメな理由だった!?」

　男の物言いは突つっ込み所が多過ぎて、遅刻をとがめる気にもならない。

　周囲の反応も同様だった。現れた講師の異様な姿に、教室中の生徒達がざわめき立つ。

　だが、男はそれを華か麗れいにスルーして教きよう卓たくに立ち、黒板にチョークで名前を書く。

「えー、グレン＝レーダスです。本日から約一ヶ月間、生徒諸君の勉学の手助けをさせていただくつもりです。短い間ですが、これから一生懸けん命めい頑張っていきま……」

「挨あい拶さつはいいから、早く授業始めてくれませんか？」

　苛立ちを隠そうともせず、システィーナは冷ややかに言い放った。

「あー、まぁ、そりゃそうだな……かったるいけど始めるか……仕事だしな……」

　すると、先ほどまでの取り繕つくろった口調はどこへやら。たちまち素すが出てきた。

「よし、早速始めるぞ……一限目は魔術基礎理論Ⅱだったな……あふ」

　あくびをかみ殺してグレンがチョークを手に取り、黒板の前に立つ。

　途と端たんにクラス中の生徒が気を引き締しめる。システィーナもグレンに対するさっきまでのわだかまりを捨て、その一挙手一投足に注視し始めた。

（さて、どの程度のものかしらね……）

　第一印象こそ最悪だったものの、このグレンという男は、大陸でも屈指の魔術師であるセリカ＝アルフォネアに『なかなか優秀』とまで言わせたほどの男なのだ。その男が行う授業、期待していないと言えば噓になる。

　かと言って、システィーナはセリカの評価を鵜う吞のみにする気はさらさらない。あくまで評価を下すのは自分だ。今までがそうだったように、わかりにくい所はどこまでも突っ込んで質問するし、あいまいに誤魔化そうとしてもそうは問屋が卸おろさない。いつの間にか『講師泣かせのシスティーナ』などというありがたくない二つ名で学院内に知られるようになってはいるが、それも全て自分が魔術という崇すう高こうな道に対してひたすら真しん摯しであるがためだ。妥だ協きようする気はない。むしろ誇りにさえ思う。

（さて、お手並み拝見させてもらうわ、期待の非常勤講師さん？）

　システィーナはもちろん、クラス中の注目が集まる中、グレンは黒板に文字を書いた。




　自習。




　黒板に大きく書かれたその文字に、クラス中が沈黙した。

「え？　じしゅ……え？　じしゅ……う？　え？　……え？」

　システィーナはその文字について、自分が真っ先に思い当たる意味とは別の意味についての解かい釈しやくを何度も試みた。だが、ことごとく失敗した。当然である。そんな短い単語に込められた意味など、たった一つに決まっているからだ。

「えー、本日の一限目の授業は自習にしまーす」

　さも当然、とばかりにグレンは宣言した。

「……眠いから」

　さりげなく最悪な理由をぼそりとつぶやいて。

「……………………」

　沈ちん黙もくが支配する。圧あつ倒とう的てきな沈黙がクラスを支配する。

　そんなクラスの面々を置き去りに、間違っているのは自分じゃなくて世界だとでも言わんばかりに堂々と、グレンは教卓に突っ伏ぷした。

　十秒も経たたないうちに、いびきが響ひびいてくる。

「……………………」

　沈黙が支配している。圧倒的な沈黙がクラスを支配している。

　そして。

「ちょおっと待てぇええええ──ッ!?」

　システィーナは分厚い教科書を振りかぶって、猛然とグレンへ突とつ進しんしていった。




「どうかお考え直し下さい、学院長ッ！」

　アルザーノ帝国魔術学院の学院長室に怒ど声せいが響き渡った。

　声の主は二十代半ばの、神経質そうな眼鏡の男だ。学院の正式な講師職の証あかしである梟ふくろうの紋もん章しようが入ったローブを身にまとっている。名前はハーレイ。多くの魔術師が第四階梯クアツトルデで生しよう涯がいを終えるこの世界において、この歳としで早くも第五階梯クインデに至った若き天才魔術師である。

「私はこのグレン＝レーダスというどこの馬の骨とも知れぬ男に、非常勤とは言えこの学院の講師職を任せるのは断じて反対です！」

　ばん、と両の手で激しく執しつ務む机を叩たたいて、正面に腰こしかける初老の男性をにらみつける。

「しかしなぁ、ハーレイ君。彼を採用するのは、セリカ君たっての推すい薦せんなのだよ？」

　激しい剣けん幕まくで迫せまられても初老の男性はどこ吹ふく風、好こう々こう爺や然とした表情を崩さない。

「リック学院長ッ！　まさか、あなたはあの魔女の進言を了りよう承しようしたのですか!?」

「まさかも何も、了承したからグレン君は非常勤講師をやっとるんだろうに。確かに彼は教職免めん許きよを持ってない。だが、教授からの推薦状と適性があれば、非常勤に限り特例で採用が認められるから何も問題なし……」

「その適性が問題なのです！　これを読んでもう一度お考え直し下さいッ！」

　ずばん、と。ハーレイは書類の束を学院長──リックの腰かける机に叩きつけた。

「これは、先日測定したグレンという男の魔術適性評価の結果です！　なんなのですか、この惨さん憺たんたる結果はッ！」

「ふむ？　ほほぅ、なんつーか特とく徴ちようがないのう。魔力容量キヤパシテイも意識容量メモリも普ふ通つう、系統適性も全て平へい凡ぼん、良くも悪くも普通の魔術師……いや、基き礎そ能力だけ見れば中の下って所かの」

　リックはハーレイから渡わたされた書類の束を手に取り、ざっと目を通していく。

「しかも奴の魔術師としての位階はたかが第三階梯トレデ！　経歴も合わせてご覧下さい！」

「む？　……おお、彼はこの学院の卒業生だったのか」

「卒業と言うのは語ご弊へいがありますがね。奴は卒業魔術論文を提出していません」

　ふん、と小こ馬ば鹿かにしたように、ハーレイは鼻を鳴らした。

「グレン＝レーダス。十一歳の時に魔術学院に入学……十一歳じゃと!?」

　書類に眼めを通していたリックが驚おどろきの声を上げた。

「通常、学院に入学する年ねん齢れいは十四、五歳じゃぞ!?　それを十一歳で、じゃと!?」

「……ええ。当時は史上最年少で難関と名高い学院の入学試験を通った少年、ということでずいぶん騒さわがれたようですな」

　忌いま々いましそうにハーレイは顔をしかめた。

「だが、奴の栄光はそこまでです。入学後の成績は極きわめて平凡。そして、四年の魔術学士課程を経て十五歳の時に卒業……という名目の退学。最終成績もやはり平凡。特に見るべき物はありません」

「ふむ……どうやら、そのようじゃな……」

「そして、問題は奴のその後の進路です！　奴は魔術という至高の神秘の求道に一度は身を置きながら、卒業から今こん日にちに至るまでの四年間、何もせずに無む駄だな時間を過ごしていたのです！　もし、その間、魔術の道に邁まい進しんしていれば、どれほどの魔術の発展に貢こう献けんできたことか！」

　確かに見ればグレンの経歴項こう目もく欄らんには四年間の空白があった。

「ほう……四年間も無職でのう……一体、何があったんじゃろうか？」

「もう私の言いたいことはわかるでしょう!?　奴やつのような低位で低てい俗ぞくな魔術師など、この学院の講師として、ふさわしくないということです！」

「うーむ、別に我らが魔術学院の講師募ぼ集しゆう要項には、経歴や位階による制限などなかったように記き憶おくしておるのだが？」

「明文化などされてなくてもそんなものは暗黙の掟おきてでしょうが！」

　再び、ずだんとハーレイは机を叩いた。

「思い出して下さい、学院に在ざい籍せきするそうそうたる講師陣じんを！　第四階梯クアツトルデは当然、すでに第五階梯クインデ、第六階梯セーデに至る者すらいます！　そしてその誰だれもが高度な魔術を修め、研究成果を残した者達ばかり！　なぜグレンのような男が彼らと肩かたを並べられるのですか!?」

「ふむ……」

「あなたもあなたです、学院長！　こんな重大な書類に目を通さずに、なぜ二つ返事で彼の採用を許可したのですかッ!?」

「そりゃあ、だって、ほら？　セリカ君が推薦してくれた男じゃろ？　こう……なんか面おも白しろいこと、やってくれるような気がせんか？」

　リックはいたずら坊ぼう主ずのように口元を歪ゆがめる。

「しません！　あなたはあの魔女を過大評価し過ぎだ！　あの魔女は過去の栄光にしがみついて己おのが我が欲よくを振ふりかざし、守るべき秩ちつ序じよを破は壊かいする旧時代の老害ですッ！」

　その時だった。

「言ってくれるじゃないか、ハーレイ」

　学院長室内に突然響き渡った、その何気ない言葉にハーレイが凍こおりついた。

「ふふ、あのハナ垂れ小こ僧ぞうがまぁ、ずいぶんと偉えらくなったもんだ。私は嬉うれしいぞ？」

　振り向けば、部屋の隅すみに意地の悪い笑えみを満面に浮うかべるセリカがいた。

「な……いつからいた？　セリカ＝アルフォネア……」

「さ、いつからだろうな？　先生からデキの悪～い生徒に問題だ。当ててみな」

「転移の術で……いや、時間操作……そんな馬鹿な……魔力の波動も、世界法則の変動も感じられなかった……」

「はい、不正解。お前、まだまだ三流だよ、精しよう進じんしな。ついでに課題だ。今の不思議現象を究明してレポート三百枚以内にまとめろ。あ、これ、教授命令な」

「ぐぅ……ッ！」

　屈くつ辱じよくに震ふるえるハーレイを尻しり目めに、セリカはリックに向かい優ゆう雅がに一礼する。

「ごきげんよう、学院長」

「おお、セリカ君。相変わらず若くて美人じゃのう、羨うらやましいのう」

「ふふふ、学院長もまだまだ若くて素敵だぞ？」

「ほっほっほ、そうか！　ならばセリカ君、今晩辺りワシと一いつ緒しよに……どうじゃ？」

「あはは、お断りだ。てか、相変わらず学院長はお盛さかんだな。いい加減枯かれろよ」

「ふははははっ！　ワシは生涯現げん役えきよ！」

　そんな温ぬるい空気を、ハーレイが机を叩いて吹き飛ばす。

「私は認めんぞ、セリカ＝アルフォネアッ！　あのような愚ぐ物ぶつを講師に据すえるなど、絶対に認めんッ！　何かあったら責任を取ってもらうぞッ！」

「……取り消せ」

　その時、その低く漏もれたつぶやきに部屋の空気が凍いてついた。

「別にお前が私をいくら悪く言おうが構わん。陰かげであいつを悪く言うのも流す。だが……私の前で、私に向かってあいつを悪く言うのは許さん。取り消せ。謝れ」

　セリカの圧倒的存在感がハーレイをあっと言う間に搦からめ捕とっていた。

「な、にを……グレンとかいう男が……取るに足らない三流魔術師である……のは事実……だろう……が……ッ！」

　脂あぶら汗あせを垂らしながら、ハーレイは喉のど奥から声を絞しぼり出すように言う。

　そんなハーレイをセリカは目を細めて冷ややかに流し見る。

「お前にこれが受けられるか？」

　見れば、セリカは左手に嵌はめていた手て袋ぶくろをゆっくりと外しにかかっていた。

「──ッ!?」

　セリカのその動作を見て取ったハーレイは目に見えて狼ろう狽ばいし、青ざめた。

「わ、わかった……取り消す……私が……悪かった……」

　言げん質ちを取った瞬しゆん間かん、セリカはにっこりと笑い、外しかけていた手袋を嵌めなおした。

「くそぉ……覚えてろよッ！」

　捨て台詞ぜりふを吐はいて、ハーレイが学院長室を逃にげるように出て行く。

　残されたリックとセリカの間にしばらくの間、沈黙が流れた。

「やれやれ。相変わらずおてんばじゃのう。学院長室が吹き飛ぶかと冷や冷やしたわい」

　呆あきれたようにリックはため息をついた。

「だが、セリカ君。流石さすがに今回の一件は君の差し金でも無茶だよ」

「……わかってるよ。本当にすまんと思ってる」

「なんの実績もない魔術師を強ごう引いんに講師職にねじ込む。ハーレイ君に限ったことではない、恐おそらくあの反応が学院に関わる者達の総意じゃろうな……」

　セリカは少しの間、押おし黙だまってから迷いなく言った。

「責任は取るさ。アイツがこの学院で為なすことやること、全て私が責任を取る」

「そこまでして彼を推おすか……彼は君にとってなんなのか……聞いていいのかな？」

「はは、別に浮いた話も、特とく殊しゆな因いん縁ねんもないよ。ただ……」

「ただ？」

「あいつにはただ、生き生きとしていて欲しくてな。まぁ、老ろう婆ば心しんだよ」




「うわー、見ろよ、ロッド、あの講師を……」

「あぁ、スゲェな……目が死んでる……」

「あんなに生き生きとしていない人を見るのは初めてだ……」

　教室のあちこちから、ひそひそと響く囁ささやき声。

「で～～多分、こうだから～～きっと、こんな感じで～～で～～大体、こうで～」

　生徒達の蔑さげすみきった視線の先では、脳天に盛せい大だいなタンコブを乗せた男……グレンがまるでゾンビのように緩かん慢まんな動作で教きよう鞭べんを執とっていた。

「あぁ、ヒューイ先生はよかったなぁ……」

「ヒューイ先生、なんで辞やめちゃったんだろ……」

　端たん的てきに言えば、グレンの行う授業は今までに見たことない最低最悪の授業だった。

　とにかく、聞いていて授業の内容が理解できない。そもそも説明になっていない。だらだらと間延びした声で要領を得ない魔術理論の講こう釈しやくを読み上げ、時々思い出したかのように黒板に判読不能な汚きたない文字を書いていく。

　生徒達は授業の内容を何一つ理解できなかったが、このグレンとかいう非常勤講師が恐ろしくやる気がないことだけは理解できた。こんな授業は拝はい聴ちようするだけ時間の無駄であり、その時間に自分で教科書を開いて独学した方がまだましだった。

　それでもごくわずかに、この最低の授業からでも何か得るべきものを得ようとする真面目で健けな気げな生徒もいた。

「あの……先生……質問があるんですけど……」

　とある小こ柄がらな女子生徒がおずおずと手を上げる。

　名前はリン。少し気弱そうな、小動物的雰ふん囲い気きを持つ少女だ。

「なんだ？　言ってみな」

「ええと……先ほど先生が紹しよう介かいした五十六ページ三行目に載のっているルーン語の呪じゆ文もんの一例なんですが……これの共通語訳がわからないんですけど……」

「ふっ、俺もわからん」

「えっ？」

「すまんな。自分で調べてくれ」

　あまりにも堂々とそんな風に返され、質問したリンは呆ぼう然ぜんとしていた。

　こんなグレンの対応に、元々腹を立ててはいたが、ますます腹を立てたシスティーナが席を立ち、猛もう然ぜんと抗こう議ぎした。

「待って下さい、先生。生徒の質問に対してその対応、講師としていかがなものかと」

　刺とげ々とげしいシスティーナの糾きゆう弾だんに、グレンは心底面めん倒どう臭くさそうにため息をついた。

「あのなぁ。だーかーら、俺もわからんって言ってるだろ？　わからない物をどうやって教えりゃいいんだよ？」

「生徒の質問に答えられなければ、後日調べて次回の授業で改めて答えてあげるのが講師としての務めだと思うのですが？」

「むぅ……だったら、やっぱ自分で調べた方が早いんじゃねーか？」

「そういう問題じゃありません！　私が言いたいのは──」

「……あ、ひょっとして、お前らってルーン語辞書の引き方、まだ教わってねーの？　それじゃ調べられんか……しゃーねぇ。面倒だが、俺が調べておいてやるよ。あーあ、余計な仕事増えちまった……」

「ぐ……辞書の引き方くらい知ってます！　もう結構ですッ！」

　どこまでもやる気ない態度を改めようとしないグレン。

　肩を怒いからせて、荒あら々あらしく着席するシスティーナ。

　それをはらはらした様子で見守るルミア。

　教室内の雰囲気は最悪。クラス中で募つのる苛いら立だち。無駄に流れる時間。

　こうしてグレンの記念すべき最初の授業は、何も得る物のない不毛な時間の浪ろう費ひに終わったのであった。




　グレンの初授業終しゆう了りよう後、学院の女子更こう衣い室内にて。

　身に着けている制服やケープ・ローブを脱ぬぎ捨て、上下の下着姿となったシスティーナは木製ロッカーの中にそれら衣類を叩たたき込みながら、苛立ちのあまり吐き捨てた。

「まったくもう、なんなの!?　あいつ！」

「あはは……まあまあ」

　ルミアがあいまいに笑いながらなだめるが、システィーナの怒りは収まらない。

「やる気なさ過ぎでしょ!?　なんであんな奴が非常勤とは言え、この学院の講師をやってるわけ!?」

「そうだね……グレン先生にはもうちょっと頑がん張ばって欲しいかも」

　次にシスティーナ達が受ける授業は錬れん金きん術じゆつ実験である。

　確かにシスティーナ達が普ふ段だん、着用している制服やローブは身体からだ回りの気温・湿しつ度ど調節魔ま術じゆつ──黒魔【エア・コンディショニング】が永続付呪エンチヤントされており、見た目以上に夏は涼すずしく冬は暖かい、とても便利な代しろ物ものだ。男性と異なり、その生来の外界マナに対する親和性の高さを伸のばすため、魔術の習熟初期段階では薄うす着ぎで過ごすことを推すい奨しようされる女性にとって、その制服は強い味方である。

　だが、錬金術の実験は実際に生徒達の手で魔法素材を加工し、器具を操作し、触しよく媒ばいや試薬を扱あつかう授業だ。その実験内容によっては衣服がひどく汚よごれたり、衣服に薬品の臭においが移ったりしてしまう場合がある。

　それゆえに、システィーナのクラスの女子生徒一同はこの更衣室に集つどい、実験用のフード付きローブに着き替がえている真っ最中であった。

　半はん裸らになった少女達の、瑞みず々みずしく張りのある肌はだ。子供から大人へと移行する思春期の少女特有の艶なまめかしくも清せい楚そな身体の線。誰だれもが惜おしげもなくその若さの証あかしをさらしている。年とし頃ごろの男子生徒達には目の毒過ぎる肌色のユートピアがそこにはあった。

「はぁ……確か次の錬金術の実験もアイツが監かん督とくするんでしょ？」

「うん、そうだよ。グレン先生はヒューイ先生の後任だから」

「うぅ……胃に穴が空きそう」

　その時、顔をしかめていたシスティーナが、突とつ然ぜん、何か思いついたかのようにほくそ笑えんだ。隣となりでするりと肌を滑すべらせて衣類を脱ぎ、下着姿となったルミアを流し見る。

「これは……癒いやしが必要だわ」

「システィ？」

　システィーナは戸と惑まどうルミアに素早く近づき、ルミアの背後から突然、抱だきついた。

「えい！」

「きゃ!?」

　システィーナは思いっきりルミアのすべすべの背中に肌を密着させ、下着に包まれたルミアの胸の二つのふくらみに手を当てた。

「あー、やっぱりルミアの身体は気持ち良いいなー、肌は白くて綺き麗れいで、きめ細かくて」

「ちょ、システィ、だ、だめだよッ！」

　甘あまえる子こ猫ねこのようにすりつくシスティーナの腕うでから逃のがれようと、ルミアは顔を真っ赤にして抵てい抗こうする。が、システィーナの腕は蛇へびのようにルミアに絡からみつき、逃げられない。

「きゃん！　システィ、あっ、だめ！」

「むむむ……ルミア。貴女あなた、なーんか順調に育ってるわね……」

　システィーナは掌てのひらに伝わってくる、微かすかに芯しんのある柔やわらかな感覚が以前とは微び妙みように変化している事実に眉まゆ根ねを寄せた。ルミアの胸は大ぶりではなく、小ぶりでもない。まるでルミアという少女の身長体格から精せい緻ちに計算したかのような、理想の黄金比と造形美を保った双そう丘きゆうだった。

「はぁ……良いなぁ、これ。私はなぜか胸には栄養行かないからなぁ……うぅ……癒しどころか私、なんだか落ち込んで来たんだけど……」

「ちょっと……やめてってば、システィ。そんなに強く……あ、あんッ！」

「あー、もう、羨うらやましいなぁ！　ほれほれ、良いのはここかー？　ん？　ん？」

「ひゃんっ！　い、いやっ！　やめて……」

　どうやら、こういう場で年頃の少女達のやることなど同じようなものらしい。

「ず、ずるいですわ、テレサ！　あなた、いつの間に──」

「うふふ、成長期ですから」

「わたくしを差し置いて、けしからんですわ！　ええい！　こうしてやりますわ！」

「きゃっ！　ウェ、ウェンディさんっ!?」

　更衣室のあちこちで似たような悩なやましい光景が展開されていた。

　女子生徒一同、きゃいきゃいと姦かしましくも楽しげに騒さわいでいる。

　だが、そんな少女達の前で、更衣室の扉とびらが突とつ如じよ、ばぁんと乱暴に開かれた。

「あー、面倒臭くせぇ！　別に着替える必要なんかねーだろ、セリカの奴やつめ……ん？」

　全開となった扉の外に、借り物の実験用ローブを肩かたに担かついだ不ふ審しんな男が立っている。

　グレンであった。

　扉から最も近い位置にいたシスティーナとルミアの二人と、グレンの目が合う。

　三人とも無言で硬こう直ちよく。

　そして、今まで半裸の少女達が妖よう精せいのように戯たわむれる楽園はどこへやら。突如、その場に氷結地じ獄ごくが展開され、時間すらも完全凍とう結けつし、全てが沈ちん黙もくした。

「……あー」

　グレンは部屋の中をじっくりと見み渡わたす。そこに女子生徒達しかいないことを確認すると、面倒臭そうに頭をがりがりかいて、更衣室の外のプレートを見やる。

「昔と違ちがって、男子更衣室と女子更衣室の場所が入れ替わってたんだな……まったく余計なコトしやがる」

　その場に、なにやら凄すさまじい殺気が徐じよ々じよに渦うず巻まきつつあった。

　その抗あらがえない流れを前に、グレンはうんざりしたようにため息をついた。

「やーれやれ。これが最近帝てい都とで流行はやりの青少年向け小説でよくあるラッキースケベ的な展開ってやつか？　はは、まさか身をもって体験することになるとは思わなかったが」

　システィーナを筆頭に、ゆらりと少女達が動きかけた。

　グレンは、それを威い風ふう堂々と手で制した。

「あー、待て。お前ら落ち着け。俺は常日頃、こんなお約束展開について物申したいことがあってな。まぁ、聞いてくれよ。末まつ期ごの水代わりに」

　少女達の動きが止まる。死し刑けい囚しゆうも最後に何か言い残すことは許されるのだ。

「俺、思うんだが……その手の小説の主人公って馬ば鹿かだよな？　ラッキースケベ的イベントを発生させた時点で、ヒロインにボコられるのはもう確定してるのに、どうして慌あわてて眼めを背そむけたり手を引っ込めようとしたりするんだろってな。たかが女の裸はだかをちらっと一目見るのとボコられるのが等価交こう換かんだなんて割に合わねーだろ？　どう考えても」

　そんな最低最悪な前口上の後、グレンはここに高々と魂たましいの宣言をする。

「だから、俺は──この光景を目に焼きつけるッ！」

　くわ、と。グレンは目を血走らせんばかりに見開き、腕を組み、修しゆ羅らの表情となって仁に王おう立ちし、眼前に広がる肌色成分多い光景を凝ぎよう視しして──

「「「「この──ヘンタイ───っ！」」」」

　その日、魔術学士二年次生二組の女子生徒達による、とある非常勤講師への目を覆おおわんばかりの凄せい惨さんな校内暴力事件が発生した。

　ちなみに、その日の錬金術実験は担当する講師が人事不省に陥おちいったため中止となった。




「痛いてぇ……マジで痛ぇ……こ、ここまでやるか？　普通……」

　現在十二時過ぎ。昼休みの時間。

　全身引っかき傷と痣あざだらけ、衣服ズタボロの姿となったグレンが、涙なみだ目めでゾンビのようによろよろと学院内廊ろう下かを徘はい徊かいしていた。すれ違う生徒達が無様な姿のグレンを見てぎょっとするが、人の目を気にしている余よ裕ゆうは今のグレンにはない。

「しっかし、最近のガキ共は発育が良いな……一体、何を食ったらあんなにすくすく育つんだ？　……一人発育不良なのもいたけど。まぁ、いいや、メシだ、メシ」

　と、当の本人に聞かれたら命を落としかねない恐おそろしい台詞せりふをつぶやきながら、グレンは魔術学院の食堂へと足を運んでいた。

　アルザーノ帝国魔術学院の食堂は、巨きよ大だいな貴族屋や敷しきのような学院校舎本館の一階に存在する。出される料理は安くて美味おいしいと、生徒達からは伝統的に評判がある食堂だ。

「ここを利用するのも久しぶりだなー」

　食堂内には、白いクロスがかけられ、燭しよく台だいで飾かざられた長大なテーブルが何列もあり、午前の授業を終えて食事を取りに来た生徒達で混雑していた。

　基本的に、食堂の利用者は奥の厨ちゆう房ぼうカウンターで料理を注文し、代金を支し払はらって料理を受け取る。そして、各自、自由にテーブルに腰こしかけ、食事を取る。そういう方式だ。

　グレンも奥のカウンターごしに、食堂のコックに向かって料理の注文をした。

「あー、地じ鶏どりの香こう草そう焼き、揚あげ芋いも添ぞえ。ラルゴ羊のチーズとエリシャの新芽サラダ。キルア豆のトマトソース炒いため。ポタージュスープ。ライ麦パン。全部、大盛りで」

　グレンはいわゆる、やせの大食いと呼ばれる人種だ。おかげで無職のスネかじりだった頃、セリカに何度嫌いやみを言われたかわからない。

　しばらく待っていると料理ができ上がった。グレンは革かわ袋ぶくろの財さい布ふからセルト銅貨を数枚取り出して給仕の人に手渡し、木製お盆ぼんに載のせられた料理を受け取る。

「さて、空いている席は……と」

　食事をする生徒達で賑にぎわい、ほとんどの席が埋うまっていたが、向かって右端はじのテーブルの隅すみ、隣となり合う席が二つほど空いているのが見えた。

　誰かに席を取られてはかなわない。グレンは早足でそこに向かう。

　そして、ふと、気づいた。

「だからおかしいのよ、去年発表されたフォーゼル先生の魔ま導どう考古学論文の説は。貴女もそう思わない？　ルミア」

　グレンが座ろうと思っていた席の正面に、見覚えある顔が二つ並んでいる。

「あの人の説だと、『メルガリウスの天空城』が建造されたのは、聖せい暦れき前４５００年くらいになっちゃうの。確かに次元位相に関する術式が古代文明において本格的に確立したとされているのが古代中期なんだけど、フェジテ周辺で多々発見された古代遺い跡せきの壁へき画がや、発はつ掘くつされた遺物からすると、聖暦前５０００年にはもうすでに『メルガリウスの天空城』らしきものが空に浮うかんでいたってされてるの。この事実を無視して、魔導技術的に不可能だからってだけで、４５００年説をごり押しするのはどうかと思うわけ。あの人が新しく考案した年代測定魔術は、どうもこの５００年を誤魔化すために作られたこじつけのような気がしてならないわ！　机の上の思考や文ぶん献けん調査を過か剰じように重視するあまり、フィールドワークをおろそかにしがちな現代の魔術師らしい説ね。そもそも、古代中期の次元位相術式で、本当に天空城が空に隠かくされているのだとしたら、もうとっくに時間切れになってるはずじゃない？　だって、当時の大気のマナ密度からして、エクステンション限界が──（略）──古代文明が滅ほろぶ切きつ欠かけになった二度のマナの冬もあったし──（略）──マナ半減期の値あたいだって矛む盾じゆん──（略）──そもそも表意系古代語の経時進化過程に三つの素流分枝系統があるのは明らかで──（略）──要するに紋もん章しよう象しよう徴ちよう学的な意味合いとしての神と民間信しん仰こうの対立が──（略）──テレックスの神話分解論でも古代文明が単一文化じゃなくて──（略）──（略）──（略）──」

「そ、そうなんだ……」

　食事も忘れてひっきりなしにまくし立てる銀ぎん髪ぱつの少女に、聞き手に徹てつしていた金髪の少女──ルミアが、少し脂あぶら汗あせを垂らしながらあいまいな笑みを浮かべていた。

　どうやら二人は魔導考古学議論の真っ最中（やや一方的だが）らしい。

　魔導考古学とは、超ちよう魔法文明を築いたとされる聖暦前古代史を研究し、当時の魔導技術を現代に蘇よみがえらせることを目的とする魔術学問である。その中でも、特に『メルガリウスの天空城』に執しゆう心しんする魔術師達をメルガリアン、などと呼んだりする。

　どうやら、あの銀髪の少女は典型的なメルガリアンのようだった。

「失礼」
















　一応、一言断って、グレンは金髪の少女の正面、銀髪の少女の対角線上の席に、どかっと腰を落ち着けた。

　それで銀髪の少女はようやく我に返り、グレンの存在に気づいたらしい。

「──ッ!?　あ、あ、貴方あなたは──」

「違います。人違いです」

　華か麗れいにスルーして、グレンは食事を開始した。

　地鶏の香草焼きをナイフで適当な薄うすさに切り分け、ライ麦パンに細切りの揚げ芋とチーズサラダを挟はさんでかぶりついた。新芽サラダの苦みが炭火焼き地鶏の香ばしい脂とマッチして、さっぱりと食べられる。鼻び孔こうをくすぐる香草の匂においも実に食欲をそそる。

「美味うめぇ。なんつーか、この大おお雑ざつ把ぱさが実に帝国式だなぁ……」

　キルア豆のトマトソース炒めをスプーンですくって口に含ふくむ。唐とう辛がら子しとニンニクが利きいたトマトソースの風味が実に良い。

　先刻の事件からそれほど時間も経たっていないというのに、グレンのこのふてぶてしい態度。それを目まの当たりにした銀髪の少女──システィーナは口をぱくぱくさせるしかなかった。

　かちゃかちゃ、と食器が鳴る音が響ひびいていく。

　意外なことに、重苦しい沈黙のまま進む、気まずい食事風景……とはならなかった。

「あの……先生ってずいぶん、たくさん食べるんですね？　ひょっとして食べるの好きなんですか？」

「ん？　ああ、食事は俺の数少ない娯ご楽らくの一つだからな」

「ふふっ、その炒め物、すごく美味しそう。なんだか凄すごく良いい匂いします」

　というのも、グレンの登場により、すっかり不ふ機き嫌げんそうに押おし黙だまってしまったシスティーナに代わり、なぜかルミアが積極的にグレンへ話しかけるからだ。

　あからさまに敵意を向けてくるシスティーナと違い、このルミアという少女は、どうやら先ほどの事件をあまり禍か根こんに思っていないようである。そう言えば、さっきもグレンに対する折せつ檻かんには参加してなかったようだった。

「お、わかるか？　ちょうどこの時期、学院に今年の新豆が入るんだ。キルアの新豆は香かおりが良いんだ。これを食べるなら今が旬しゆんってやつさ」

　グレンは自発的に人に話しかけるタイプではないが、話しかけられればそれなりにきちんと応じるタイプである。どうもルミアとの会話の相あい性しようは良いらしかった。

「そうなんですか？　私も今度、キルア豆の炒め物、食べてみますね」

「おう、マジお勧すすめ。なんなら今、一口食ってみるか？」

「え？　いいんですか？　私と間接キスになっちゃいますよ？」

　小さく笑いながら、いたずらっぽく首をかしげ、指を唇くちびるに当てるルミア。

「ふん……ガキじゃあるまいし」

　呆あきれたように肩かたをすくめ、グレンが豆炒めの皿を差し出す。

　ルミアは嬉うれしそうに自分のスプーンで一いつ杯ぱいそれをすくって口に含んだ。

　ルミアの気安く人ひと懐なつっこい物腰や、常に笑えみを絶やさない柔やわらかな雰ふん囲い気きも手伝ったのだろう。グレンも気づかないうちに口元を笑みの形に緩ゆるめていた。

「……………………」

　だが、その場においてただ一人、重苦しい雰囲気を放つ少女がいる。

　システィーナである。彼女だけはルミアとグレンの談笑に参加せず、ただ刺とげ々とげしい視線でグレンを射い貫ぬき続けている。

「……ところで、そっちのお前。お前はそんなんで足りるのか？」

　流石さすがにそこまで凝視されていると食べにくいので、グレンはため息交じりにシスティーナに話しかけた。突とつ然ぜん、話しかけられたシスティーナは一いつ瞬しゆん動どう揺ようしたようだが、すぐに平静を取り戻もどし、きつめの言葉を投げ返してくる。

「食事に関して先生に文句言われる筋合いはないはずですけど？」

「とは言ってもな……」

　グレンは少女二人の前の食事に眼を向ける。

　ルミアのメニューはポリッジと呼ばれる麦粥がゆと、香こう辛しん料りようの利いた鳩はとのシチュー、そしてサラダ……ルミアが比ひ較かく的てきしっかり食べているのに対し、システィーナのメニューはレッドベリージャムを薄く塗ぬったスコーンが二つ、それだけである。

「お前、成長期だろ？　食わないと育たないぞ？」

　実際に育ってねーし、とはこの状じよう況きようにおいて流石のグレンも言えなかった。

「余計なお世話です。私は午後の授業が眠ねむくなるから、昼はそんなに食べないだけです。真面目ですから。まぁ、先生にはそんなこと、関係なさそうですけどね」

　システィーナはグレンの前に並んだ大量の料理を一いち瞥べつして言い放った。

　そんな挑ちよう発はつ的てきな言葉に、グレンとシスティーナの間の空気が一気に重たくなる。

「……回りくどいな」

　食事を続けるグレンの声が半オクターブ下がる。

　敏びん感かんにそれを察知したシスティーナの表情に緊きん張ちようが走った。

「言いたいことがあるなら、はっきり言ったらどうだ？」

「……わかりました。このままだとお互たがいのためになりませんからね。この際、はっきりと言わせてもらいます。私は──」

　システィーナが、きっとグレンを正面からにらみつけて何か言いかけて……

「わかった、わかったよ。降参だ。そんな必死な顔すんなって」

「……え？」

　グレンが突然、両手を上げた。

「そこまで思い詰つめていたとは、流石の俺も予想外だよ……俺の負けだ」

　あっけに取られるシスティーナを前に、グレンはスプーンでキルア豆を一ひと粒つぶすくうと、それをシスティーナの皿にちょこんと載せた。

「ほれ、お前も食いたいんだろ？　そんなにたくさんあるんだから少しくらい分けろ、だろ？　……まったく、いやしんぼめ」

　呆れたようにシスティーナを流し見て、グレンは食事を再開した。

「……ち、ち、違ちがいますッ！　私が言いたいのはそんなんじゃなくて──」

　グレンのひどい勘かん違ちがいに、システィーナは屈くつ辱じよくに肩を震ふるわせ、テーブルを叩たたいて立ち上がる。

　だが、グレンはそれに一向に構うことなく──

「代わりにそっちも少し寄こせ」

　フォークを伸のばし、ざくりと、システィーナのスコーンの一つに突つき立て、あっと言う間にかっさらった。

「うむ、たまに食うとスコーンも美味うまいな……」

「ああ────ッ!?　何、勝手に取ってるのよ!?」

「いや、まぁ、等価交こう換かん？」

「ど　こ　が　等価なの!?　どこが!?　ええい、もう許さないんだから！　ちょっとそこに直りなさい──ッ！」

「うぉわッ!?　危っ!?　ちょ、おま、お食事はお静かにお願いします──ッ!?」

　テーブルごしにナイフとフォークでチャンバラを始めるグレンとシスティーナ。

　何事かと集まる周囲の痛い視線。

　ルミアはそれを苦笑いで見守るしかなかった。







　第二章　子こ猫ねこと子犬







　ありていに言えば、非常勤講師としてやってきたグレン＝レーダスという男にはとにかく、やる気がなかった。

　前任講師の後を引き継つぎ、二年次生二組の必修授業を全て受け持つことになったグレンだが、黒魔術に白魔術、錬れん金きん術じゆつに召しよう喚かん術、さらに神話学、魔導史学、数秘術、自然理学、ルーン語学、占せん星せい術じゆつ学、魔法素材学、魔導戦術論に魔道具製造術……ありとあらゆる授業が、いい加減で投げやりに行われた。なぜなのかは誰だれも知るよしはなかったが、不真面目に授業をやることに、ムキになっている節すら感じられた。

　とにかく、この学院に関わる全ての人間達が等しく持っているはずである魔術に対する情熱、神秘に対する探究心という物が、グレンにはまるでなかったのである。

　ゆえにグレンと生徒達、他の講師達の間には凄すさまじいまでの温度差が生まれ、余計な軋あつ轢れきが生まれた。特にグレンが受け持ったクラスのリーダー格であるシスティーナは毎日のようにグレンに小言をぶつけた。だが、グレンのやる気ない態度が改善される気配は一向になかった。それどころか、むしろ日に日に悪くなっていく一方であった。

　最初のうちはグレンも教科書の内容を一応説明し、要点を一応黒板に書き、授業のようなものを一応していた。だが、そのうち面めん倒どう臭くさくなったらしい。それが段々、黒板に教科書の内容をそっくりそのまま書き写すだけの作業になった。やがて、それも面倒臭くなったのか、ちぎった教科書のページを黒板に貼はりつけていくようになった。

　最終的にそれすらも面倒臭くなったらしい。グレンが黒板に教科書を釘くぎで直接打ちつけ始めた時、とうとうシスティーナの怒いかりは頂点に達した。

　グレンの講師着任から一週間、その日、最後の授業となる五限目のことである。

「いい加減にして下さいッ！」

　システィーナは机を叩いて立ち上がった。

「む？　だから、お望み通りいい加減にやってるだろ？」

　グレンは抜け抜けとそんなことを言い放ち、教科書を黒板に打ちつける作業を堂々と続けている。金かな槌づちを肩に担かつぎ、釘など口にくわえている姿はまるで日曜大工だ。

「子供みたいな屁へ理り屈くつこねないで！」

　肩を怒らせ、システィーナは教きよう壇だんに立つグレンにずかずかと歩み寄っていく。

「まぁ、そうカッカすんなよ？　白髪しらが増えるぞ？」

「だ、誰が怒おこらせていると思っているんですか!?」

「ほら、そんなに怒るからその歳としでもう白髪だらけじゃないか……可哀かわい想そうに」

「これは白髪じゃなくて銀ぎん髪ぱつです！　本当に哀あわれむような顔で私を見ないで！　ああ、もう！　こんなこと、言いたくありませんけど、先生が授業に対する態度を改める気がないと言うなら、こちらにも考えがありますからね!?」

「ほう？　どんなだ？」

「私はこの学院にそれなりの影えい響きよう力を持つ魔ま術じゆつの名門フィーベル家の娘むすめです。私がお父様に進言すれば、貴方あなたの進退を決することもできるでしょう」

「え……マジで？」

「マジです！　本当はこんな手段に訴うつたえたくありません！　ですが、貴方がこれ以上、授業に対する態度を改めないと言うならば──」

「お父様に期待してますと、よろしくお伝え下さい！」

　グレンは紳しん士しの微び笑しようを満面に浮うかべていた。

「──な」

　このグレンの反応に、システィーナは言葉を失うしかない。

「いやー、よかったよかった！　これで一ヶ月待たずに辞やめられる！　白髪のお嬢じようさん、俺のために本当にありがとう！」

「貴方っていう人は──ッ！」

　もうシスティーナの忍にん耐たいも限界だった。

　システィーナには、このグレンという男が本当に講師を辞めたくてそんなことを言ったのか、それともフィーベル家の力を侮あなどっているだけなのかは判断がつかない。

　だが、どちらにせよシスティーナはもはや、このグレンという男の素行を看過することはできなかった。魔術の名門として誇ほこり高きフィーベルの名において、魔道と家の誇りを汚けがす者を許しておくわけにはいかない。

　ゆえに決断は早かった。システィーナ自身の若さと未熟さもそれを後押しした。

　システィーナは左手に嵌はめた手て袋ぶくろを外し、それをグレンに向かって投げつけた。

「痛いてぇ!?」

　手首のスナップをきかせて放たれた手袋は、グレンの顔面に当たって床ゆかに落ちる。

「貴方にそれが受けられますか？」

　しん、と静まり返る教室の中、システィーナはグレンを指差し、力強く言い放った。

　その様子を注視していたクラス中から、徐じよ々じよにどよめきがうねり始める。

「お前……マジか？」

　グレンも眉まゆをひそめ、柄がらになく真しん剣けんな表情で床に落ちた手袋を注視している。

「私は本気です」

　グレンを険しくにらみつけるシスティーナの元へ、ルミアが駆かけ寄った。

「シ、システィ！　だめ！　早くグレン先生に謝って、手袋を拾って！」

　だが、システィーナは動かない。烈れつ火かのような視線でグレンを射い貫ぬき続ける。

「……お前、何が望みだ？」

　その視線を受け、グレンが半眼で静かに問う。

「その野放図な態度を改め、真面目に授業を行ってください」

「……辞表を書け、じゃないのか？」

「もし、貴方が本当に講師を辞めたいなら、そんな要求に意味はありません」

「あっそ、そりゃ残念。だが、お前が俺に要求する以上、俺だってお前になんでも要求していいってこと、失念してねーか？」

「承知の上です」

　途と端たんに、グレンが苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような、呆あきれたような表情になる。

「……お前、馬ば鹿かだろ。嫁よめ入いり前の生き娘むすめが何言ってんだ？　親おや御ごさんが泣くぞ？」

「それでも、私は魔術の名門フィーベル家の次期当主として、貴方のような魔術をおとしめる輩やからを看過することはできません！」

「あ、熱い……熱過ぎるよ、お前……だめだ……溶とける」

　グレンはうんざりしたように頭を押おさえてよろめいた。

　クラス中がハラハラしながら逼ひつ迫ぱくした二人の動向を見守っている。

　グレンはシスティーナを見た。強気に見せてもシスティーナの身体からだは緊張でこわばっていた。それもそのはずだ。これから行う魔術儀ぎ礼れいの結果次第では、システィーナはグレンに何を要求されても文句は言えないのだから。

　だが、それでもシスティーナはグレンに立ち向かったのだ。魔術への信念と、血の誇りにかけて。システィーナ＝フィーベルはこの年ねん齢れいにして誰よりも何よりも一流の魔術師だったらしい。

「やーれやれ。こんなカビの生えた古臭い儀礼を吹ふっかけてくる骨こつ董とう品がいまだに生き残っているなんてな……いいぜ？」

　グレンは底意地悪そうに口の端はしを吊つり上げた。床に落ちている手袋を拾い上げ、それを頭上へと放り投げる。

「その決けつ闘とう、受けてやるよ」

　そして、眼前に落ちてくる手袋を横に薙ないだ手で格好良くつかみ取ろうとして──失敗。グレンは気まずそうに手袋を拾い直した。

「ただし、流石さすがにお前みたいなガキに怪け我がさせんのは気が引けるんでね。この決闘は【ショック・ボルト】の呪じゆ文もんのみで決着をつけるものとする。それ以外の手段は全面禁止だ。いいな？」

　クラス中が固かた唾ずを吞のむ中、グレンはルールを提示する。

「決闘のルールを決めるのは受理側に優先権があります。是ぜ非ひもありません」

「で、だ。俺がお前に勝ったら……そうだな？」

　グレンはシスティーナを頭の天てつ辺ぺんからつま先まで舐なめ回すように見つめる。そして、顔を近づけ、にやりと口の端を吊り上げて粗そ野やな笑えみを見せた。

「よく見たら、お前、かなりの上玉だな。よーし、俺が勝ったらお前、俺の女になれ」

「──っ！」

　その一いつ瞬しゆん。ほんの一瞬だけ、システィーナが慄おののいた。ルミアも息を吞んで青ざめた。

　こんな要求があるかもしれないことは、システィーナも覚かく悟ごしていたはずだ。が、それでもいざそんな取り返しのつかない言葉を聞くと思わず弱気が表に出たのだろう。

「わ、わかりました。受けて立ちます」

　そんな一瞬の弱気を恥はじるかのように気き丈じように搾しぼり出した言葉もほんの少し震ふるえていた。

　グレンはシスティーナが微かすかな後こう悔かいと恐きよう怖ふを強気の仮面で必死に取り繕つくろい、一生懸けん命めいにらみつけてくる様をじっくりと堪たん能のうし、突とつ然ぜん、腹を抱かかえて笑い出した。

「だははははッ！　冗じよう談だんだよ、冗談！　そんな今にも泣きそうな顔すんなって！」

「……っ！」

「ガキにゃ興味ねーよ。だから俺の要求は、俺に対する説教禁止、だ。安心したろ？」

　その言葉をそばで聞いていたルミアは胸をなで下ろし、ほっと息をついた。

「ば、……馬鹿にして!?」

　一方、自分がからかわれていたことを知ったシスティーナは、顔を真っ赤にしてグレンに食ってかかった。

「ほら、さっさと中庭行くぞ？」

　それを適当にいなし、グレンは教室を出て行く。

「ま、待ちなさいよッ！　もう、貴方だけは絶対に許さないんだから！」

　肩かたを怒らせてシスティーナはグレンの背中を追った。




　魔術師の決闘。それは古来より、連綿と続く魔術儀礼の一つである。

　魔術師とは世界の法則を究きわめた強大な力を持つ者達だ。呪文と共に放つ火球は山を吹き飛ばし、落とす稲いな妻ずまは大地を割る。彼らが野放図に争いあえば国が一つ滅ほろびる。

　そんな魔術師達が互たがいの軋轢を解決するために、争い方に一つの規律を敷しいた。それが決闘である。心臓により近い左手は魔術を効率良く行使するのに適した手であり、その左手を覆おおう手袋を相手に向かって投げつける行こう為いは、魔術による決闘を申し込む意思表示となる。そして、その手袋を相手が拾うことで決闘が成立する。もし、相手が手袋を拾わなければ決闘は成立しない。決闘のルールは決闘の受け手側が優先的に決めることができ、決闘の勝者は自分の要求を相手に一つ通すことができる。

　この決闘方式を見ればわかる通り、決闘とは決闘を申し込む側より受ける側に相当の有利がつく。天と地ほどの実力差がない限り、誰だれもが安易に決闘を仕し掛かけることをためらう。古来より魔術師達は、こうやって魔術による私闘を極力律してきたのである。

　だが、この決闘も帝てい国こくが近代国家として法整備を行った現在では形けい骸がい化された魔術儀礼に過ぎず、魔術師同士の争いを決闘で解決するなどという事態はめったに起こることではない。そんなことをするなら弁護士を雇やとって法ほう廷ていで争う方がよほど効率的で拘こう束そく力がある。

　それでも古き伝統を守る生きつ粋すいの魔術師達の間では今もなお、決闘は行われ続けている。

　例えば──魔術の名門フィーベル家の令嬢、システィーナのように。




　等とう間かん隔かくに植えられた針葉樹が囲み、敷き詰つめられた芝生しばふが広がる学院中庭にて。グレンとシスティーナの二人は互いに十歩ほどの距きよ離りを空けて向かい合っていた。

「ねぇ、カッシュ。君はどっちが勝つと思う？」

「心情的にはシスティーナなんだけど……でも、相手はあのアルフォネア教授、イチ押しの奴やつだからな……うーん……セシルはどう思う？」

　クラスの生徒達や、講師と生徒が魔術決闘を行うという噂うわさを聞きつけて集まった野次馬達が二人を遠巻きに取り囲み、そこはさながら即そく席せきの闘技場のようだった。

「さて、いつでもいいぜ？」

　グレンは指を鳴らしながら余よ裕ゆうの表情でシスティーナを睥へい睨げいしている。

　対するシスティーナはグレンの挙動を注視しながら油断なく身構えている。その額を脂あぶら汗あせが伝い落ちた。

　黒魔【ショック・ボルト】は、この魔術学院に入学した生徒が一番初めに手習う初等の汎はん用よう魔術だ。微弱な電気の力線を飛ばして相手を撃うち、その相手を電気ショックで麻ま痺ひさせて行動不能にする、殺傷能力を一切持たない護身用の術である。

　呪文を唱えれば、指差した相手を目掛けて指先から真まっ直すぐに輝かがやく力線が飛ぶ。なんの奇きもてらわないストレートな術なだけに、【ショック・ボルト】の撃ち合いの勝敗は、いかに相手より速く呪文を唱えるか否いなかの一点に集約される。

「ほら？　どうした？　かかってこないのか？」

「……くっ！」

　基本的に魔ま術じゆつ戦は後の先を取るのが定石とされる。現在の魔術には、あらゆる攻性呪文アサルト・スペルに対し無数の対抗呪文カウンター・スペルが存在するからだ。

　だが、このグレンという男は【ショック・ボルト】の呪文しか使えないこの決闘において、システィーナに先に動くことを促うながしている。呪文を速く唱えることが勝敗を分けるこの決闘で、だ。

　考えられることはただ一つ、グレンという男は恐おそらく、自身の【ショック・ボルト】の詠えい唱しよう速度に絶対の自信を持っているのだ。システィーナが先に最速で呪文を唱えても、それに競せり勝てるくらいに節と句を切り詰めた詠唱呪文を持っているのだ。

　察するに、このグレンという男は魔術戦に特化した魔術師なのだろう。そう考えれば、どうしてこんなロクでもない男が講師として学院に招かれたのか一応の辻つじ褄つまは合う。全くなんの見所もない魔術師がこの学院で講師をできるわけがないのだから。

　魔術を研究する腕うで前まえと魔術を実じつ践せんする腕前は違ちがう。魔術師としての位階は低くとも、魔術戦においては恐ろしく強かった魔術師は歴史を繙ひもとけばいくらでもいる。

「おいおい、何も取って喰くおうってわけじゃねーんだ。胸貸してやっから気楽にかかってきな？」

　そう思い至ると、この余裕も歴戦の魔術師然としたものに見えてくる。グレンの言動が許せなかったとは言え、衝しよう動どう的てきに決闘を申し込んだことをシスティーナは少し後悔した。

（でも、退ひけないわ）

　システィーナは目前で余裕しゃくしゃくに構えるグレンを鋭するどくにらみつける。

（私が私である以上、こんな男を野放しにするわけにはいかないわ。たとえ無様に地を舐めることになっても、私はこいつに否を突つきつける。それが私の魔術師としての誇り。……行くわよ！）

　覚悟を決め、システィーナはグレンを指差し、呪文を唱えた。

「《雷らい精せいの紫し電でんよ》──ッ！」

　刹せつ那な、システィーナの指先から放たれた輝く力線が真っ直ぐグレンへ飛んでいき──

　グレンは得意げな顔でそれを受け──

「ぎゃあああああ──っ!?」

　バチンッと電気が弾はじける音。

　グレンはびくんッと身体を痙けい攣れんさせ、あっさりと倒たおれ伏ふした。

「……あ、あれ？」

　システィーナは指を突き出した格好のまま硬こう直ちよくし、脂汗を垂らした。

　目の前にはシスティーナの呪文によって無様に地を舐めるグレンの姿がある。

「これって……？」

「あ、ああ……システィーナの勝ち……だよな……？」

　決闘を遠巻きに眺ながめていた者達もこの結末にざわめいている。

　まさか、あれほどの大口を叩たたいて、あれほど大物ぶっておいて、この程度なのか。この男は実戦に特化した魔術師じゃなかったのか。

「わ、私……なんかルール間違えた？」

　助けを求めるようにシスティーナはルミアを振ふり返るが、ルミアは困ったように首を振るだけだ。

「ひ……卑ひ怯きような……」

　と、その時、ようやく呪文のダメージから回復したグレンがよろよろと起き上がる。

「あ、先生」

「こっちはまだ準備できてないというのに不意討うちで先に仕掛けてくるとは……お前、それでも誇ほこり高き魔術師か!?」

「え？　いや、でも、いつでもかかって来ていいって……」

「まぁいい。この決けつ闘とうは三本勝負だからな。一本くらいくれてやる。いいハンデだろ？」

「は？　三本勝負？　そんなルールありましたっけ？」

「さぁ行くぞ！　二本目！　いざ尋じん常じように勝負だッ！」

　強引に二本目の勝負が始まった。

　あっけに取られるシスティーナの前で、今度はグレンが先に動いた。

「《雷精よ・紫電の衝しよう撃げき以もつて・撃──」

「《雷精の紫電よ》──ッ！」

　グレンの呪文が完成するより早く、システィーナの呪文が完成した。

「うぎょぉおおおおお──ッ!?」

　バチバチと派手な音を立てて感電するグレン。再び地面に倒れ、ぴくぴくと身体からだを痙けい攣れんさせている。さっきの光景の焼き直しだった。

「や、やるじゃねーか……」

　よろよろとグレンが立ち上がる。膝ひざはがくがくと笑っており、見るからにやせ我が慢まんだ。

「あの……グレン先生？」

「ふっ。いくらこの勝負が五本勝負だからって、ちょっと遊び過ぎたかな。俺、反省」

「さっき、三本勝負だって……」

　ジト目でシスティーナがぼやいたその時だ。

「あああああ──ッ!?」

　グレンが突然、声を張り上げる。

「噓うそだろ!?　あんな所に女王陛下がいらっしゃるぞ──ッ!?」

「えっ!?」

　グレンが指差したあさっての方向を、システィーナは思わず目で追った。

「ふはは、かかったなアホが！　《雷精よ・紫電の衝撃以て・撃ち倒──」

「《雷精の紫電よ》──ッ！」

　グレンの呪じゆ文もんが完成するより早く、やはりシスティーナの呪文が完成した。

「ぴぎゃぁあああああああああ──ッ!?」

　ビリビリと感電し、のたうち回るグレン。

　システィーナはこめかみを押おさえながら言う。

「あの……ひょっとしてグレン先生って……」

「か、構えろ！　まだ終わってないぞ!?　なにせ七本勝負なんだからなッ！」

「はぁ……」

「《雷精よ・紫電の衝撃以て・撃ち──」

「《雷精の紫電よ》」

「ずぎゃぁああああああああ──ッ!?」

　…………。

　グレンが呪文を唱える。だが、それよりもいち早くシスティーナが呪文を完成させ、グレンを撃ち倒す。この単純作業が以下、延々と続いた。

　と言うのも、グレンが長々とした呪文を詠唱しようとするので、どんな奇策を用いようともシスティーナが唱える短い呪文の方が早く完成するのだ。

　そして、グレンが四十七本勝負と言い張った一戦が終わった時。

「すみません。無理です。許して下さい。もう立てません。ていうかこれ以上続けるとボク、何かに目覚めちゃいます」

「はぁ……」

　システィーナは大の字で痙攣するグレンを見下ろしながら、深いため息をついた。

「いやー、【ショック・ボルト】のみでの勝負なんて俺に超ちよう滅め茶ちや苦く茶ちや不利な不公平ルールだからなーッ！　こんなルールじゃなかったら俺が圧あつ倒とう的てきに圧勝したんだけどなーッ！」

「先生って本当に口が減りませんね」

　もはや、呆あきれるしかない。

「そもそも、さっきから三節詠唱ばかり……ひょっとしてグレン先生って、【ショック・ボルト】の一節詠唱ができないんですか？」

「ふ、ふはは、な、なんのことだか、わわわ私にはサパーリ!?　そもそも呪文を省略する一節詠唱なんて邪じや道どうだよね！　先人が練り上げた美しい呪文に対する冒ぼう瀆とくだよね！　別にできないからそう言っているわけじゃなくて！」

「できないんだ……」

　あまりもの情けなさにシスティーナは泣きたくなってきたが、気を取り直して当初の目的を思い出す。

「と、とにかく決闘は私の勝ちです！　だから私の要求通り、先生は明日あしたから──」

「は？　なんのことでしたっけ？」

「え？」

　予想外の返答にシスティーナは硬直する。

「俺達、なんか約束とかしましたっけ？　覚えてないなぁ～？　誰だれかさんのせいで、いっぱい電撃に撃たれたしなー？」

　そう、目の前のグレンという男はシスティーナの想定を超こえて遥はるかに最低だった。

　このグレンの物言いに、システィーナは流石さすがに色めき立った。

「先生……まさか魔術師同士で交かわした約束を反ほ故ごにするって言うんですか!?　貴方あなた、それでも魔術師の端はしくれですか!?」

「だって、俺、魔術師じゃねーし」

「な……」

　ぬけぬけとそんなことを言ってのけるグレンに、システィーナはもう絶句するしかない。

「魔術師じゃねー奴に魔術師同士のルール持ってこられてもなー、ボク、困っちゃう」

「貴方、一体、何を言ってるの……ッ!?」

　システィーナにはもうこのグレンという男が全く理解できなかった。まさか、魔術の薫くん陶とうを受けた身でありながら、魔術師であることを否定するとは。この男には魔術師であることに対する誇りはないのか。魔術という世界の神秘を繙く崇すう高こうなる智ち慧えに対する敬意は欠片かけらもないと言うのか。

「とにかく今日の所は超ぎりぎり紙かみ一ひと重えで引き分けということで勘かん弁べんしておいてやる！　だが、次はないぞ！　さらばだ！　ふははははははははははは──ッ！　ぐはっ！」

　まだ身体にダメージが残っているらしい。グレンは何度も転びながら、それでも高笑いだけは一人前に走り去って行く。

　後に残されたのは、しらけきった観客達ばかりだ。

「なんなんだよ、あの馬ば鹿か」

「まさか【ショック・ボルト】みたいな初等呪文すら一節詠えい唱しようできないなんてね」

「ふん、見苦しい人ですわね……」

「魔ま術じゆつ師し同士の決め事を反故にするなんて最低……」

　誰も彼もがグレンを酷こく評ひようする中、ルミアは心配そうにシスティーナの隣となりに歩み寄る。

「大だい丈じよう夫ぶ？　システィ。怪け我がはない？」

「私は大丈夫……だけど」

　システィーナは険しい表情でグレンが走り去った方を見つめていた。

「心底、見損なったわ」

　まるで親の敵かたきのようにうめく。

　システィーナはこう見えてグレンという男に一応の敬意を払はらっていた。グレンは先せん達だつの魔術師だ。確かに講師としてのやる気はないようだったけれど、同じ魔術を志す者として、それでも何か学べるものがあるはずだと思っていたのだ。

　だが、もうだめだ。あの男だけは許せなくなった。あの男は魔術を侮ぶ辱じよくしている。あの男がこの学院にいる限り、自分とあの男は不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵同士だ。

「グレン先生……」

　ルミアは激しく憤いきどおる親友を前に、途と方ほうに暮れるしかなかった。




　グレンの学院内における評判を地におとしめた決闘騒そう動どうから三日が経たった。グレンの授業に対するやる気のなさは相変わらずで、学院内の生徒達の評判はすこぶる悪い。

　だが、当のグレンはなんの負い目もないようだ。のんべんだらりと日々をこなしていた。

　やがて生徒達はグレンの授業中に、自由に自習をするようになる。元々学習意欲の高い者達ばかりなので、グレンの授業で時間を無む駄だにしたくないのだ。生徒達は皆みな、思い思いに魔術の教科書を広げ、思い思いに勉強に励はげんでいる。

　そんな生徒達の様子を見て、グレンも何一つ文句は言わない。いつの間にかそれがグレンと生徒達との間での暗あん黙もくの了りよう解かいになっていた。




「はーい、授業始めまーす」

　その日もグレンはいつものように大おお幅はばに授業に遅ち刻こくしてやって来た。そして、死んだ魚のような目で、やる気のない授業を始める。

　生徒達はため息をついて、教科書を開き、自習の準備に入る。

　実にいつもの光景だが、こんなやる気のない授業から、まだ何かを学ぼうとする健けな気げで真面目な生徒がいたらしい。

「あ、あの……先生。今の説明に対して質問があるんですけど……」

　授業開始から三十分ほど経過した頃ころ、おずおずと手を上げる小こ柄がらな女子生徒がいた。初日の授業でグレンに質問し、あっさりあしらわれてしまった少女──リンだ。

「あー、なんだ？　言ってみ？」

「え、えっと……その……今、先生が触ふれた呪文の訳がよくわからなくて……」

　するとグレンは、面めん倒どう臭くさそうにため息をついて、教きよう卓たくの上に置いてあった本を一冊拾い上げた。

「これ、ルーン語辞書な」

「……え？」

「三級までのルーン語が音階順に並んでるぞ。ちなみに音階順ってのは……」

　グレンがルーン語辞書の引き方を解説し始めた時、グレンに関してはもう無関心を決め込むつもりだったシスティーナも流石に黙だまっていられなくなり、立ち上がる。

「無駄よ、リン。その男に何を聞いたって無駄だわ」

「あ、システィ」

　質問をしたリンは、グレンとシスティーナに挟はさまれて所在なさげにおろおろする。

「その男は魔術の崇高さを何一つ理解していないわ。むしろ馬鹿にしてる。そんな男に教えてもらえることなんてない」

「で、でも……」

「大丈夫よ、私が教えてあげるから。一いつ緒しよに頑がん張ばりましょう？　あんな男は放っておいていつか一緒に偉い大だいなる魔術の深しん奥おうに至りましょう？」

　システィーナがうろたえるリンを安心させるように、笑いかけたその時だ。

　一体、何がその男の気に障さわったのか。

「魔術って……そんなに偉大で崇高なもんかね？」

　ぼそりと、グレンが誰へともなくこぼしていた。

　それを聞き流せるシスティーナではない。

「ふん。何を言うかと思えば。偉大で崇高なものに決まっているでしょう？　もっとも、貴方のような人には理解できないでしょうけど」

　鼻で笑い、刺とげ々とげしい物言いでばっさりとシスティーナは切り捨てた。

　普ふ段だんの怠たい惰だで無気力なグレンならば、「ふーん、そんなものかね？」などとぼやいてこの話は終わったはずだ。だが──

「何が偉大でどこが崇高なんだ？」

　その日はなぜか食い下がった。

「……え？」

　想定外の反応にシスティーナも戸と惑まどう。

「魔術ってのは何が偉大でどこが崇高なんだ？　それを聞いている」

「そ、それは……」

　即そく答とうできない自分にシスティーナは苛いら立だった。確かに魔術は偉大だ崇高だとは周りを取り巻く人間がそう連呼するから、そういうものだと認識していた節もある。

「ほら。知ってるなら教えてくれ」

　だが、決してそれだけでもない。一呼吸置いて言葉をまとめ、自信をもって返答する。

「魔術はこの世界の真理を追究する学問よ」

「……ほう？」

「この世界の起源、この世界の構造、この世界を支配する法則。魔術はそれらを解き明かし、自分と世界がなんのために存在するのかという永遠の疑問に答えを導き出し、そして、人がより高次元の存在へと至る道を探す手段なの。それは、言わば神に近づく行こう為い。だからこそ、魔術は偉大で崇高な物なのよ」

　自分では会心の返答だとシスティーナは思っていた。

　だから、返ってきたグレンの言葉は不意討うちだった。

「……なんの役に立つんだ？　それ」

「え？」

「いや、だから。世界の秘密を解き明かした所でそれが一体なんの役に立つんだ？」

「だ、だから言っているでしょう!?　より高次元の存在に近づくために……」

「より高次元の存在ってなんなんだよ？　神様か？」

「……それは」

　即答できない悔くやしさにシスティーナは打ち震ふるえていた。

　そんなシスティーナに、グレンはつまらなさそうに追い討ちをかける。

「そもそも、魔術って人にどんな恩おん恵けいをもたらすんだ？　例えば医術は病から人を救うよな？　冶や金きん技術は人に鉄をもたらした。農耕技術がなけりゃ人は飢うえて死んでいただろうし、建築術のおかげで人は快適に暮らせる。この世界で術と名付けられた物は大体人の役に立つが、魔術だけはなんの役にも立ってないのは俺の気のせいか？」

　グレンの言うことはある意味真実だ。魔術を使うことができ、魔術の恩恵を受けられるのは魔術師だけだ。魔術師でない者は魔術を使えないし、魔術の恩恵は受けられない。まるで当たり前のことだが、魔術が人の役に立てない最大の理由だ。魔術は冶金技術や農耕技術のように、その行使が直接的に広く人の益となる性質の技術ではないのである。

　そもそも、魔術は秘ひ匿とくされるべきものだという思想が、大多数の魔術師達の共通認識であり、魔術の研究成果が一いつ般ぱん人に還かん元げんされることを頑として妨さまたげている。ゆえに今でも魔術は多くの人々にとっては不気味で恐おそろしい悪魔の力であり、普通に生きていく分には見ることも触れることもない代しろ物ものだ。

　そう、事実として魔術は人々に直接役に立っているとは言えない。魔術を一般人の俗ぞく物ぶつ極きわまりない視点で切り捨てた意見ではあるが、それは厳然たる事実だった。

「魔術は……人の役に立つとか、立たないとかそんな次元の低い話じゃないわ。人と世界の本当の意味を探し求める……」

「でも、なんの役にも立たないなら実際、ただの趣しゆ味みだろ。苦にならない徒労、他者に還元できない自己満足。魔術ってのは要するに単なる娯ご楽らくの一種ってわけだ。違ちがうか？」

　システィーナは歯は嚙がみするしかなかった。どうしてこの程度の俗物的な意見すら切り返せないのか。圧あつ倒とう的てきに言い負かされてしまっているのか。

　誇ほこり高きフィーベル家の次期当主として、魔術に全てを捧ささげてきたこれまでの人生を真っ向から否定されているというのに、何をどうやってもこのグレンという男の言を崩くずせそうにない。一応、この男は一つの堅かたい事実の上に論ろん陣じんを張っているからだ。

　あまりもの悔しさにシスティーナが唇くちびるを震わせていると……

「悪かった、噓うそだよ。魔術は立派に人の役に立っているさ」

「……え？」

　グレンの突とつ然ぜんの掌てのひら返しにシスティーナはもちろん、固かた唾ずを吞のんで二人の様子を見守っていたクラスの生徒一同も目を丸くする。

　だが。

「あぁ、魔術は凄すげぇ役に立つさ……人殺しにな」

　酷こく薄はくに細められたその暗い瞳ひとみ、薄うすら寒く歪ゆがめられた口から紡つむがれたその言葉は、クラス中の生徒達を心しん胆たんから凍いてつかせた。

　その姿は……普段の怠惰なグレンとはまるで別人のようだった。

「実際、魔術ほど人殺しに優すぐれた術は他にないんだぜ？　剣けん術じゆつが人を一人殺している間に魔術は何十人も殺せる。戦術で統率された一個師団を魔導士の一個小隊は戦術ごと焼き尽つくす。ほら、立派に役に立つだろ？」

「ふざけないでッ！」

　流石さすがに看過できなかった。魔術を無価値と断じられるならまだしも、外げ道どうにおとしめられるのは我が慢まんならない。

「魔ま術じゆつはそんなんじゃない！　魔術は──」

「お前、この国の現状を見ろよ。魔導大国なんて呼ばれちゃいるが、他国から見てそれはどういう意味だ？　帝てい国こく宮きゆう廷てい魔導士団なんていう物騒な連中に毎年、莫ばく大だいな国家予算が突つっ込まれているのはなぜだ？」

「そ、それは──」

「お前の大好きな決けつ闘とうにルールができたのはなんのためだ？　お前らが手習う汎はん用ようの初等呪じゆ文もんの多くがなぜか攻こう性せい系の魔術だった意味はなんだ？」

「──それは」

「お前らの大好きな魔術が、二百年前の『魔導大戦』、四十年前の『奉ほう神しん戦争』で一体、何をやらかした？　近年、この帝国で外道魔術師達が魔術を使って起こす凶きよう悪あく犯罪の年間件数と、そのおぞましい内容を知ってるか？」

「──っ！」

「ほら、見ろ。今も昔も魔術と人殺しは切っても切れない腐くされ縁えんだ。なぜかって？　他でもない魔術が人を殺すことで進化・発展してきたロクでもない技術だからだ！」

　流石にここまで来るとグレンの言は極論だった。確かに魔術には人を傷つける一面が数多く存在するが、決してそれだけではないのだ。

　だが、普段すっとぼけた顔のグレンが、この時だけは何かを憎にくむような形相でまくし立てていた。その勢いに圧倒された生徒達は何一つ反論できなかった。

「まったく俺はお前らの気が知れねーよ。こんな人殺し以外、なんの役にも立たん術をせこせこ勉強するなんてな。こんな下らんことに人生費ついやすなら他にもっとマシな──」

　ぱぁん、と乾かわいた音が響ひびいた。

　歩み寄ったシスティーナが、グレンの頰ほおを掌で叩たたいた音だ。

「いっ……てめっ!?」

　グレンは非難めいた目でシスティーナを見て、言葉を失った。

「違う……もの……魔術は……そんなんじゃ……ない……もの……」

　気付けば、システィーナはいつの間にか目元に涙なみだを浮うかべ、泣いていた。

「なんで……そんなに……ひどいことばっかり言うの……？　大だい嫌きらい、貴方あなたなんか」

　そう言い捨てて、システィーナは袖そでで涙を拭ぬぐいながら荒あら々あらしく教室を出て行く。

　後に残されたのは圧倒的な気まずさと沈ちん黙もくだった。

「──ち」

　グレンはガリガリと頭をかきながら舌打ちする。

「あー、なんかやる気でねーから、本日の授業は自習にするわ」

　ため息をついてグレンは教室を後にした。

　その日。グレンがそれ以降の授業に顔を出すことはなかった。




　放課後。黄昏たそがれの色が目に優やさしい。

　その日の授業を全てサボったグレンはシスティーナとの一件以来、ずっと学院東館の屋上バルコニーにいた。何をするわけでもない。ただ、ぼんやりと無む作さく為いに、その日一日をつぶした。

「……向いてないのかね、やっぱ」

　屋上を囲う鉄てつ柵さくに脱だつ力りよくした身体からだをだらしなく寄りかからせ、遠くをぼうっと眺ながめながらグレンはそんなことをつぶやいた。

　この五階建ての豪ごう華かな校舎の屋上から見み渡わたせる学院敷しき地ち内の光景は、昔とほとんど変わっていない。複雑に絡からみ合う敷石の歩道、空中庭園、古城のような別校舎、薬草農園、迷いの森、古代遺い跡せき、そして転送塔とう──人工物と自然が入り乱れる不思議な光景。そして、空にはお決まりの、幻げん影えいの城。

「ま、向いているわけねーわな。魔術が大嫌いなくせに魔術講師とかどんなギャグだ」

　グレンはふと、着任以来やたら自分に絡んできたあの銀ぎん髪ぱつの少女を思い出す。名前はなんと言ったか……確か、シス……よく思い出せない。まぁ、どうでもいいことだ。

「ったく、あの白髪しらが女め、思いっきり叩きやがって……ったく、ホント初日から生意気な奴やつだったな……」

　思えば十字路で衝しよう突とつしかかったのが出会いだったか。

「……なにが魔術は偉い大だいだ、だよ。アホか」

　たった十日間ほど見ていただけだが、あの銀髪の少女が本当に魔術に真剣で、魔術を極めるために日々、なんの迷いもなく切せつ磋さ琢たく磨ましていることだけはわかった。魔術の暗黒面や危険性には見て見ぬ振ふりをし、魔術の華はな々ばなしい側面だけに憧あこがれ、世界真理などという耳に心地ここち好よいことだけを追い求める……子供だ。

　だが、あの少女が子供だと言うなら、その子供に嚙みついた自分はなんなのか。

「……ガキか、俺も」

　ひょっとしたら、自分はあの銀髪の少女が羨うらやましかったのかもしれない。魔術が素す晴ばらしいものだとなんの疑いもなく信じ、それを究めることに全ての情熱を捧げることができるあの少女が羨ましかった──自分は何に対してもさっぱり情熱を持てないがゆえに。

「やっぱ、俺、ここにいるべきじゃねーな……」

　正直、あの少女を前にして今後もあのようなひどいことを言わない自信がなかった。グレンの魔術嫌いは根が深く徹てつ底てい的てきだからだ。別に自分がどうなろうと構わないが、目標を持って頑がん張ばる者を邪じや魔まするのは良くないことだ。それだけはわかる。

「セリカにゃ悪いが……」

　グレンは懐ふところに忍しのばせておいた封ふう書しよを取り出す。その中身は辞表だ。恐らく魔術講師なんて自分は一ヶ月ももたないだろうと思い、密ひそかにしたためておいたのだ。

　今、ここにグレンはなんとしてもセリカのスネをかじって生きていく決意をしたのだ。

「よし、帰ったら土下座の練習だ。一生懸けん命めい謝ればきっとセリカも許してくれるさ……俺が無職の引きこもりに戻もどることをな！」

　最低最悪な前向きさを胸に抱いだき、屋上を後にしようと鉄柵から離はなれたその時だ。

「ん？」

　この魔術学院校舎は本館の東西に東館と西館が、屈くつ折せつして隣りん接せつする構造を取っている。今、東館の屋上にいるグレンは、西館が正面に見下ろせる。

　西館のとある窓のそばで影かげが動いたような気がした。

「……なんだ？」

　確かあの部屋は魔術実験室だ。流石にこんな時間まで生徒が残っているはずはない。

「《彼方かなたは此方こなたへ・怜れい悧りなる我が眼まなこは・万里を見晴るかす》」

　グレンは右目を閉じて三節のルーンで遠見の魔術──黒魔【アキュレイト・スコープ】の呪文を唱えた。その瞬しゆん間かん、まるで窓のすぐそばから実験室の中をのぞき見ているような光景が、右目のまぶたの裏に広がる。

　実験室の中には一人の少女の姿があった。

「あの金髪娘むすめは……」

　思い出した。件くだんの銀髪少女にいつも子犬のようについて回るあの少女だ。確か、銀髪の少女にはルミア、とか呼ばれていたか。

「何やってんだ？　こんな時間に」

　ルミアは教科書を開き、それを見ながら水銀で床ゆかに円を描かき、五ご芒ぼう星せいを描えがいた。さらにルーン文字を五芒星の内外に書き連ね、霊れい点てんに魔ま晶しよう石せきなどの触しよく媒ばいを配置していく。

　どうやらルミアは一人で法ほう陣じんの構築を実じつ践せんしているらしかった。

「ほう？　流る転てんの五芒……あれは……懐なつかしいな。魔力円えん環かん陣か」

　この法陣は特に何か起こるものではない。法陣上を流れる魔力の流れを視覚的に理解するための、言わば学習用の魔術だ。これを何も見ずに構築できるようになれば、まずは法陣構築術の基き礎そを押おさえたことになる。

「しっかし、下手くそだな……ほら、第七霊点が綻ほころんでるぞ？　あーあ、水銀が流れちまってる……って、おい、触媒の配置場所はそこじゃねー……お、流石に気づいたか」

　まるで昔、どこかで見たような失敗だ。

「そういやガキの頃ころ、よくセリカと一いつ緒しよに遊びでやったっけな、あれ」

　思えばあれが、グレンが初めて実践した一番魔術らしい魔術だったか。特に何が起こるわけでもないチンケな魔術に、あの頃はなぜか胸が躍おどったのを覚えている。

　グレンがのぞき見ているとは露つゆ知らず、ルミアは試行錯さく誤ごの末、なんとか法陣を完成させ、呪文を唱えた。だが、法陣は起動せず、ルミアは不思議そうに首をかしげるばかりだ。

「ばーか。そんなんで上手うまくいくかよ」

　ルミアは何度も教科書と床の法陣を見比べて確認し、ちょこっと法陣の端はしを手直ししては呪文を唱える。やっぱり上手くいかない。困ったように肩かたを落とす。

「……アホくさ」

　見てられなかった。グレンは遠見の魔術を解除して、ため息をつき、屋上を後にする。

「ま、頑張りな、若人わこうど」




　ばんっ！

　突然、魔術実験室の扉とびらが外から乱暴に開けられ、ルミアは思わず飛び上がった。

「グ、グ、グレン先生!?」

　開かれた扉の向こうには、グレンが仏ぶつ頂ちよう面づらで突っ立っている。

「相変わらずボロいんだな、ここ」

　グレンは室内を見渡しながらぼやく。

　比ひ較かく的てき広い間取りの部屋だ。壁かべの棚たなには髑どく髏ろやらトカゲの瓶びん詰づめやら結晶やら、妖あやしげな魔術素材達が並んでいる。並ぶ机の上には羊皮紙に描かれた魔法陣やフラスコ、拗ねじくれたサイフォンのようなガラス器具達。奥には大きな魔力火か炉ろや錬れん金きん釜がままでもがある。この部屋の胡う散さん臭くささが昔とちっとも変わっていないことを、グレンは懐かしく思った。

「ど、どうしてここに……？」

「そりゃこっちの台詞せりふだ。生徒による魔術実験室の個人使用は原則禁止のはずだろ？」

　言って自分でも白々しいとグレンは思った。辞表を提出するために学院長室まで行こうとすれば、必ずこの魔術実験室の前を通ることになる。なんとなく気になって実験室の扉の隙すき間まから中を見れば、やっぱり実験が上手く行かず四苦八苦しているルミアの姿があった。気づけばグレンは扉を開いていた。

「ごっ、ごめんなさい！　実は私、法陣が苦手で最近授業についていけなくて……でも、今日はいつも教えてくれるシスティがいないし……どうしてもこの法陣を復習しておきたくて……その……」

「忍び込んだわけか。てか、魔術錠じようがかかっていたはずだろ。一体、どうやって」

「え、えへへ……ちょっと事務室に忍び込んで……」

　ぺろっと小さく舌を出して、ルミアは手に持った鍵かぎをかざして見せた。

「……見かけによらず意外とやんちゃなんだな、お前」

　グレンが呆あきれたように肩をすくめる。

「ごめんなさい、すぐに片付けます！　後でどんなお叱しかりでもお受けしますから！」

　慌あわてて後片付けをしようとするルミアの腕うでを、グレンがつかむ。

「先生？」

「いーよ。最後までやっちまいな。もうほとんど完成してんじゃねーか。崩くずすのはもったいねーだろ」

「で、でも……上手くいかなくて……どの道もう諦あきらめる所だったんです……」

　少し哀かなしそうにルミアは息をついた。

「どうしてなんだろう……前は上手くいったのに……手順には問題ないはずなのに……」

「馬ば鹿か。水銀が足りてねーだけだ」

「え？」

　グレンは床の法陣のかたわらに歩み寄り、水銀の入っている壺つぼをつかみ上げ、酌しやくをするかのように片手で眼前に構える。目を細めて法陣を凝ぎよう視しし、じわりと手に持った壺を傾かたむける。その手には震ふるえ一つなく、やがて壺の口から水銀が糸のように法陣へと零こぼれ落ちる。

　不意にグレンが壺を持つ腕を素早く動かした。機械のような正確さで、水銀の糸が法陣を構築する各ラインをなぞっていく。そこになんの迷いも淀よどみもない。

「……凄すごい」

　その手て際ぎわにルミアは目を丸くして息を吞のんだ。

「ちょっと慣れた奴はよく素材ケチって魔力路を断線させちまうんだよ」

　グレンは壺を置くと、床に落ちていた手て袋ぶくろを左手に嵌はめた。床の水銀法陣に指をつけ、卓たく越えつした手さばきで水銀を動かし、要所の綻びを修しゆう繕ぜんしていく。

「お前達は目に見えない物に対しては異様に神経質になるくせに、目に見える物に対してはなぜか疎おろそかになる。魔術を必要以上に神聖視している証しよう拠こだ……よし」

　グレンは立ち上がり、左手に嵌めていた手袋を投げ捨てた。

「もう一回、起動してみな。教科書の通り五節だ。横着して省略すんなよ？」

「は、はい」

　ルミアは再び法陣の前に立つ。深呼吸をして、詠うたうように涼すずやかな声で呪じゆ文もんを唱えた。

「《廻まわれ・廻れ・原初の命よ・理ことわりの円環にて・路みちを為なせ》」

　その瞬間、法陣が白熱し、視界を白一色に染め上げた。

「──っ！」

　やがて光が収まれば、鈴すず鳴りのような高音を立てて駆く動どうする法陣が視界に現れる。魔力が通っているのだろう。法陣のラインを七色の光が縦横無む尽じんに走っていた。

　七つの光と輝かがやく銀が織り成す幻げん想そう光景。

　その姿は神秘的で──そして何よりも単純に美しかった。

「うわぁ……綺き麗れい……」

　ルミアはその光景を感極まったようにじっと見つめていた。

「やーれやれ……そんなに感激するようなもんかね？　コレ」

　グレンは冷めた目で法陣を一いち瞥べつする。

「だって……今まで見た誰だれの法陣よりも魔力の光が鮮あざやかで……それに繊せん細さいで力強い……先生って凄い……」

「馬鹿言え。この程度、誰だってできる。そもそもこれを組んだのは、ほとんどお前だ。お前が精製した素材や触媒の質がよかったんだろ、きっと」
















「……先生？」

　ルミアは実験室をそそくさと出て行こうとするグレンの背中に気づいた。

「帰る」

「あっ……ちょ、ちょっと待って下さい！」

　ルミアは慌ててグレンの後ろ袖そでをつかんで引き止める。

「……なんだよ？」

「え？　あ、……その……」

　引き止めてからどうしたものかと考えているようだ。ルミアは目を白黒させていた。

「ええと……そうだ、先生、今からもう帰るんですよね？」

「ん？　……まあな」

　本当はこれから学院長室に辞表を提出しに行くはずだったが、今となってはなぜかそんな気分じゃない。別に明日あしたでもいいだろう。

「じゃあ、途と中ちゆうまで一緒に帰りませんか？」

「……はぁ？」

　意外過ぎるルミアの申し出に、グレンは眉まゆをひそめる。

「その……私、一度、先生とゆっくりお話ししたかったんです」

「やだ」

　にべもなくグレンは切り捨てる。

「そう……ですか」

　残念そうに、哀しそうにルミアは肩を落として目を伏ふせた。その姿からは、なんとなく飼い主に置いていかれた子犬の姿が被かぶる。

「一緒に帰るのはごめんだが……」

　どうにも調子狂くるうなと思いながら、グレンはボソリとつぶやいた。感覚としては可哀かわい想そうな捨て犬を見て、後ろ髪がみを引かれるような気分である。

「勝手について来る分には好きにしろよ」

「あ、……ありがとうございます、先生！　じゃあ、ちょっともったいないけど、急いで片付けますから待ってて下さいね！」

　ルミアは嬉うれしそうにふわりと笑って、急いで法陣の後片付けを始めた。

　グレンはそんなルミアの無む邪じや気きな様子を見てやれやれと肩をすくめた。




「うわぁ、先生、あれ見て下さい！」

　学院を出て、フェジテの表通りにさしかかった二人の視界に飛び込んで来たのは、空に浮うかぶ幻まぼろしの城だ。

　延々と緩ゆるやかな下り坂の先へと続く大通りは空に視界が開けており、彼方かなたに浮かぶ天空の城の全容を仰ぎよう望ぼうできる。夕暮れ時、緋ひ色いろに美しく染まる天てん蓋がいが、その荘そう厳ごんなる城を黄金こがね色に燃え上がらせ、その偉い容ようをより一層映はえさせているようだった。

「私の友人にあの城が大好きな子がいて、私はその子みたいに城の謎なぞ解きには興味ないんですが……あんなに綺麗で雄ゆう大だいな姿を見てしまうと……そうですね、私も一度はあの城に行ってみたいって思ってしまいます」

「……そうか？」

　やや頰ほおを上気させて空を仰あおぐルミアとは裏腹に、グレンの反応は冷め切っていた。

「あんな城があるから魔ま術じゆつに勘かん違ちがいするバカが出てくるんだ。まったく、鬱うつ陶とうしいったらありゃしない」

「先生？」

　その言い草は誰かを非難していると言うよりむしろ、どこか自じ嘲ちようのような響ひびきがあった。

「ほら、よそ見してないで行くぞ」

「あ、はい……」

　グレンが歩き出す。ルミアが慌ててそれについて行く。

　フェジテの町の表通りを、グレンとルミアの二人が一いつ緒しよに歩いていく。

　一緒に、とは言っても、グレンが大おお股またで無ぶ遠えん慮りよにずかずか歩くのに対し、ルミアが早足で必死についていくという構図だったが。

　今は夕方なので、昼間ほどではないが、表通りにはそれなりに人が行き交かいしている。ルミアがついて来ていることなどすっかり忘れ、グレンが人を避よけることに専念していると。

「先生って……本当は魔術がお好きなんですよね？」

　隣となりに並んだルミアが不意に、そんなことを言った。

「どうしてそう思う？」

「いえ、その……先生が私の法ほう陣じんを手直ししてくれていた時……先生、凄く楽しそうだったから」

　グレンは思わず口元を押さえて言葉に詰まった。

　楽しそう？　自分は楽しそうな顔をしていたのか？　魔術を実じつ践せんして？

「ははっ……ねーよ」

　グレンは笑い飛ばした。

「もうわかっちゃいるとは思うが俺は魔術が大だい嫌きらいなんだ。楽しいだなんて、ありえん」

「ふふ、そうですか」

　だが、ルミアは訳知り顔で微笑ほほえむだけだ。

　まるで自分の内を見み透すかされているようで、なんとなくグレンは面おも白しろくない。

「でも……もし、先生が本当に魔術をお嫌いだったとしても、今日の言い方はちょっとひどいですよ？　システィ……システィーナ、泣いていましたし」

　あの銀ぎん髪ぱつの少女の名前はシスティーナだったらしい。

「明日、謝ってあげて下さいね？　システィにとって魔術は、今は亡きお爺じい様との絆きずなを感じていられる大切なものなんです。偉大な魔術師だったお爺様をシスティは大好きで、ずっと尊敬していて……いつかお爺様に負けない立派な魔術師になる……それが亡くなったお爺様との約束なんです」

「……そうか。そりゃ流石さすがに悪いことをしたな」

　自分の尊敬している人を間接的にとは言え、無価値で下らない物におとしめられたら、誰だって怒おこるだろう。

「それは措おいといて、なんだ？　お前は俺に説教するために誘さそったのか？」

「あ、いえ……それもありますけど、そうじゃなくて……」

　言葉をまとめるようにルミアはしばらく沈ちん黙もくする。

「あの……聞いてもいいですか？」

「内容による」

「ええと……この学院の講師になる前は……グレン先生って何をされてたんですか？」

　言葉に詰つまったように、グレンは一呼吸置いてから堂々と胸を張って言った。

「引きこもりの穀ごく潰つぶしをやってました」

「え？　引きこもり？　穀潰し？」

「学院にセリカっていう偉えらそうな女が幅はばをきかせてるだろ？　俺がガキの頃ころ、そいつにはお袋代わりに世話になってたんだけど、そのよしみで今までずっとそいつに養ってもらってたんだ。ふっ、凄いだろ？」

「あ、あはは……なんでそんなに得意げなんだろう……？」

　ルミアは苦笑いをするしかない。

「でも、それ噓うそですよね？」

　どうしてそんなに自信を持って断言するのか、グレンは戸と惑まどいを隠かくせない。

「噓じゃねーよ。この俺がマトモに働くような殊しゆ勝しような人間に見えるか？　この一年はセリカのスネをかじりまくりだったんだぞ？」

「一年……それよりも前は？」

「……あー、悪わりぃ、カッコつけ過ぎた。あの学院を卒業して以来ずっと、だ。どうも働くってのが性しように合わなくてなー、本当の自分探しをしてたっつーか……」

　どうにも納なつ得とくいかなそうにルミアはグレンを見つめている。

「あー、俺の黒歴史を掘ほり返すのは終わりだ、終わり！　今度は俺が聞くぞ！」

　この話は蒸むし返されたくないので、グレンは強ごう引いんに話題を変えた。別にこのルミアとかいう小こ娘むすめになど興味の欠片かけらもないが、背に腹は代えられない。

「お前らってさ。なんでそんなに魔術に必死なの？　システィーナって奴やつといい、お前といい、魔術ごときにマジになり過ぎだろ？」

「それは……」

「今日、話したがな。魔術って本当にロクでもない術なんだぞ？　別になくても困らないし、あればあったでロクなことにならん。何を好き好んでこんなもんやってんだ？」

　話題を変えるために何気なく問いかけたことだが、ルミアという少女は思いの外、グレンの問いを真しん摯しに受け止めたらしい。しばしの時を、考え込むようにうつむいた。

「他の人達が何を思って魔術の勉強に励はげんでいるかはわかりませんけど……私は魔術を勉強する理由があります」

「ふうん、アレか？　世界の真理探究とか、人間の進化とやらか？」

「あはは、違いますよ。そんな高こう尚しようなこと、私にはとても無理ですから」

「……ほう？」

　グレンは初めて、ほんの少しだけ、このルミアという少女に興味が湧わいた。

「じゃあ、なぜ、魔術を志す？」

「そうですね……私は魔術を真の意味で人の力にしたいと考えています。そのために今は魔術を深く知りたい」

　グレンはその言葉を自分の魔術否定に対する遠回しな批判と受け止めた。

「やれやれ、力は使う人次し第だいってありきたりな理り屈くつか？　剣けんが人を殺すんじゃない、人が人を殺すんだってか？」

「はい。でも……私はもう少し違うことも考えています」

「？」

「今日、先生が仰おつしやったとおり、人を傷つける可能性を大いに秘めた魔術なんて、きっとない方がいいんです。なければ少なくとも魔術で傷つけられる人はいなくなるから。でも、現実として魔術はすでに在るんです」

「……まぁな」

「それがすでに在る以上、それが無いことを願うのは現実的ではありません。なら、私達は考えないといけないんです。どうしたら魔術が人に害を与あたえないようにできるか」

「……」

「でも、魔術のことをよく知らなければ、それを考えることなんて到とう底ていできません。知らなければ魔術はどこまでもただの得体の知れない悪魔の妖よう術じゆつで、人殺しの道具で、法も道もない外げ法ほうなんです」

「要するに……盲もう目もくのままに魔術を忌き避ひするより、知性をもって正しく魔術を制する、と？　全ての魔術師がそうなるように働きかける、と？」

「はい。私みたいな凡ぼん才さいにそれができるかどうかわかりませんが……」

「お前、魔導省の官かん僚りよう……魔導保安官にでもなる気か？」

「ふふ、そうですね。それが私の目指す道に通じるなら……それが今の私の目標です」

　グレンは能天気な少女に深くため息をつきながら諭さとす。

「言っておくが徒労に終わるぞ？　いや、努力すりゃ官僚くらいにはなれるかもしれん。だが、お前の目指している物はあまりにも高過ぎる。お前一人がどうこうできるほど、魔術の闇やみは浅くない」

「わかってます。それでも……です」

「なんでだよ？　なんでそんな報むくわれない道をあえて行くんだ？」

　すると、ルミアはなぜかグレンに優やさしく微笑みかけ、それから何かを懐なつかしむように遠くを見た。

「私……恩返ししたい人がいるんです」

「恩返し？　なんなんだそりゃ？」

「あれは今から三年くらい前の話です。私が家の都合で追放されて、システィの家に居い候そうろうし始めた頃。私、悪い魔術師達に捕つかまって殺されそうになってしまったことがあって……」

「見かけによらず、なかなかハードな人生送ってんだな。てか、家の都合で追放って……お前って、ひょっとして、どっかの有力貴族かなんかの生まれ？」

「あ、いえいえ！　そんな大層な家じゃないです！　ホント！　貧びん乏ぼうでした！　貧乏！」

　ルミアが慌あわてたように手を振ふって否定する。

　だが、貧乏人が生活に困って子供を捨てるのは普ふ通つう、『追放』とは言わないだろう。

「待てよ……ていうか、お前……」

　ふと、何を思ったのか。グレンが不意にルミアの顔をのぞき込んだ。目を細め、遠くを透すかし見るかのような表情だ。

「……先生？　どうかしましたか？」

　するとルミアは、何かに期待するような表情で、グレンを見つめ返す。

　だが。

「うんにゃ、なんでもない。……で？　話の続きは？」

　ありえん、とでも言いたげにグレンが頭を振って、ルミアに話の続きを促うながす。

　ほんの少し残念そうにルミアは息をつくと、話の続きを始めた。

「あの時の私、前の家を追放されたこともあって不安定で……どうして私ばっかりこんな目にって、怯おびえて震ふるえて泣いて、もうだめだと諦あきらめて……でも、そんな時、どこからともなく現れた別の魔ま術じゆつ師しがあわやと言うところで私を助けてくれたんです」

「なんだそりゃ。そいつ絶対、タイミング狙ねらってんだろ。ったく格好つけやがって」

「その時の私は、私を守るために悪い魔術師達をためらいなく殺害していくその人がとても恐おそろしかった。あの人も悪い魔術師を殺すことが自分の仕事だって言ってました。でも、あの人は人を殺あやめるたびに凄すごく辛つらそうな顔をしていて……それでも私を守るために最後まで戦ってくれて。なのに、あの時の私は怖こわくてその人にお礼すら言えなくて……」

「ふーん」

「あの人と過ごした時間はほんのわずかでしたけど……あの人は本当に優しい人だったんだと思います。だから自分の心を痛めながら、自分以外の誰だれかを守るために戦っていた。あんな風に道を外してしまった悪い魔術師達さえいなければ……あの人は、私のためにあんなに悲しい顔をしないで済んだはずなのに……」

「ふーん」

「私はあの人に命を救われました。あの事件の後、今度は私があの人を助ける番だと思いました。人が魔術で道を踏ふみ外したりしないように導いて行ける立場になろうって。そのために魔術のことをよく知ろうって。そんな道を歩んでいけば……いつかあの人に、あの時のお礼が言える日が来るんじゃないかって。暗闇の中、ただ一人きりで泣いていた幼い頃の私に光をくれた……あの人に」

　そこまで聞いて、グレンは肩かたを震わせて含ふくみ笑いを始めた。

「くっくっく……ご都合展開過ぎだ、それ。そんな三文大衆小説もびっくりな超ちよう展開、ベタ過ぎて売れないぞ、きっと」

「ふふ、そうかも。でも、事実は小説よりも奇きなりって言いますし」

　真摯な想おもいを無神経に笑い飛ばされたというのに、ルミアは穏おだやかに笑うだけだ。

「ははっ、ねーよ」

　それきり、特に会話はなかった。

　相も変わらず自分のペースでずかずかと歩くグレンに、なぜか機き嫌げんの良いルミアがちょこちょこと子犬のようについていく。そんな構図を保ちながら、二人は二人が初めて顔を合わせた例の十字路まで辿たどり着いた。

「あ、先生。私、こっちです。システィのお屋や敷しきに下宿しているので」

「そうかい。じゃあな、気をつけて帰りな」

「大だい丈じよう夫ぶですよ？　もう近いですから」

「そうか。だが、万が一ってこともある。一応、気をつけな」

「ふふ、先生って意外と心配性なんですね？」

「馬ば鹿か。それだけお前が危なっかしいっつーコトだ」

「あはは、気をつけます。それじゃ先生、また、明日あした！」

「……ん」

　グレンは次第に小さくなっていくルミアの背中を、なんとなく眺ながめていた。

　ルミアは途と中ちゆう何度も振り返って、グレンの姿を見つけては嬉うれしそうに手を振っていた。

「……犬か、あいつは」

　何気なくこぼれた言葉だが、それはなんとなく的を射ている気がした。

　ルミアが犬なら、システィーナとかいう少女は猫ねこかね、あぁ、なるほど、つんとお高くすましている様などぴったりだ……などと益やく体たいもないことをつい考えてしまう。

「しかしまぁ……ぼ～っとしているようで色々考えてるんだな、あいつ……」

　グレンは先ほど、ルミアが言っていたことを胸中で反はん芻すうした。

「……『考えないといけない』……か……」

　そして、グレンは懐ふところから辞表を取り出し、それを空に掲かかげ、中身を透かすように眺めた。

「さぁて……どうしたものかね？」







　第三章　ほんの少しのやる気







　次の日、授業の予よ鈴れい前。

　隣となりで熱心に授業の予習を行うルミアを尻しり目めに、システィーナは窓の外、フェジテの空に浮うかぶ『メルガリウスの天空城』を頰ほお杖づえつきながら、ぼんやりと眺めていた。

　フェジテを象しよう徴ちようする空の城。どうしてそこにあるのか。いつからそこにあったのか。誰も知り得ない謎なぞと不思議に満ちた幻まぼろしの城。授業開始前に余よ裕ゆうがあれば、それを遠望し、その神秘に思いを馳はせるのがシスティーナの密ひそかな日課だった。

　……。

　…………。

『ごらん、わしの可愛かわいいシスティ─ナ。あれが『メルガリウスの天空城』だよ』

　昨日、無神経な講師に偉い大だいなる祖父を間接的に侮ぶ辱じよくされたからだろうか。

　ふと、システィーナの脳裏に懐かしい祖父の言葉が思い浮かんだ。

『どうじゃ？　綺き麗れいじゃろう？　あの城は気が遠くなるほど昔から、フェジテの空にあのように浮かんでいたのだよ。そう、何百年も……何千年も……ずっと、ずっと長い間……』

　天空の城を語る祖父の目はいつだって、きらきらと輝かがやいていたのを覚えている。

『ははは、皆みながわしのことを、偉大な功績を残した魔術師だのなんだのと煽おだてるが……実はなんてことはない。わしが魔術を究きわめんとした理由はな……そう、たった一歩だけ、あの城に足を踏み入れたかった。あの荘そう厳ごんなる全容を間近で一目だけ見てみたかった。何千年もの間、誰にも解けなかった空の城の謎を解き明かしたかった。それだけなのだよ』

　その顔は幾いくら歳としを経て貫かん禄ろくを得ても、まるで夢見る少年のようで──

『なにしろ、あの城は遥はるか太古に滅ほろんでしまった超魔法文明の残ざん滓しとも、母なる神がお創りたもうた神の御ぎよ座ざとも、言われておる。伝説によれば、この世界の全ての叡えい智ちが眠ねむっているとも。もし、それが真実ならば、一体誰が作ったのか、なぜあそこに存在しているのか……わしの頭上にはいつだってこの世で極上の不思議があったのだよ。思うだけで胸躍おどるこの浪漫ロマン……一魔術師として、この謎、挑いどんでみたくないわけなかろうて』

　システィーナは天空城に関する祖父の考察や仮説、研究成果を聞くのが大好きだった。

　だが……晩年、足あし腰こしが弱り、身体からだの調子の良くなかった祖父は、この話をする時、少しだけ寂さびしそうだった。

　足を踏み入れたかった、一目だけ見てみたかった。語られる夢はみんな過去形で。

　実体の無い、ただそこに見えるだけのまやかしの城。

　魔術で空を飛んでそこへ至ろうにも、寄れば夢ゆめ幻まぼろしと消えてしまう蜃しん気き楼ろうの城。

　それは、なまじ目の前にある分だけ、とても残ざん酷こくな夢だ。

　恐らく、晩年の祖父は悟さとっていたのだろう──もう、自分があの城に至ることはないのだ──と。

　──お爺じい様は夢を諦めてしまったの？

　いつだったか、システィーナはたまらなくなって、祖父にそう聞いたことがある。今思えばそれはとても残酷な質問だったかもしれない。

『……残念ながら、この世にはままならんことが多々あるものなのだよ……わしの父も、祖父も、曾そう祖そ父ふもな、皆、そうだった……あの城に至る糸口すらつかめずに……な』

　だが、祖父はただ、優しくシスティーナの頭をなでた。

『本当に……残念なことじゃ……』

　そう言って。

　遠く懐かしく、眩まばゆい物を見るかのように、祖父は再び空の城に目を向ける。

　天気は明朗、抜ぬけるような青空に燦さん々さんと降り注ぐ陽光、半はん透とう明めいの城はとてもよく映はえた。

　その時。その燦さん爛らんたる城と、それを望む祖父の姿が、システィーナの魂たましいを捕とらえた。

　その祖父の背中が、眼まな差ざしが、あまりにも切なかったから──その空に浮かぶ幻げん影えいの城の姿があまりにも眩く、綺麗だったから──だから、その日、その時から、祖父の夢はシスティーナの夢になったのだ。

　──だったら、私がやる──

　──私が、お爺様以上に立派な魔術師になって──

　──私が、お爺様の代わりに『メルガリウスの天空城』の謎を解いてみせるわ──

　…………。

　……。

「おい、白しろ猫ねこ」

　頭上から突とつ然ぜん、ぶっきらぼうな言葉が降って来る。

　システィーナの背中がびくりと震え、その意識が現実に立ち返る。目を向けずともわかる。いつのまにか自分のかたわらに立っているその男は、あの憎にくき非常勤講師だ。

「おい、聞いてんのか、白猫。返事しろ」

「し、白猫？　白猫って私のこと……？　な、何よ、それ!?」

　がたん、とシスティーナは肩を怒いからせて席を立ち、グレンをにらみつけた。

「人を動物扱あつかいしないで下さい!?　私にはシスティーナっていう名前が──」

「うるさい、話を聞け。昨日のことでお前に一言、言いたいことがある」

「な、何よ!?　昨日の続き!?」

　システィーナは身構え、敵意に満ちた視線をグレンに送った。

「そこまでして私を論破したいの!?　魔ま術じゆつが下らないものだって決めつけたいの!?　だったら私は──」

　弁べん舌ぜつはグレンの方が上うわ手てだ。口論になれば勝てないだろう。だが、それでも、退ひくわけにはいかない。自分は祖父の夢を背負っているのだ。システィーナは無様をさらすことになろうとも徹てつ底てい抗こう戦せんの決意を固めて──

「……昨日は、すまんかった」

「え？」

　そして、最も予想だにしてなかった言葉に、システィーナは硬こう直ちよくした。

「まぁ、その、なんだ……大事な物は人それぞれ……だよな？　俺は魔術が大だい嫌きらいだが……その、お前のことをどうこう言うのは、筋が違ちがうっつーか、やり過ぎっつーか、大人げねえっつーか、その……まぁ、ええと、結局、なんだ、あれだ、……悪かった」

　グレンは気まずそうなしかめっ面つらで、目をそらしながら、しどろもどろと謝罪のような言葉をつぶやき、ほんのわずかな角度だけ頭を下げた。

　ひょっとして、それは謝っているつもりなのだろうか？

「…………はぁ？」

　その真意を測りかねて戸と惑まどうシスティーナの前で、話はこれで終わりだと言わんばかりにグレンは踵きびすを返し、教きよう壇だんの方へと向かっていく。

　そもそも、グレンは何しにここにやってきたのだろうか。まだ授業開始時間前だ。グレンが遅ち刻こくせずに教室にやってくるなんて……何かおかしい。

「なんだよ……？　何が起きてるんだよ……？」

「なぁ、カイ？　ありゃ一体、どういう風の吹ふき回しなんだ？」

「お、俺が知るかよ……」

　それはクラスの生徒達も同様で、あのグレンが授業開始前に教室に姿を現したことに困こん惑わくを隠かくせないようだった。

　システィーナはどういうつもり？　と言わんばかりの露ろ骨こつな敵意に満ちた視線をグレンに送った。だが、当のグレンは腕うで組みをして黒板に背を預けて目を閉じ、自身に集まるクラス中の猜さい疑ぎの視線に完全無視を決め込んでいた。

　やがて予鈴が鳴る。どうせ遅刻せずには来たけど立ったまま寝ねているんだろ、との大方の予想を見事に裏切ってグレンは目を開き、教壇に立った。

　そして信じられないことを言った。

「じゃ、授業を始める」

　どよめきがうねりとなって教室中を支配した。誰だれもが顔を見合わせる。

「さて……と。これが呪じゆ文もん学の教科書……だったっけ？」

　グレンが教科書を開いてぱらぱらとページをめくっていく。めくるごとにその顔が苦い物になっていく。やがて、グレンは露骨にため息をついて教科書を閉じた。

　何事かと構える生徒達の前で、グレンは窓まど際ぎわへとずかずか歩み寄り、窓を開き……

「そぉい！」

　窓の外へとその教科書を投げ捨てていた。

　ああ、やっぱりいつものグレンだ。もうすっかり見慣れたグレンの奇き行こうに、生徒達は失望のため息と共に各おの々おの自分の好きな教科書を開いた。今日も自習の時間が始まるのだ。

　だが。

「さて、授業を始める前にお前らに一言言っておくことがある」

　再び教壇に立ったグレンは一呼吸置いて──

「お前らって本当に馬ば鹿かだよな」

　なんかとんでもない暴言を吐はいた。

「昨日までの十一日間、お前らの授業態度見ててわかったよ。お前らって魔術のこと、なぁ～んにもわかっちゃねーんだな。わかってたら呪文の共通語訳を教えろなんて間抜けな質問出てくるわけないし、魔術の勉強と称しようして魔術式の書き取りやるなんていうアホな真似まねするわけないもんな」

　今、まさに羽ペンを手に教科書を開き、魔術式の書き取りを行おうとしていた生徒達が硬直する。

「【ショック・ボルト】程度の一節詠えい唱しようもできない三流魔術師に言われたくないね」

　誰が言ったか。しん、と教室が静まり返る。

　そして、あちらこちらからクスクスと押おし殺すような侮ぶ蔑べつの笑いが上がった。

「ま、正直、それを言われると耳が痛い」

　ふて腐くされたようにグレンはそっぽを向きながら小指で耳をほじる。

「残念ながら、俺は男に生まれたわりには魔力操作の感覚と、あと、略式詠唱のセンスが致ち命めい的てきなまでになくてね。学生時代は大分苦労したぜ。だがな……誰か知らんが今、【ショック・ボルト】『程度』とか言った奴やつ。残念ながらお前やっぱ馬鹿だわ。ははっ、自分で証明してやんの」

　教室中に、あっと言う間に苛いら立だちが蔓まん延えんしていく。

「まぁ、いい。じゃ、今日はその件くだんの【ショック・ボルト】の呪文について話そうか。お前らのレベルならこれでちょうど良いいだろ」

　あまりにもひどい侮辱にクラスが騒そう然ぜんとなった。

「今さら、【ショック・ボルト】なんて初等呪文を説明されても……」

「やれやれ、僕達は【ショック・ボルト】なんてとっくの昔に究めているんですが？」

「はいはーい、これが、黒魔【ショック・ボルト】の呪文書でーす。ご覧下さい、なんか思春期の恥はずかしい詩みたいな文章や、数式や幾き何か学がく図形がルーン語でみっしり書いてありますねー、これ魔術式って言います」

　生徒達の不平不満を完全無視してグレンは本を掲かかげて話し始めた。

「お前ら、コイツの一節詠唱ができるくらいだから、基き礎そ的な魔力操作や発声術、呼吸法、マナ・バイオリズム調節に精神制せい御ぎよ、記き憶おく術……魔術の基本技能は一通りできると前提するぞ？　魔力容量キヤパシテイも意識容量メモリも魔術師として問題ない水準にあると仮定する。てなわけで、この術式を完かん璧ぺきに暗記して、そして設定された呪文を唱えれば、あら不思議。魔術が発動しちゃいまーす。これが、あれです。俗ぞくに言う『呪文を覚えた』っていう奴でーす」

　そして、グレンは壁かべを向いて左指を指し、呪文を唱えた。

「《雷らい精せいよ・紫し電でんの衝しよう撃げき以もつて・撃うち倒たおせ》」

　グレンの指先から紫電が[image: 迸]ほとばしり、壁を叩たたいた。

　相変わらずの三節詠唱に軽蔑の視線が集まるが、グレンは気にする素そ振ぶりを見せない。たった今、自分が唱えた呪文をルーン語で黒板に書き表していく。

「さて、これが【ショック・ボルト】の基本的な詠唱呪文だ。魔力を操あやつるセンスに長たけた奴なら《雷精の紫電よ》の一節でも詠唱可能なのは……まぁ、ご存知の通り。じゃ、問題な」

　グレンはチョークで黒板に書いた呪文の節を切った。

《雷精よ・紫電の・衝撃以て・撃ち倒せ》

　すると三節の呪文が四節になった。

「さて、これを唱えると何が起こる？　当ててみな」

　クラス中が沈ちん黙もくする。

　何が起こるかわからないというより、なぜそんなことを聞くのかという困惑の沈黙だ。

「詠唱条件は……そうだな。速度二十四、音程三階半、テンション五十、初期マナ・バイオリズムはニュートラル状態……まぁ、最も基本的な唱え方で勘かん弁べんしてやるか。さ、誰かわかる奴は？」

　沈黙が教室を続いて支配していた。答えられる者は誰一人いなかった。

　優等生で知られるシスティーナすら、額に脂あぶら汗あせを浮うかべて悔くやしそうに押し黙だまっている。

「これはひどい。まさか全ぜん滅めつか？」

「そんなこと言ったって、そんな所で節を区切った呪文なんてあるはずありませんわ！」

　クラスの生徒の一人、ツインテールの少女──ウェンディがたまらず声を張り上げ、机を叩いて立ち上がる。

「ぎゃ──はははははッ!?　ちょ、お前、マジで言ってんのかははははははっ！」

　返ってきたのは下品極まりない嘲ちよう笑しようだった。

「その呪文はマトモに起動しませんよ。必ずなんらかの形で失敗しますね」

　クラスではシスティーナに次ぐ成績を持つ男子生徒──ギイブルが立ち上がり、眼鏡を押し上げながら負けじと応戦する。

「必ずなんらかの形で失敗します、だってよ!?　ぷぎゃ──ははははははははっ！」

「な──」

「あのなぁ、あえて完成された呪文を違えてんだから失敗するのは当たり前だろ!?　俺が聞いてんのは、その失敗がどういう形で現れるのかって話だよ？」

　打ちひしがれたようにうつむくギイブルを尻しり目めに、

「何が起きるかなんてわかるわけありませんわ！　結果はランダムです！」

　ウェンディはさらに負けじと吠ほえ立てるが──

「ラ　ン　ダ　ム!?　お、お前、このクソ簡単な術式捕つかまえて、ここまで詳しよう細さいな条件を与あたえられておいて、ランダム!?　お前らこの術、究きわめたんじゃないの!?　俺の腹の皮をよじり殺す気かぎゃははははははははははっ！　やめて苦しい助けてママ！」

　ひたすらグレンは人を小馬鹿にするように大笑いし続ける。

　この時点でクラスの苛立ちは最高潮に達していた。

「もういい。答えは右に曲がる、だ」

　ひとしきり笑い倒したグレンは四節になった呪文を唱えた。グレンの宣言通り、狙ねらった場所へ直進するはずの力線は大きく弧こを描えがくように右に曲がって壁へと着ちやく弾だんした。

「さらにだな……」

《雷・精よ・紫電の・衝撃以て・撃ち倒せ》

　さらにチョークで節を切る。

「加えて射程が三分の一くらいになるかな」

　これも宣言通りになった。

「で、こんなことをすると……」

《雷精よ・紫電　　以て・撃ち倒せ》

　今度は節を元に戻もどし、呪文の一部を消す。

「出力が物もの凄すごく落ちる」

　グレンはいきなり生徒の一人に向けて呪文を撃った。

　だが、撃たれた生徒は何も感じなかったようで目を白黒させる。

「ま、究めたっつーなら、これくらいはできねーとな？」

　指先でチョークをくるくる回転させ、見事なまでのどや顔のグレン。

　腹立たしいことこの上ないが、誰も何も言い返せない。このグレンという三流魔ま術じゆつ師しには術式や呪文について、自分達には見えていない何かが確かに見えているからだ。

「そもそもさ。お前ら、なんでこんな意味不明な本を覚えて、変な言葉を口にしただけで不思議現象が起こるかわかってんの？　だって常識で考えておかしいだろ？」

「そ、それは術式が世界の法則に干かん渉しようをして──」

　とっさにこぼれたギイブルのそんな発言を、グレンは即そく座ざに拾う。

「とか言うんだろ？　わかってる。じゃ、魔術式ってなんだ？　式ってのは人が理解できる、人が作った言葉や数式や記号の羅ら列れつなんだぜ？　魔術式が仮に世界の法則に干渉するとして、なんでそんなものが世界の法則に干渉できるんだ？　おまけになんでそれを覚えないといけないんだ？　で、魔術式とは一見なんの関係もない呪文を唱えただけで魔術が起動するのはなんでだ？　おかしいと思ったことはねーのか？　ま、ねーんだろうな。それがこの世界の当たり前だからな」

　これはまさにグレンの指し摘てきどおりで、生徒達の誰もが──システィーナすらも、そういうものだと勝手に流してしまっていたことだった。なにしろ、そんなことを考えなくても術式と呪文を一生懸けん命めい覚えれば使える魔術はどんどん増えていく。魔術の勉強で浮かぶ疑問と言えば習得や実じつ践せん法に関することばかりで、根本的な理り屈くつに関しては二の次だった。

　そして、習得することそれ自体が楽しくて誇ほこらしくて、皆みな、覚えた呪文の数ばかりを競ってきた。習得した呪文の数が優ゆう秀しゆうさの証あかしだった。そういう根本的なことを突つき詰つめて考える余よ裕ゆうは生徒達にはなかったのだ。

「つーわけで、今日、俺はお前らに、【ショック・ボルト】の呪文を教材にした術式構造と呪文のド基礎を教えてやるよ。ま、興味ない奴は寝てな」

　しかし、今この教室内において欠片かけらでも眠ねむ気けを抱いだいている生徒は誰一人いなかった。




　グレンはまず魔術の二大法則の一つ『等価対応の法則』の復習から始めた。

　大宇宙すなわち世界は、小宇宙すなわち人と等価に対応しているという古典魔術理論である。世界の変化は人に、人の変化は世界に影えい響きようを与えるというものだ。

「占せん星せい術じゆつなんてまさに等価対応の賜たま物ものだよな。星の動きを観察して、人の運命を読む。つまり、世界の影響が人に及およぼす影響を計算する術だ。魔術ってのはその逆なわけだ」

　では、魔術式とは何か？

　それは世界に影響を与えるものではない。人に影響を与えるものだ。人の深層意識を変革させ、それに対応する世界法則に結果として介かい入にゆうする、それが魔術式の正体だ。

「要するに魔術式ってのは超ちよう高度な自己暗示っつーコトだ。だから、お前らが魔術は世界の真理を求めて～なんてカッコイイことよく言うけど、そりゃ間ま違ちがいだ。魔術は人の心を突き詰めるもんなんだよ」

　つまりルーン語とは最も効率良く、効果的かつ普ふ遍へん的てきに、自己暗示による深層意識変革を起こせるよう、人間が長い歴史の中で編み出した暗示特化専用言語に過ぎない。

「何？　たかが言葉ごときに人の深層意識を変えるほどの力があるのが信じられないだって？　……ったく、あー言えばこう言う奴らだな……おい、そこの白しろ猫ねこ」

「だから私は猫じゃありません！　私にはシスティーナって名前が──」

「……愛している。実は一目見た時から俺はお前に惚ほれていた」

「は？　……な、……な、なななな、貴方あなた、何を言って──ッ!?」
















「はい、注目ー。白猫の顔が真っ赤になりましたねー？　見事に言葉ごときが意識になんらかの影響を与えましたねー？　比ひ較かく的てき理性による制御のたやすい表層意識ですらこの有様なわけだから理性のきかない深層意識なんて──ぐわぁっ!?　ちょ、この馬ば鹿か！　教科書投げんなッ!?」

「馬鹿はアンタよッ！　この馬鹿馬鹿馬鹿──ッ！」

　一騒動の後、顔を真っ赤に腫はらしたグレンは術式と呪じゆ文もんの関係について話し始める。

「核かく心しんを先に言っちまえば、やっぱ文法と公式みたいなのがあるんだよ。深層意識を自分が望む形に変革させるためのな」

　そして、グレンは呪文とは深層意識に覚え込ませた術式を有効にするキーワードと説明する。このキーワードを唱えることで、術式が深層意識を変革させる。

「ま、要は連想ゲームだわな。例えば、そこの白猫娘むすめと聞けば白髪しらが、と誰だれもが連想するように呪文と術式の関係も同じだ。ルーンで呪文を括くくることで相そう互ご──痛いてぇッ!?　ちょ、頼たのむから教科書投げないでぉおぶはぁッ!?」

　グレンの顔に、さらに本の痕あとがつく。

「要するに、呪文と術式に関する魔術則……文法の理解と公式の算出方法こそが魔術師にとっては最重要なわけだ。なのにお前らと来たら、この部分を平気ですっとばして書き取りだの翻ほん訳やくだの、覚えることばっか優先しやがって。教科書も『細かいことはいいんだよ、とにかく覚えろ』と言わんばかりの論調だしな」

　生徒達も今度こそ、ぐうの音も出ない。

「要するに、だ。呪文や術式をわかりやすく翻訳して覚えやすくすること、これがお前らの受けてきた『わかりやすい授業』であり、ガリガリ書き取りして覚えること、これがお前らの『お勉強』だったんだろ？　もうね、アホかと」

　グレンは肩かたをすくめて、呆あきれ返ったように鼻を鳴らした。

「で、その問題の魔術文法と魔術公式なんだが……実は全部理解しようとしたら、寿じゆ命みようが足らん……いや、怒おこるな。こればっかりはマジだ。いや、本当に」

　ここまで持ち上げておいてなんだと、非難めいた視線がグレンに集まる。

「だーかーら、ド基き礎そを教えるっつったろ？　これを知らなきゃより上位の文法公式は理解不可能、なんていう骨子みたいなもんがやっぱあるんだよ。ま、これから俺が説明することが理解できれば……んーと」

　少しの間、グレンはこめかみを小こ突づきながら考え込んで。

「《まぁ・とにかく・痺しびれろ》」

　三節のルーンで変な呪文をゆっくり唱えた。

　すると、驚おどろくことに【ショック・ボルト】の魔術が起動した。生徒達は目を丸くした。

「あら？　威い力りよくが思ったより弱いな……まぁいい、こんな風に即そつ興きようでこの程度の呪文なら改変することくらいはできるようになるか？　大たい抵てい精度落ちるからお勧すすめしないが」

　ここに来て、ようやく生徒達のグレンを見る目が変わってくる。

「じゃ、これからいよいよ基礎的な文法と公式を解説すんぞ。ま、興味ない奴やつは寝ねてな。正直マジで退屈な話だから」

　しかし、今この教室内において欠片でも眠気を抱いている生徒はやはり、誰一人としていなかった。




　────。

　──同時刻。フェジテの某ぼう所しよにて。

『計画は順調か？』

「ええ、順調ですよ？」

　一筋の光も差さぬ真まっ暗くら闇やみの中、その男は柔にゆう和わな笑えみを浮かべながら、耳元に当てた半割りの宝石から響ひびいてきた声の質問に答えた。

『で？　その講師……ヒューイ＝ルイセンは今、どこに？』

「はは、『彼』ですか？　もちろん『消えました』」

『ふっ、はははっ、そうか『消えた』か』

「……はい。問題は『彼』の後あと釜がまに入ってきた方なのですが」

『グレン＝レーダス、か。講師の補ほ充じゆうは想定内だが、まさかここまで早いとはな。どうもあの魔女の差し金らしい』

「はは、万事が上手うまくいくというわけはありませんから」

　男は肩をすくめて、おどけてみせる。

「しかし、あのアルフォネア教授が直々に連れて来た魔術師……大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか？」

『グレンが我々の計画の障害となるか否いなかについてだが、私は問題ないと判断した』

「そうなのですか？」

『ああ。このグレンという男。あの魔女が連れて来た魔術師ということで警けい戒かいして調べてみれば……なんてことはない。第三階梯トレデ止まりの三流魔術師。我々の敵ではない』

「となるとやはり……」

『ああ、計画実行予定日はやはり、件くだんの魔術学会開かい催さいの日だ。その日、学院の主要な教授、講師格の魔術師達は全員魔術学院を出で払はらう。そして、その日は『あの』クラスの生徒達だけが、魔術学院に来ることになる。まさに絶好の日だ』

「……目標がなんらかの事情で学院の授業を欠席した場合はどうしますか？」

『計画を破は棄きすればいいだけの話。元よりあの組織にとって今回の作戦、そして我々の価値などその程度だ』

「はは、難なん儀ぎな組織に忠誠を誓ちかったものですね、我々も」

『構わん。あの組織は私に全てを与あたえてくれる』

「お互たがい様、というわけですか？」

『ああ』

「ふふ、では計画の成功を祈いのりましょう。天なる智ち慧えに栄光あれ──」




　────。

　──あっと言う間に時間が過ぎた。グレンの授業は別に、よくいる似非えせカリスマ講師の授業──奇き抜ばつなキャラクター性や巧たくみな話術で生徒達の心をつかむような物でも、やたら生徒達に迎げい合ごうし、媚こびを売るような物でもない。ただ、教授する知識を真の意味で深く理解して、それらを理路整然と解説する能力があるゆえに為なせる、本物の授業であった。

「……ま、【ショック・ボルト】の術式と呪文に関してはこんな所だ。何か質問は？」

　グレンは小こ綺ぎ麗れいな文字や記号、図形でびっしりと埋うまった黒板をチョークで突いた。

　質問者は誰だれ一人いない。グレンの存在感に圧あつ倒とうされていることもあるが、質問の余地がないというのが本音だった。

「今日、俺が話したことが少しでも理解できるなら、三節を一節に切り詰めた呪文がいかに綱つな渡わたりで危険極きわまりない物だったか多少はわかったはずだ。確かに魔ま力りよく操作のセンスさえあれば実践することは難しくない。だが、詠えい唱しよう事故による暴発の危険性は最低限理解しておけ。軽々しく簡単なんて口にすんな。舐なめてると、いつか事故って死ぬぞ」

　そして、グレンはかつてないほどの真しん剣けんな表情を生徒達に向けた。

「最後にここが一番重要なんだが……説明の通り、魔力の消費効率では一節詠唱は三節詠唱に絶対勝てん。だから無む駄だのない魔術行使という観点では三節がやはりベストだ。だから俺はお前らには三節詠唱を強く勧める。別に俺が一節詠唱できないから悔くやしくて言ってるんじゃないぞ。本当だぞ。本当だからな？」

（やっぱり、悔しいことは悔しいんだ……）

　その瞬しゆん間かん、生徒達の心中は見事に一いつ致ちした。

「とにかくだ、今のお前らは単に魔術を使うのが上手いだけの『魔術使い』に過ぎん。将来、『魔術師』を名乗りたかったら自分に足らん物はなんなのかよく考えておくことだな。まぁ、お勧めはせんよ。こんな、くっだらねー趣しゆ味みに人生費ついやすくらいなら、他によっぽど有意義な人生があるはずだしな……さて」

　グレンは懐ふところから懐かい中ちゆう時計を取り出し、針を見る。

「ぐあ、時間過ぎてたのかよ……やれやれ、超過労働分の給料は申しん請せいすればもらえるのかねぇ？　まぁ、いいや。今日は終わり。じゃーな」

　ぶつぶつ愚ぐ痴ちをこぼしながらグレンは教室から退室していく。

　生徒達はそれを放心したように見送る。ばたんと扉とびらが閉まった瞬間、それがまるで合図であったかのように、生徒達は一いつ斉せいに板書をノートに取り始めた。皆みな、何かに取り憑つかれているかのような勢いだった。

「なんてこと……やられたわ」

　システィーナが顔を手で覆おおって深くため息をついた。

「まさか、あいつにこんな授業ができるなんて……」

「そうだね……私も驚いちゃった」

　隣となりに座るルミアも目を丸くしていた。

「悔しいけど……認めたくないけど……あいつは人間としては最悪だけど、魔術講師としては本当に凄すごい奴だわ……人間としては最悪だけど」

「あ、あはは、二回も言わなくたって……」

「でも……あいつ、なんで突とつ然ぜん、真面目に授業する気になったのかしら？　昨日はあんなこと言っていたのに……あれ？」

　何気なくルミアに目を向けて、システィーナは気づいた。

「ルミア……貴女あなた、どうしてそんなに嬉うれしそうなの？　なんか笑みがこぼれてるわよ？」

「ふふ、そうかな？」

「そうよ。なんかかつてないほど、ごきげんじゃない。何かあったの？」

「えへへ、なんでもないよー？」

「噓うそよー、絶対何かあったってその顔は」

「えへへへ……」

　何度聞いても、のらりくらりとかわして嬉しそうな微笑ほほえみを崩くずさない親友にシスティーナは首をかしげるしかなかった。




　ダメ講師グレン、覚かく醒せい。

　その報しらせは学院を震しん撼かんさせた。噂うわさが噂を呼び、他所よそのクラスの生徒達も空いている時間に、グレンの授業に潜もぐり込むようになり、そして皆、その授業の質の高さに驚きよう嘆たんした。

　これまで学院に籍せきを置く講師達にとっては、魔術師としての位階の高さこそが講師の格であり、権威であり、生徒の支持を集める錦にしきの御み旗はただった。だが、学院に蔓まん延えんする権威主義に硬こう直ちよくしたそんな空気は一夜にして破は壊かいされた。まさに悪夢の日だった。

「セリカ君の連れてきた彼、凄いそうじゃないか！」

　ごきげんなリック学院長の興奮気味な声が、学院長室に響き渡った。

「最初の十一日はえらく評判が悪くて、どうなることやらと懸け念ねんしてたが杞き憂ゆうに終わったようで何より何より」

「……くっ」

　ハーレイが悔しげにうめく。グレンが真面目に授業し出した日以来、自分が行う授業の出席率が微び妙みように減少したからだ。つまり、ハーレイの授業を欠席してまでグレンの授業に参加しようとする生徒がいるのだ。

「ふふふ……何を隠かくそう、グレンはこの私が一から仕込んだ自じ慢まんの弟で子しだからな」

　ここぞとばかりにセリカは胸を張って宣言した。

「なんと！　セリカ君、君、弟子を取っていたのかね!?　弟子は取らない主義じゃなかったのかな？」

「アイツが唯ゆい一いつの例外だ。ま、デキは悪かったけどな」

「ほう、なんとなんと。でも、なぜ今までそのことを隠されていたのかな？」

「ん？　決まってるだろ？　グレンが講師としてダメダメだったら、師し匠しようの私が恥はずかしいだろ？　だから黙だまってた」

「根本的に似た者師し弟ていだな、あんたら！」

　学院長室にハーレイのツッコミが虚むなしく響く。

「よせよ、ハーレイ。そんなに褒ほめても何も出ないさ」

「やかましい！　褒めてないわッ！　この師匠バカめ！」

「いやぁ、グレンって魔術の才能は残念なやつなんだが、これがまた努力家でさー、あいつが子供の頃ころ、お前には向いてないから別のことやれって何度言っても、アイツ、私みたいな凄い魔法使いになりたいって聞かなくてさぁー、それが今では三流とは言え、一応人並みの魔術師になっただろ？　だから私は知ってたんだよなー、やればできる子だって。あ、そうそう、そう言えば、アイツに魔術を教え始めた頃、こんなことがあってな──」

　にへらにへらと。

　セリカは普ふ段だんの鉄てつ面めん皮ぴからは信じられないほど緩ゆるんだ顔で、弟子自慢を始める。

　まったくもって聞きたくも知りたくもないマル秘情報開示に、ハーレイはぶるぶると肩かたを震ふるわせながら、こめかみに青筋を浮うかべていく。

（おのれ……グレン＝レーダスめ……ッ！）

　ハーレイは苛いら立だちに打ち震えながら、ふと、つい先日の出来事を思い出す──




「おい、グレン＝レーダス。おい、聞いてるのかグレン＝レーダス！　返事をしろ！」

　その日。

　ハーレイは素行の悪さで有名なグレンを先せん輩ぱい講師として締しめ上げてくれようと、学院内廊ろう下かをのそのそ歩くグレンの背中に威い圧あつ的てきな言葉を浴びせかけた。

　するとグレンは突然、きょろきょろと周囲を見渡し、ちらりとハーレイを一いち瞥べつすると、不思議そうに首をかしげ、ハーレイを無視して再び歩き始めたのだ。

「って、おい!?　貴様、なんだその『アイツは一体、誰だれに声をかけているんだ？』的な態度は!?　グレン＝レーダスはお前だろ!?　お前しかいないだろ!?」

　ハーレイはグレンの前に回り込んで進路を塞ふさぎ、凄すさまじい形相でグレンをにらみつけた。

「違ちがいます。人違いです」

「んなわけあるか!?　この間ま抜ぬけな面つらは間違いなくグレン＝レーダスだッ！　そもそもこの間、貴様の採用面接をしてやったのはこの私だろうがッ！」

「あ、誰かと思ったら先輩講師のハーレムさんじゃないっすか！　ちぃ～っす！」

「ハーレイだッ！　ハーレイッ！　貴様、舐めてるのか!?」

「いえいえ、そんなコトはないっすよ、えーと、ハー……何とか先輩」

「貴様、そんなに覚えたくないか？　私の名前……」

　ハーレイは怒いかりと屈くつ辱じよくに身を焼き焦こがしながらも、本題に入った。

「噂は聞いているぞ、グレン＝レーダス。貴様、講師にあるまじき態度らしいな？」

「…………」

「調子に乗るなよ？　貴様が今のような破格の立場を享きよう受じゆできるのは貴様の器うつわでも実力でもなんでもない！　あの魔女……セリカ＝アルフォネアの増上慢があってこその物であると知れ！　いくらセリカ＝アルフォネアが──」

「そのいちいち姓せい名めい合わせて呼ぶの疲つかれね？」

「やかましい！　話の腰こしを折るな！　いくらセリカ＝アルフォネアが神域の第七階梯セプテンデに至った魔術師とは言え、このような横暴がいつまでも通るとは思わないことだ！」

「ですよねー？　セリカって最近、調子乗り過ぎですよねー？　ありゃいつか絶対、天てん罰ばつ下るわー」

「なんでそんなに他人ひと事ごとなのお前!?　とにかく契けい約やく期間は一ヶ月だが、貴様、一ヶ月間もこの学院にいられると思うなよ!?　あらゆる手を尽つくして貴様をこの学院からすぐに叩たたき出してやる、覚かく悟ごしろ……ん？」

　ハーレイが気付くとグレンはハーレイの前で深々とお辞じ儀ぎをしていた。

「ありがとうございます！　どうかよろしくお願いします！　俺、めっちゃ期待してますから頑がん張ばって下さい！　えーと、ハー……？　あ、ユーレイ先輩！」

「き、き、き、貴様ァアアアアアアアア──ッ!?」




　……。

　いまだかつて、あれほどこの自分をコケにした輩やからがいただろうか。

（あんなふざけた男が講師としては私より格上だとぉッ!?　認めん！　認めんぞぉ！）

「それでさー、アイツが一生懸けん命めい頑張って、初めてその魔術を成功させてさー、セリカありがとうって泣きついてきてさー、いやー、可愛かわいい時期もあったなぁー。とにかく、あの一件で私はアイツを見直したね。お前もそう思うだろ？　ん？」

　ハーレイの煮にえたぎる胸中など露つゆ知らず、セリカの誰得弟子自慢は続いている。

　本当に師弟そろって鬱うつ陶とうしい連中だった。

（ぐぬぬ……おのれ、グレン＝レーダスッ！　いつか、絶対、この学院から追い出してやるぞ……ッ！　覚悟しろ……ッ！）

　顔を真っ赤にして、ハーレイは打だ倒とうグレンを密ひそかに誓ちかうのであった……。




　専属講師としてグレンがあてがわれたシスティーナ達二年次生二組のクラスはとにかく、学院の生徒達の羨せん望ぼうを集めた。教室で空いている席は日を追うごとに他のクラスからの飛び入り参加者で埋うまっていき、さらに十日経たつ頃には立ち見で授業を受ける者も現れた。

　グレンが生徒達に一目置かれるようになるにつれ、学院の講師達の中には今まで自分達が行っていた『位階を上げるために覚えている呪じゆ文もんの数を増やすだけの授業』に疑問を持ち始める者も現れる。若く熱心な講師の中にはグレンの授業に参加して、グレンの教え方や魔ま術じゆつ理論を学ぼうとする者もいた。

　だが、自分がそんな注目を集めていることなど露知らず、相も変わらずグレンはやる気なさげな言動を繰くり返しながら、今日も面めん倒どう臭くさそうに授業を行っていた。

「……魔術には『汎はん用よう魔術』と『固有魔術オリジナル』の二つがあって、今日はお前らが誰でも扱あつかえるからと馬ば鹿かにしがちな汎用魔術の術式を詳くわしく分ぶん析せきしてみたが、固有魔術オリジナルと比ひ較かくして汎用魔術がいかに緻ち密みつに高精度に完成された術なのか理解できたかと思う」

　黒板に書かれた魔術式の一節をチョークで突つきながらグレンは言った。

「そりゃ当然だ。【ショック・ボルト】みたいな初等の汎用魔術一つをとっても、お前らの何百倍も優ゆう秀しゆうな何百人もの魔術師達が何百年もかけて、少しずつ改良・洗練させてきた代しろ物ものなんだからな。そんな偉い大だいなる術式様に向かって、やれ独創性がないだの、古臭いだの……もうね、お前らアホかと」

　授業の当初、固有魔術オリジナルこそ至高だと主張していた生徒達は肩を落とすしかない。

「お前らは個々の魔術師にオンリーワンな術である固有魔術オリジナルをとてつもなく神聖視しているが、実は固有魔術オリジナルを作るなんて全然、たいしたことじゃねーんだ。魔術師としちゃ三流の俺だって余よ裕ゆうで作れる。じゃ、固有魔術オリジナルの何が大変かと言えば、お前らの何百倍も優秀な何百人もの魔術師達が何百年もかけてやっと完成させた汎用魔術に対し、固有魔術オリジナルは自分たった一人で術式を組み上げて、かつ、それら汎用魔術の完成度をなんらかの形で超こえてなければならないという一点に尽きる。じゃねーと固有魔術オリジナルなんて使う意味がない」

　あからさまに意気消しよう沈ちんする生徒達を見て、グレンは底意地悪そうに笑った。

「ほーら、頭痛くなってきただろ？　今日見たとおり、お前らが小馬鹿にした汎用魔術はとっくに隙すきも改良の余地もない完成形だ。並なみ大たい抵ていのことじゃ、固有魔術オリジナルは汎用魔術の劣れつ化かレプリカにしかならんぜ？　俺も昔やってみたけど、ロクなものができんかったから馬鹿馬鹿しくなってやめたわ。はっはっは、時間の盛せい大だいな無む駄だ遣づかいだった」

　この物言いに、くすくすと笑う生徒が半分、眉まゆをひそめる生徒が半分。グレンの授業手しゆ腕わんは認めても、魔術に対して欠片かけらの敬意も払はらわないその態度に反感を覚える者は多い。

「この領域の話になってくると、センスとか才能とかが問われるな。だが、それでも先達が完成させた汎用魔術の式をじっくりと追っていくことには意味がある。自身の術式構築力を高める意味でも、ネタ被かぶりを避さける意味でもな。お前らが将来、自分だけの固有魔術オリジナルを作りたいなんて思っているなら、なおさらだ。ま、そんな屁への突っ張りにもならん自己満足に時間費ついやすくらいなら他に有意義な人生の過ごし方がある気がするがな……さて」

　グレンが懐ふところから取り出した懐かい中ちゆう時計を見る。

「……時間だな。じゃ、今日はこれまで。あー、疲れた……」

　授業終しゆう了りようを宣言するとクラスに弛し緩かんした空気が蔓延し始める。

　グレンは黒板消しをつかんで、黒板に書かれた術式や解説をおもむろに消し始めた。

「あ、先生待って！　まだ消さないで下さい。私、まだ板書取ってないんです！」

　システィーナが手を上げる。

　すると、グレンは露ろ骨こつにニヤリと意地悪く笑って、腕うでが分身する勢いで黒板を消し始めた。クラスのあちこちから悲鳴が上がる。

「ふはははははははは──ッ！　もう半分近く消えたぞぉ!?　ザマミロ!?」

「子供ですか!?　貴方あなたはッ！」

　システィーナは呆あきれ果てて机に突っ伏ぷした。

「あはは、板書は私が取ってあるから後で見せてあげるね？　システィ」

「ありがとう……しかしまぁ、良いい授業してくれるのはいいんだけど、ホントあのねじ曲がった性格だけはなんとかならないかしら？」

　システィーナが目を向ければ、黒板を消している最中にグレンは爪つめで黒板を引っかいてしまったらしい。耳を押さえて悶もだえていた。なんとも哀あい愁しゆう漂ただよう間抜けな姿である。

「そう？　私、先生はあれでいいって思うな」

「ルミア……それ、本気？」

「うん、なんだか子供っぽくて可愛い人だと思う」

「私、貴女あなたの感性、よくわからない……」

「……あ、先生！」

　その時、突とつ然ぜんルミアが席を立ち、子犬のようにグレンの元へと駆かけていった。

「あの、それ運ぶの手伝いましょうか？」

　見ればグレンは分厚い本を十冊ほど抱かかえて、教室から出て行こうとする所だった。

「ん？　ルミアか。手伝ってくれるなら助かるが……重いぞ？　大だい丈じよう夫ぶか？」

「はい、平気です」

「そうか……なら少しだけ頼たのむ。あんがとさん」

　グレンは本を二冊取ってルミアに手て渡わたした。普段は決して見せない穏おだやかな表情をグレンはルミアに向けている。それを受けてルミアは実に嬉うれしそうに笑っている。まるで仲睦むつまじい兄妹きようだいのような光景。その様子を見ていたシスティーナはどうにも面おも白しろくない。

「ま、待ちなさいよ！」

　渋しぶ々しぶといった表情でシスティーナもグレンに歩み寄る。

「ん？　お前は……えーと、シス……テリーナ？　だっけ？」

「システィーナよ！　システィーナ！　貴方、わざと言ってるでしょ!?」

「へーいへいへい。そのシスなんとかさんがボクになんの御ご用ようでしょうか？」

「わ、私も手伝うわよ……ルミアだけに手伝わせるわけにもいかないでしょうが……」

「……ほう？　じゃ、これ持て」

　ニヤリと口の端はしを吊つり上げて、グレンは持っていた残りの本をいきなり全部システィーナに押しつけた。

「きゃあっ!?　ちょ、重い!?」

　よろめいて倒たおれそうになるのをすんでの所で、こらえるシスティーナ。

「いやぁ、あはは、手ぶらは楽だわー」

　それを尻しり目めにグレンは意気揚よう々ようと歩き始める。

「な、何よコレ!?　アンタ、ルミアと私でどうしてこんなに扱い違うの!?」

「ルミアは可愛い。お前は生意気。以上」

「この馬鹿講師……お、覚えてなさいよ──ッ!?」

　背中に罵ば声せいを浴びながらも、グレンの口元は笑えみを形作っていた。




　生徒達がすっかりと帰宅した放課後。

　グレンは一人学院の屋上の鉄てつ柵さくに寄りかかり、閑かん散さんとした風景を遠目に眺ながめていた。夕日に燃え上がるフェジテの町並みは、紅くれないに染め上げられた幻まぼろしの城は、やはりあの頃ころと変わらない。変わったのは自分だけだ。

　ふと、グレンはこの学院に非常勤講師としてやって来てからの日々を思い出す。なんと言っても強く思い出されるのは、自分によく絡からんできた二人の少女の姿だ。

　なぜか妙みように懐なついてくる、可愛い子犬みたいな少女、ルミア。

　なぜか妙に突っかかってくる、生意気な子こ猫ねこみたいな少女、システィーナ。

　彼女達が何を思って自分のような人間に積極的に接してくるのかはわからない。だが、なんだかんだで彼女達との交流を心地ここち好よいと感じる自分がいなかったか？

　それに見てみたいとも思ったのだ。彼女達がこれからどう成長するのか。どんな道を歩むことになるのか。

　魔術というロクでもない物に新しい可能性を切り開いてくれるかもしれないルミア。

　かつて自分が見失った魔術への情熱を胸に抱いだき、なんの迷いもなく突き進むシスティーナ。

　いまだ若く、そして幼い彼女達は何をやってくれるのか、どう成長していくのか。その手助けをしてやりたくないと言えば……噓うそになる。

「まぁ、なんつーか……」

　相変わらず魔術は嫌きらいだ。反吐へどが出る。こんなもの早くこの世からなくなるべきだ。この考えはきっとこれからも変わらないだろう。だが、こんな穏やかな日々は──

「悪くない……か」

　自分でも気づかずグレンは笑みを浮うかべていた。

「おー、おー、夕日に向かって黄昏たそがれちゃってまぁ、青春しているね」

　突然、背中に冷やかすような声を浴びせられ、グレンは首だけ回して振ふり返る。

「いつからいたんだよ？　セリカ」

　そこには淑しゆく女じよ然とすました顔のセリカが静かにたたずんでいた。燃える紅に染まる美女。夕日に輝かがやく麦畑を思わせる美しい髪かみが優しい風に揺ゆれていた。

「さ、いつからだろうな？　先生からデキの悪～い生徒に問題だ。当ててみな」

「アホか。魔力の波動もなければ、世界法則の変動もなかった。だったら、たった今、忍しのび足で来たに決まってる」

「おお、正解。あはは、こんな馬鹿馬鹿しいオチが皆みんな、意外とわかんないんだよな。特に世の中の神秘は全部魔術で説明できると信じきっちゃってる奴やつに限ってね」

　グレンの即そく答とうに、セリカは満足そうに微笑ほほえんだ。

「何しに来たんだよ？　お前、明日あしたからの学会の準備で忙いそがしいんだろ？」

「おいおい、母親が息子むすこに会いにきちゃ悪いのか？」

「なにが息子だ。俺とお前は元々赤の他人だっつーの」

「だが、私はお前がまだこんな、ちっちゃな頃からお前の面倒見ているんだ。母親を名乗る権利は充じゆう分ぶんにあるんじゃないか？」

「年ねん齢れい差を考えろ魔女め。母親と息子っつーより婆ばあさんと孫だろ」

　セリカの外見はどこをどう見ても二十歳はたち前後の妙齢の女だ。

　だが、グレンはセリカが外見通りの年齢でないことを知っている。なにしろグレンとセリカは、グレンの幼少の頃からのつき合いだと言うのに、セリカの外見は出会った当初からまったく変化していないのだ。
















　セリカがなぜ歳としを取らないのか。本当は一体何歳なのか。セリカは自身について頑かたくなに語ろうとしないが……とある史実により、三桁けたは確実である。

「あーあ、子供の頃はあんなに素す直なおで可愛かわいい男の子だったのに、今じゃこんなスレた男になっちゃって……時の流れは残ざん酷こくだな」

「……放っとけ」

　ふて腐くされたようにグレンはセリカから視線を外した。

「元気が出たようで……よかった」

「はぁ？」

　意図のわからないセリカのつぶやきに、グレンは間ま抜ぬけな声を上げた。

「お前、気づいてないのか？　最近のお前、結構生き生きしてるぞ？　まるで死んで一日経たった魚のような目をしている」

「……おい」

「前は死んで一ヶ月経った魚のような目だった」

　それを聞いたグレンはため息をついて頭をかいた。

「……心配かけたな。悪かったよ」

「いや、いい。私のせいなんだからな」

　セリカは目を伏ふせ、いつもの自信に満ちた声とはかけ離はなれた、か細い声で言った。

「きっと、親馬ば鹿かだったんだろうな。私はお前のことが誇ほこらしかったんだ。だから──」

「よせよ。何度も言ったがお前は関係ない。浮かれてのぼせて現実を見てなかった俺が馬鹿だっただけだ」

「でも、お前はまだ魔ま術じゆつを嫌けん悪おしてる」

　その一言でグレンはようやくセリカの真意を悟さとった。

「……なるほどな。で、少しでも魔術の楽しさを思い出して欲しくて、魔術の講師か？」

　グレンは思い出した。そう言えば、子供の頃の楽しかった記き憶おくは、いつだってセリカと一いつ緒しよに行った魔術の勉強や実験の中にあった気がする。

「ったく、お前、何年生きてんだよ？　意外とガキだよな。俺とお前を結びつけているのは魔術だけじゃねーだろ。確かに俺は魔術が嫌いになったが、だからと言ってお前まで嫌いになることはありえねーよ」

「そうか。うん、そうだよな……よかった」

　グレンの言葉を聞いてセリカは穏やかに笑った。どこか晴れやかな笑みだった。

「あー、くそ、そういうことかよ。じゃあなんだ？　最初にそう言ってやれば、俺は非常勤講師なんぞにねじ込まれずに済んだのか？」

「馬鹿、それとこれとは別だ。いい加減、自分の食い扶ぶ持ちくらい自分で稼かせげ」

「あー、あー、聞こえなーい」

「このダメ男が……」

　セリカは呆れたように肩かたをすくめて、言葉を続ける。

「まぁ、いい。何はともあれ、社会復帰が順調そうでなによりだ。その調子で例の病気も治しておけよ？」

「病気？　何、言ってんだ。俺は健康──」

「自分には他人と深く関わる資格がないと思ってる、なるべく他人を自分に近づけたくないと思ってる──それゆえにあえて他人の神経を逆なでするような態度を取ったり、好意を向けてくれる人を素っ気なくあしらう──そんな病気」

「…………う」

　セリカの指し摘てきに、グレンは脂あぶら汗あせを額に浮かべて頰ほおを引きつらせた。

　そして、セリカは底意地悪くにやにやしながら、肩をすくめてみせる。

「なぁ、グレン。お前の場合は過去が過去だが、それ、普ふ通つう、子供の病気なんだぞ？　その歳にもなってこんなに拗こじらせちゃって、まぁ。社会復帰ついでに、いい加減治し──」

「う、うっさいわい！　放っとけ!?」

　羞しゆう恥ちで真っ赤になりながら、グレンは叫わめいた。

「大体、好意を向けてくれる人うんぬんってのは俺のせいじゃねーぞ!?　ガキの頃からお前みたいなスタイル群バツの女に見慣れちまってたら、そんじょそこらの女に興味なんか持てるかっつーの!?」

「おや？　ということは、つまり、お前は母親に欲情してたのか？　このド変態」

　嗜し虐ぎやく的てきで妖あやしげな笑みを浮かべながら、セリカが背後からグレンへと歩み寄って身を寄せ、両りよう腕うでをグレンの首に絡めた。

「んなワケあるか！　そして、いちいち母親面づらすんな！　ええい、寄るな！　胸を押しつけんな！　耳に息を吹ふきかけんな！　気色悪い！」

「ふふ、つれない男だな。何、たかだか親子のスキンシップじゃないか」

　そんなグレンの反応に、満足そうに口の端を吊り上げながらグレンから離れ、セリカはグレンに背を向けた。

「じゃ、私は明日からの魔術学会の準備があるからそろそろ行くぞ？」

「……ああ。帝てい国こく北部地方にある帝都オルランドまで行くんだろ？」

　ぶすっとした態度でグレンが応じる。セリカのこの手の悪ふざけは今に始まったことではないので流して忘れるのが一番だ。

「そうだ。私を含ふくめた学院の学会出席者は今夜、学院にある転送法ほう陣じんを使って帝都まで転移する予定だ」

「早馬で三、四日かかる距きよ離りを一いつ瞬しゆんで移動できるなんてな……やれやれ、魔術は偉い大だいだ」

「まぁ、お前も明日からの授業、頑がん張ばれよ？」

「……は？　明日から学院は五日間休みだろ？」

　想定してないことを言われ、グレンは焦あせった。

「俺は非常勤だから参加しないが、明日からお前達教授陣や講師達は揃そろって件くだんの魔術学会だろ？　それに合わせて学院は休校になるんじゃなかったか？」

「ああ、それ、お前の担当クラスだけ例外だぞ。なんだ？　聞いてなかったのか？」

「はぁ!?」

「お前の前任講師だったヒューイがある日、なんの前まえ触ぶれもなく突とつ然ぜん、失しつ踪そうしてな。お前のクラスだけ授業の進行が遅おくれてんだ。だからお前のクラスだけその穴を埋うめる形で休み中に授業が入っているんだ」

「なっ……聞いてねーぞ!?」

「守衛が学院の門番している以外には、学院の関係者は明日からいないからな？　お前、学院で変なイタズラすんなよ？」

「するかっ!?　……いや、ちょっと待て」

　グレンはセリカの話の違い和わ感かんに気づいた。

「前任の講師が……失踪？　ちょっと待て。そりゃどういう意味だ？」

「どういう意味も何も……そのままの意味だよ。お前の前任だった講師、ヒューイ＝ルイセンはある日、突然、失踪した。足取りはいまだにつかめない。行方ゆくえ不明だ」

「おい、話が違ちがうぞ。ヒューイとかいう奴は一身上の都合で退職したって……」

「そりゃ、一いつ般ぱん生徒向けの話だ。そもそも、正式な手続きで退職するなら、代わりの講師が一ヶ月も用意できないなんて事態は起こらんよ」

　グレンはなんとも言えないしかめ面で頭をかいた。

「どーにも、きな臭くさい話になってきたな……」

「ま、近ちか頃ごろはこの近辺も何かと物ぶつ騒そうだ。お前に心配はいらんと思うが、まぁ、私の留守中気をつけてくれ」

「……ああ」

　失踪という言葉には確かに事件性が感じられる。だが、それが何か自分に影えい響きようするかと言えば間違いなくそんなことはない。だが、グレンはなんとなく心に棘とげのような不安が刺ささった感覚が抜けなかった。

　と、その時だ。

「あ、やっぱりここにいた！　先生！」

　屋上への出入り口の扉とびらが開かれ、もうすっかり見慣れてしまった、いつもの二人組が姿を見せた。片や笑顔で、片や仏頂面で。

「あれ？　アルフォネア教授。ひょっとして、私達お邪じや魔までしたか？」

「いいや。私はもう上がるところだ。どうした？　グレンに用か？」

「はい」

　花のように笑ってルミアはグレンの前に歩み寄る。

　不ふ機き嫌げんそうなシスティーナがそれに渋しぶ々しぶ続く。

「お前ら、帰ったんじゃないのか？」

「あ、私達、学院の図書館で板書の写し合いと今日の授業の復習をしていたんですけど、どうしても先生に聞きたいことがあるって……システィが」

「ちょ、ちょっと!?　それは言わないって約束でしょ!?　裏切り者ッ！」

　真っ赤になってシスティーナが怒ど鳴なり立てるが、すでに後の祭りだった。

「ほーう？　つまりなんだ？　システィーチェ君。まさかまさか、君はこの稀き代たいの名講師、グレン＝レーダス大先生様に何か質問があるとでも言うのかね？　んー？」

　グレンは清すが々すがしいほど、なんの迷いもなく図に乗った。上から目線で、思わず拳こぶしを顔面のど真ん中にめり込ませたくなるような、実に腹立たしい笑いを浮うかべている。

「だからアンタにだけは聞きたくなかったのよ！　あと、私はシスティーナよ！　いい加減覚えてよ!?」

「なーんか覚えにくいから、やっぱ、お前は白しろ猫ねこでいいや」

「ああ、もう──っ！」

　とうとうシスティーナは涙なみだ目めになってしまう。

「先生、今からお時間少しよろしいですか？　私もその部分、後で考えてみたら実はよくわかってなくて……」

「ああ、悪かったな、ルミア。俺も今日の授業に関しちゃ少し言葉足らずな所があった気もしたんだ。多分、そこだろ。見せてみな」

「だ、だから、私とルミアのこの扱あつかいの差はなんなの……ッ!?」

「ルミアは可愛い。お前は生意気。以上」

「む、ムキィイイイイイ──ッ！」

　やんややんやと騒さわぎ立てる三人をしばらくの間、セリカは微笑ほほえましく見守って。何かに安あん堵どしたようにそっと屋上を後にした。




　グレンに頭を下げて教えを請こうという屈くつ辱じよくの一時をなんとか耐たえきったシスティーナは、その苛いら立だちと不機嫌さを隠かくそうともせず、ルミアを伴ともなって帰路についた。

「……まったく、なんなのよ、あいつ！」

　そんなシスティーナの心境とは裏腹に、フェジテの町はいつも通り平和そのものだ。夕方ゆえに閑かん散さんとした中央表通りに、システィーナの荒あらげた声は虚むなしく霧む散さんしていく。夕焼けの緋ひ色いろが目に優やさしい、落ち着いた顔色の町並み。自分一人こうしてカリカリしているのが馬鹿みたいである。

「ルミアもホント、あいつのどこが良いいわけ？　妙みように気に入ってるみたいだけど！」

「え？　だって、先生、優しいよ？」

「ええ、そうね！　貴女あなただけには、妙に優しいわね！　貴　女　だ　け　に　は！」

　腹立たしさのあまり、システィーナはぷるぷると拳を震ふるわせていた。

「普通、あそこまであからさまに、露ろ骨こつに贔屓ひいきする!?　いくらなんでも、もうちょっと人の目とか、世せ間けん体ていとか気にするものじゃない!?　それなのにあいつったら……ッ！」

　ルミアが、まぁまぁ、と苦笑いする。

「これは絶対、何かあるわ！　そうだ！　きっと、あいつ、ルミアの優しさに勘かん違ちがいして、ルミアに邪よこしまな下心でも持っているに違いないわ！　ええ、そうよ！　きっとそう！　いい？　ルミア、あいつがいる時は私から離はなれちゃだめだからね!?　あいつめ……ルミアに手を出したら、今度こそ、本当に容よう赦しやしないんだから……ッ！」

　と、その時である。

「ふふっ」

　ルミアが含むように笑い始めた。

「……どうしたの？　ルミア」

「うん、その、システィがそこまで私の心配してくれているのが、おかしくて」

「心配するに決まってるじゃない、私達は家族なんだから！」

　怒おこったような素そ振ぶりのシスティーナに、ルミアがぽつりとつぶやいた。

「三年前のこと、覚えてる？」

「三年前……貴女が私の家にやって来た頃ころよね？　それがどうかしたの？」

　なぜ突然、そんな話が出てくるのか。システィーナにはルミアの意図が読めない。

　だが、ルミアは懐なつかしむような笑えみを絶やさず、言葉を続けていく。

「あの頃の私達って、いつも喧けん嘩かばっかりだった」

「そ、それは……だってほら、あの頃のルミアって卑ひ屈くつで、わがままで、泣き虫でさ……その、実の両親から捨てられた当時の貴女の心情を汲くめなかった私も私だけど……」

　気まずそうにシスティーナが頰をかく。

「そんなある日、私がシスティと間違えられて、悪い人に誘ゆう拐かいされちゃって」

「……そんな事件、そう言えばあったわね」

「私、なんとか無事に帰って来て、そうしたら、システィがいきなり抱だきついてきて」

「……う」

「あの時は一晩中、一いつ緒しよに抱き合って泣いたね。ごめんね、無事でよかった、って」

「…………ぅ、そ、それは……その……」

　気き恥はずかしさにシスティーナの顔が、夕日もかくやと言わんばかりに染まっていく。

「思えば、あの時からかな。私とシスティがこうして仲良くなったの」

　そんなシスティーナに、ルミアは温かな笑みを向けていた。

　だが、ここまで聞いても、ルミアがどうして突然そんなことを蒸むし返したのか、システィーナには見当もつかなかった。

「……どうしたの？　急に」

「なんかね、最近、よく昔のことを思い出すの」

　そして、ルミアはシスティーナに少し切なげな笑みを向けた。

「……なんでだろうね？」

　問われてもシスティーナにわかるわけがない。何が切きつ欠かけで、ルミアが三年前のことを物思うようになったかなど、ルミアのその真意は知る由よしもない。ただ、ルミアにとって三年前の記き憶おくは、色々な不幸が重なった辛つらい思い出であろうことはわかる。

　だから──

「私達は家族よ」

　ぽつり、と。システィーナは素す直なおな思いを口にする。

「なんで貴女が突然、三年前のことを思い悩なやむようになったかはわからないけど、いつだって私はルミアの隣となりにいるわ。だからさ、その……」

　照れたようにしどろもどろ言葉を紡つむぐシスティーナに。

「……ありがとう、システィ」

　ルミアは春風のように微笑みかけるのであった。

　黄昏たそがれの夕日に燃える、フェジテの町並み。

　二つの影かげが寄り添そうように、どこまでも伸のびていた──







　第四章　日常の崩ほう落らく、過去の残ざん滓し







　次の日。

「うぉおおおおおおお!?　遅ち刻こく、遅刻ぅうううううううううううッ!?」

　どこかで見たような光景が、学院へと続く道中で展開されていた。

　叫さけび声の主は言わずもがな、グレンである。

　しかも今回ばかりは時計のズレはない。正しよう真しん正しよう銘めいの寝ね坊ぼうによる遅刻だった。

「くそう！　人型全自動目覚まし時計が昨夜ゆうべから帝てい都とに出かけていたのを忘れてた！」

　パンを口にくわえ、必死に足を動かし、ひたすら駆かける。

「つーか、なんで休校日にわざわざ授業なぞやんなきゃならんのだ!?　だから働きたくなかったんだよっ！　ええい、無職万ばん歳ざい！」

　とにかく遅刻はまずい。遅刻したら小うるさいのが一人いるのだ。今は一刻も早く学院に辿たどり着くのが先決である。上手うまく行けば、なんとかぎりぎり間に合うかもしれない。

　グレンは居い候そうろうしているセリカの屋や敷しきから学院までの道のりをひたすら駆け抜ぬけた。表通りを突つっ切り、いくつかの路地裏を通り抜け、再び表通りへ復帰する。

　そして学院への目印となるいつもの十字路に辿り着いた時。

　グレンは異変に気づき、ふと、足を止めていた。

「……っ!?」

　不自然なまでに誰だれもいない。朝とはいえこの時間帯なら、この十字路には行き交かう一いつ般ぱん市民の姿が少なからずあるはずなのだ。なのに、この日に限っては辺りはしんと静まりかえり、人っ子一人いない。周囲に人の気配すら感じられない。明らかに異常だった。

「いや、そもそもこれは……」

　間違いない。周囲の要所に微かすかな魔ま力りよく痕こん跡せきを感じる。これは人ひと払ばらいの結界だ。この構成ではわずかな時間しか効力を発揮しないだろうが、結界の有効時間中は精神防ぼう御ぎよ力の低い一般市民は、この十字路を中心とした一帯から無意識の内に排はい除じよされるだろう。

（……なぜ、こんなものが、ここに？）

　危機感がちりちりとこめかみを焦こがすような感覚。こんな感覚は一年振りになるか。

　グレンは感覚を研とぎ澄すませ、周囲に油断なく意識を払う。

　そして。

「……なんの用だ？」

　グレンは静かに威い圧あつするように問う。

「出てきな。そこでこそこそしてんのはバレバレだぜ？」

　グレンは十字路のある一角へ、突き刺さすように鋭するどい視線を向けた。

　すると──

「ほう……わかりましたか？　たかが第三階梯トレデの三流魔術師と聞いていましたが……いやはや、なかなか鋭いじゃありませんか」

　空間が蜃しん気き楼ろうのように揺ゆらぎ、その揺らぎの中から染み出るように男が現れた。

　ブラウンの癖くせっ毛が特とく徴ちよう的てきな、年ねん齢れい不ふ詳しようの小男だった。

「まずは見事、と褒ほめておきましょうか。ですが……アナタ、どうしてそっちを向いているのです？　私はこっちですよ？」

「……………………別に」

　グレンは気まずそうに自分の背後に出現した男へと改めて振り返る。

「ええーと。一体、どこのどちら様でございましょうかね？」

「いえいえ、名乗るほどの者ではございません」

「用がないなら、どいてくださいませんかね？　俺、急いでいるんですけど？」

「ははは、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。急ぐ必要はありませんよ？　アナタは焦あせらず、ゆっくりと目的地へとお向かい下さい」

　嚙かみ合わない男の言葉に、グレンは露骨に眉まゆをひそめた。

「あのな……時間がないっつってんだろ、聞こえてんのか？」

「だから、大丈夫ですよ。アナタの行先はもう変へん更こうされたのですから」

「はぁ？」

「そう、アナタの新しい行先は……あの世です」

「──っ!?」

　一いつ瞬しゆん、グレンが虚きよを突かれた瞬間、小男の呪じゆ文もん詠えい唱しようが始まった。

「《穢けがれよ・爛ただれよ・──」

（や、やべ──ッ!?）

　場に高まっていく魔力を肌はだに感じ、グレンの全身から冷や汗あせが一気に噴ふき出した。

　先手を許してしまった。警けい戒かいを怠おこたったつもりはないが、これほどまでに問答無用の相手とは予想外だった。こうなればグレンの三節詠唱ではどんな対抗呪文カウンター・スペルも間に合わない。

（しかも、あの呪文は──）

　とある致ち命めい的てきな威力を持つ、二つの魔術の複合呪文。しかも極限まで呪文が切り詰つめられている。呪文の複合や切り詰めができるのは超ちよう一流の魔術師の証あかしだ。

「──朽くち果てよ》」

　小男の呪文が三節で完成する。

　その術式に秘められた恐おそるべき力が今、ここに解放される──




　樹木と鉄てつ柵さくで囲まれる魔術学院敷地の正門前に今、奇き妙みような二人組がいた。

　一人はいかにも都会のチンピラ風な男。もう一人はダークコートに身を包む紳しん士し然とした男だ。手ぶらなチンピラ男と異なり、ダークコートの男は巨きよ大だいなアタッシュケースを手にしている。

「キャレルの奴やつ、上手く殺やったかな？」

「上手くやったに決まっている。あの男が標的を討うち損じたことがあったか？」

「ケケケ、ねえな。ま、つーことは……」

「今、あの学院校舎内に講師格以上の魔術師は一人として存在しない」

「ケハハハ！　例のクラスで可愛かわいい可愛いヒヨコちゃん達だけがぴよぴよ言ってるワケか！　はーい、よちよち、お兄サン達が可愛がってあげるよー？」

「キャレルのことは放って置けばいい。我々は我々の仕事をするぞ」

　その二人は言動も装よそおいも、まるで印象正反対な者同士の組み合わせであり、さぞかし好奇の視線を集めそうだが、なぜかこの日に限っては周囲に人が誰一人いなかった。

「うーん、レイクの兄貴。やっぱ、オレ達じゃ中に入れないみたいだぜ？」

　チンピラ風の男が、一見、何も阻はばむ物がないアーチ型の正門に張られている、見えない壁かべのような物を叩たたきながらぼやいた。これは学院側から登録されていない者や、立ち入り許可を受けていない者の進入を阻む結界だった。

「遊ぶなジン。早くあの男から送られてきた解かい錠じよう呪文を試ためせ」

「へーいへい」

　と、その時だ。

「おい、アンタ達、何者だ!?」

　正門のすぐ隣に据すえられている守衛所から、守衛が二人の姿を見とがめてやって来る。

「学院敷地内には特とく殊しゆな結界が施ほどこされているぞ。学院関係者以外は立ち入りが──」

　その時、ジンと呼ばれたチンピラ風の男が、守衛の左胸に指を当て、一言つぶやいた。

「《バチィ》」

　その瞬間、守衛はびくんと大きく身を震ふるわせ、それが不運な彼がこの世界で耳にした最後の言葉となった。

「えーと、よし、これだな」

　打ち捨てられた人形のように倒たおれ伏ふした守衛になど目もくれず、ジンは懐ふところから一枚の符ふを取り出し、そこに書かれているルーン語の呪文を読み上げる。すると、ガラスか何かが砕くだけるような音が辺りに響ひびき渡わたった。

「おおー、事前調査通りじゃん！　さっすが！」

　門を覆おおっていた見えない壁がなくなったことを確認し、ジンが子供のようにはしゃぐ。

「ふっ。あの男の仕事は完かん璧ぺきというわけだ」

「ま、時間かけただけあったもんね。じゃ、報告と行きますかい」

　二人は正門を潜くぐって学院敷地内に侵しん入にゆう。

　ジンは懐から半割りの宝石を取り出し、耳に当てた。

「はいはい、こちらオーケイ、オーケイ。もう〆しめちゃっていいよーん」

　数秒後。正門から金属音が響き渡る。学院を取り囲む結界が再構築されたのだ。

「恐ろしいな、あの男は」

　ダークコートの男──レイクが氷の笑えみを浮うかべた。

「仮にも帝国公的機関の魔導セキュリティをこうまで完璧に掌しよう握あくするとはな」

「執しゆう念ねんってヤツかな？　へへ、噂うわさの魔術要よう塞さいもこうなりゃカタナシだぜ」

「さて、行くぞ」

　二人は正面を見上げる。

　左右に翼つばさを広げるように別館が立ち並ぶ、魔術学院校舎本館がそこにあった。

「標的は東館二階の二‐二教室だ」

「へーいへいっと」




「……遅おそい！」

　システィーナは懐かい中ちゆう時計を握にぎりしめる手をぷるぷる震わせながら唸うなっていた。

　現在十時五十五分。本日の授業開始予定時間は十時三十分。すでに二十五分が経過している。

　なのに、まだグレンは教室に姿を見せない。つまりは、遅刻だ。

「あいつったら……最近は凄すごく良いい授業をしてくれるから、少しは見直してやったのに、これなんだから、もう！」

　システィーナは苛いら立だち交じりにぼやいた。

「でも、珍めずらしいよね？　最近、グレン先生、ずっと遅刻しないで頑がん張ばっていたのに」

　その隣となりに座るルミアも不思議そうに首をかしげている。

「あいつ、まさか今日が休校日だと勘かん違ちがいしてるんじゃないでしょうね？」

「そんな……流石さすがにグレン先生でもそんなことは…………ない、よね？」

　グレンを全面的に信しん頼らいしているルミアも、流石にすんなりと完全否定はできなかった。

「あーあ、やっぱりダメな奴はダメなんだわ……よし、今日こそ一言言ってやるわ」

「あはは。今日こそ、じゃなくて、今日も、じゃないかな？　システィ」

「細かいことはいいの！」

　不ふ機き嫌げんそうに頰ほお杖づえをついてシスティーナは周囲を見渡した。

　元々、この教室には座席に余よ裕ゆうがあったはずだ。だと言うのに今では満席御おん礼れい。立ち見で参加する生徒も教室の後方に多くいる。

「あいつ……最近、ホント人気出てきたわね」

「だって、先生の授業、凄くわかりやすいから。私達みたいな学士生レベルの内容はもちろん、修士生レベルの高度な内容も平易に説明してくれるし、普ふ通つうの講師なら当然と割り切って流してた箇か所しよもちゃんと理論的に説明してくれるし」

「はぁ……確かにあいつの説明聞いていると基本的なことでも理解が深まるから良いんだけど……なんか面おも白しろくないわね」

「ふふっ」

　見れば、ルミアが何やら訳知り顔でシスティーナを見て微笑ほほえんでいた。

「……何よ？　ルミアったら」

「システィって、グレン先生がどんどん皆みんなの人気者になっていくから寂さびしいんだよね？」

「な……何、言ってるのよ!?」

「だって、最初の頃ころ、お小言とはいえ先生に話しかけていた人ってシスティだけだったでしょ？　それが今では皆も先生に気軽に話しかけるようになったもの。なんだか先生が遠くに行っちゃったような気がするんだよね？」

「べ、別にあんな奴がどんな女の子に話しかけられようが私の知ったことじゃないわ！　ルミア、貴女あなたってばなんか勘違いしてない!?」

「あれ？　私、別に女の子に、なんて言ってないよ？」

「ぐ──」

　一本取られたらしい。苦にが虫むしを嚙みつぶしたような渋じゆう面めんになるシスティーナだった。

　別にグレンをそういう対象として見ていたわけではないが、確かにこのクラスでグレンに構っていたのは自分だけだったわけで、そんなヤツが皆にも慕したわれるようになるのは、なんか面白くない。それが自分と同性ならばなおさらである。乙女おとめの複雑な心境だった。

「あ、貴女はどうなのよ……？」

「私？」

「そうよ。貴女、最初からやけにグレン先生のこと、気に入ってたじゃない？　貴女こそ面白くないんじゃないの？　この状じよう況きよう」

「私は……嬉うれしい、かな？」

「……は？」

「グレン先生が本当は凄い人なんだって、皆がわかってくれて……凄く嬉しいの」

　そこには裏表など欠片かけらもない。本当に自分のことのように、周囲がグレンを理解してくれることを喜んでいるルミアの姿があった。

「……なんか格の違いを見せつけられたような気がする……女として」

「……？」

　掌てのひらで顔を押おさえて嘆たん息そくするシスティーナと、不思議そうに首をかしげるルミア。

　教室の扉とびらが無造作に開かれ、新たな人の気配が現れたのは、その時だった。

「あ、先生ったら、何考えてるんですか!?　また遅ち刻こくですよ!?　もう……え？」

　早さつ速そく、説教をくれてやろうと待ち構えていたシスティーナは、教室に入ってきた人物を見て言葉を失った。

　グレンの代わりに、見覚えのないチンピラ風の男とダークコートの男がいたのだ。

「あー、ここかー。いや、皆、勉強熱心ゴクローサマ！　頑張れ若人わこうど！」

　突とつ然ぜん、現れた謎なぞの二人組に教室全体がざわめき始めた。

「あ、君達の先生はね。今、ちょっと取り込んでるのさ。だから、オレ達が代わりにやって来たっつーこと。ヨロシク！」

「ちょっと……貴方あなた達、一体、何者なんですか？」

　正義感の強いシスティーナが席を立ち、二人の前まで歩み寄ると臆おくせず言い放つ。

「ここはアルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院です。部外者は立ち入り禁止ですよ？　そもそもどうやって学院に入ったんですか？」

「おいおい質問は一つずつにしてくれよ？　オレ、君達みたいに学がねーんだからさ！」

「……っ！」

　このチンピラ風の男はどうにも調子が狂くるう。システィーナは苦い顔で沈ちん黙もくした。

「まず、オレ達の正体ね。テロリストってやつかな？　要は女王陛下サマにケンカ売る怖こわ─いお兄サン達ってワケ」

「は？」

「で、ココに入った方法。あの弱っちくて可哀かわい想そうな守衛サンをブッ殺して、あの厄やつ介かいな結界をブッ壊こわして、そんでお邪じや魔まさせていただいたのさ？　どう？　オーケイ？」

　クラス中のどよめきが強くなる。

「ふ、ふざけないで下さい！　真面目に答えて！」

　肩かたを怒いからせて、システィーナが叫さけんだ。

「大マジなんだけどなぁ～」

　チンピラ風の男はおどけて、大おお仰ぎように両手を開いた。

「この学院で守衛を務めている方は戦せん闘とう訓練を受けた魔術師です！　貴方達みたいな人にそう簡単にやられるわけないし、この学院の結界は超ちよう一流と呼ばれる魔術師にだって破ることはできないんですよ!?」

「あー、そうなの？　天下に名高い魔術学院もたいしたことねーのな。ガッカリだわー」

「……あまりそのようなふざけた態度を取るようなら、こちらにも考えがありますよ？」

「え？　何？　何？　どんな考え？　教えて教えて？」

「……っ！　貴方達を気絶させて、警備官に引き渡します！　それが嫌いやなら早くこの学院から出て行って……」

「きゃー、ボク達、捕つかまっちゃうの!?　いやーん！」

　一向に出て行く気配を見せない二人に、システィーナは覚かく悟ごを決めた。

「警告はしましたからね？」

　魔力を練る。呼吸法と精神集中で、マナ・バイオリズムを制せい御ぎよする。

　そして、指先を男に向け──黒魔【ショック・ボルト】の呪じゆ文もんを唱えた。

「《雷らい精せいの──」

「《ズドン》」

　だが、チンピラ風の男が唱えたふざけた呪文の方が圧あつ倒とう的てきに早く完成していた。

　システィーナの目には男の指が一いつ瞬しゆん、光ったようにしか見えなかった。

　だが、同時に耳先を空気が切り裂さかれる音が駆かけ抜ぬけ、背後の壁かべを何かが穿うがったような音が響いた。

「……え？」

「《ズドン》《ズドン》《ズドン》」

　さらに三閃せん。システィーナの首を、腰こしを、肩を、光の線が掠かすめて走る。

「う──」

　一歩も動けなかったシスティーナの全身から一気に汗あせが噴ふん出しゆつした。

　恐おそる恐る振ふり返る。背後の壁には小さなコインのような穴が、いくつも空いている。完全に貫かん通つうしているらしい。穴の向こう側が見えた。

　この恐るべき貫通力。システィーナはもちろん、その様子を見ていたクラスの全員が男の放った呪文の正体を悟さとった。

「そんな……まさか……い、今の術は……【ライトニング・ピアス】!?」

　黒魔【ライトニング・ピアス】。

　指さした相手を一閃の電光で刺さし穿つ、軍用の攻性呪文アサルト・スペルだ。見かけは【ショック・ボルト】とそう大差はない。だが、その威い力りよく、弾だん速そく、貫通力、射しや程てい距きよ離りは桁けた外れであり、分厚い板金鎧よろいすら余裕で撃うち抜いてしまうほどだ。術に内包されている電流量も【ショック・ボルト】とは比ひ較かくにならず、なんの魔術的防ぼう御ぎよも持たない普通の人間ならば、触ふれただけで感電死するだろう。そのシンプルな外見からは想像もつかない恐るべき殺さつ戮りくの術。かつて、戦場から弓や銃じゆうはおろか鎧の存在価値すら根こそぎ奪うばった術だった。

「ど、どうして……そんな危険な術を……？」

　自然と足が震ふるえてくる。膝ひざから力が抜け、その場にぺたんと座り込んでしまう。

「し、しかも……そんなに短く切り詰つめた一節詠えい唱しようで、連続起動ラピツド・フアイアなんて……」

　一見ふざけてはいるが、チンピラ男の術行使が、どれだけの超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こうの上に成り立つ物なのか、魔術の薫くん陶とうを受けた者ならば誰だれだって理解できる。

　その時、生徒達の誰もが悟っていた。この男には決して勝てない。戦力が違い過ぎる。今、クラスにいる生徒達が束になって一いつ斉せいにかかった所で、この男には到とう底てい敵かなわない。魔術師として、それだけ両者の力量差は懸けん絶ぜつしていたのだ。

「まさか……貴方達、本当に……？」

「だーから言ってるでしょ？　テロリストだって。この学院はオレ達が占せん拠きよしましたー、君達は人ひと質じちです、大人しくしててねー？　あ、そうそう、逆らう奴やつは今のうちに逆らっておいてね？　ブッ殺すから」

　逆らう者などいるわけない。【ライトニング・ピアス】は軍用魔術──軍に所属する魔導士が使用する戦争用の魔術だ。軍用魔術には軍用魔術でしか対たい抗こうできない。生徒達の中に軍用魔術を使える者などいない。学士生に過ぎない生徒達に軍用魔術を教えることは許されていないのだ。魔術師としては未熟な生徒達が知るには、軍用魔術は殺傷能力が高過ぎるのである。

　学士生が取得している攻性呪文アサルト・スペルは、せいぜい相手を気絶させる【ショック・ボルト】、眼めを眩くらませる【フラッシュ・ライト】、突風で相手を吹ふき飛ばす【ゲイル・ブロウ】など、殺傷能力が低い術ばかりだ。

　黒魔【ライトニング・ピアス】を一節詠唱で起動できる相手に、そんな初等魔術で立ち向かうなど、それこそ銃を構えた相手に水みず鉄でつ砲ぽうを撃つようなものだ。システィーナが今、こうして生きているのは……このチンピラ風の男の単なる気まぐれの結果に過ぎない。

　そして、パニックは遅おくれてやってくる。

「う、うわぁあああああああああッ!?」

「きゃぁあああああああああああッ!?」

　教室中が狂きよう乱らんの渦うずに巻き込まれそうになった瞬間。

「うるせぇ、黙だまれ、ガキ共。殺すぞ？」

　一同に指を向けた男の恫どう喝かつ一つがそれらを瞬時に打ち消した。何人もの人間を殺した者だけが放てる本物の殺気に、耐たい性せいのない生徒達は沈黙と共に震え上がるしかない。

「おー、良いい子、良い子。やっぱ、教室では静かにしないとなー」

　誰も彼もが動けない中、チンピラ男は一人陽気にからからと笑った。

「でさ、オレ、良い子ちゃんのキミ達に、ちょっと聞きたいことがあるんだけど？」

　男は怯おびえてうつむくクラスの生徒達を見回しながら言った。

「こんなかでさ、ルミアちゃんって女の子いるかな？　いたら手をあげてー？　もしくは知っている人は教えてー？」

　しん、と。クラス中が静まり返る。

「……ルミア？」

「……な、なんでルミアが……？」

　ひそひそと、押し殺したような囁ささやきが、あちこちから漏もれる。

　なぜ、ルミアの名前がここで出てくるのか？　クラス中を困こん惑わくが走る。

　そして名前が出たせいで、何人かの生徒の視線が無意識に動いてしまったらしい。

「あー、なるほど。ルミアちゃんはこの辺にいるのかー？　うーん、どの子かなぁ？」

　それを目ざとく拾ったチンピラ男はルミアが座る一角に歩み寄ってくる。

「ルミアちゃんは君かなぁ？」

　ルミアの二つ後ろに座る小こ柄がらな女子生徒──リンに、男がのぞき込むように顔を近づける。

「ち……違います……」

「じゃ、誰がルミアちゃんか知ってる？」

「し、知りません……」

「ふうん？　……本当に？　オレ、噓うそつきは嫌きらいなのよね……？」

　蛇へびににらまれた蛙かえるとはまさにこのことだ。リンは恐きよう怖ふのあまり涙なみだを流して震えていた。

　その時、システィーナはルミアへ密ひそかに目配せをした。そうしなければ、何かを決意したように拳こぶしを握にぎり固めたルミアが、今にも立って名乗り出てしまいそうだったからだ。

（だめよ、ルミア。きっと殺されるわ）

（でも……ッ！）

（いいから、貴女あなたはじっとしてて！）

　視線と首振りだけで言葉を交かわし、笑う膝を叱しつ咤たして、システィーナが立ち上がった。

「あ、貴方達、ルミアって子をどうする気なの？」

「ん？」

　再び自分に突つっかかって来た少女を見て、チンピラ男が面おも白しろそうに笑った。

「お前、ルミアちゃんを知っているの？　それともお前がルミアちゃんなの？」

「私の質問に答えなさい！　貴方達の目的は一体、何!?」

「ウゼェよ、お前」

　今までのへらへらとした表情から一転、突とつ如じよ、男は蛇のような冷れい酷こくな顔になった。

「うん、お前からにすっか」

「……え？」

　男はなんの迷いもなく、システィーナの頭に指を向けて──

「私がルミアです」

　その時、ルミアが席を立った。

　男の動きが止まった。

「へえ？」

　男は、もうシスティーナには興味を失ったと言わんばかりにシスティーナから視線を外し、ルミアの前に立った。

「……あ」

　今、自分が九死に一生を得たことを理解し、システィーナは再びその場にへたり込んだ。

「そう、君がルミアちゃんなんだ……うん、実は知ってた」

「え？」

「そりゃ、事前に調べてるに決まってるでしょ？　君のコトは一目見てわかったさ！」

「じゃあ、どうして最初から私を……」

「ルミアちゃんが名乗り出なかったら、自分から名乗り出るか、誰かがルミアちゃんのコトを教えてくれるまで、一人ずつ関係ない奴をズトンッしちゃうゲームをするつもりだったのさ！」

　ルミアは男の物言いに絶句する。この男は狂くるっていた。

「ああ、安心しな。もうやる気ねーから。だってルミアちゃんが名乗り出ちゃった今となっちゃ、もうただの一方的な殺しになっちゃうじゃん？　保身のためにお友達を裏切るか、それともお友達のために名乗り出るか……その狭はざ間まの顔を見るのが楽しいんだもんな、コレ！　だから、ナイスだったね、ルミアちゃん。ファインプレー！」

「外げ道どう……ッ！」

　ぱちぱちと拍はく手しゆする男に、ルミアは普ふ段だん見せないような怒りの灯ともった視線を向ける。

「遊びはその辺にしておけ、ジン」

　これまで黙っていたダークコートの男が突然口を開いた。

「私はその娘むすめをあの男の元へ送り届ける。お前は第二段階へ移れ。この教室の連中のことは任せたぞ」

「あーもう、面めん倒どう臭くさいなぁ。なぁ、レイクの兄貴ぃ、やっぱこいつら全員に【スペル・シール】かけていくの？　別にいいでしょ、こんな雑魚ざこ共。束になって暴れだした所でオレの敵じゃねえし？　そもそも、もうすっかり牙きば抜かれちまってるじゃん？」

　ジンと呼ばれたチンピラ風の男が教室を睥へい睨げいする。

　誰もが目を合わせないように視線をそらした。

「それが当初の計画だ。手て筈はず通りやれ」

「へーいへい」

　面倒臭そうにチンピラ風の男は頭をかいた。

「ご足労、願えるかな？　ルミア嬢じよう」

　ダークコートの男──レイクがルミアを尊大な態度で見下ろした。

「拒きよ否ひ権はないんですよね？」

　毅き然ぜんとした態度を崩くずさず、ルミアが男を真まっ直すぐにらみ返す。

「理解が早くて助かる」

「……少し、彼女と話をさせて下さいませんか？」

　ルミアが床ゆかで震えながらへたりこむシスティーナに眼めを向ける。

「いいだろう。だが、妙みような真似まねはするなよ」

　レイクの一分の油断も隙すきもない、鋭するどい視線を全身に感じながら、ルミアはシスティーナの眼前に膝をついてシスティーナに視線を合わせた。

「……行ってくるね、システィ」

　──だめよ、ルミア。

　システィーナの悲痛な叫さけびも、もはや言葉にならない。口元が微かすかに動くだけだ。

　それでも、ルミアにだけは届いたらしい。

「私は大だい丈じよう夫ぶだから。それに、先生が……グレン先生がきっと皆みんなを助けてくれるから」

　ルミアはなぜかそんなことをシスティーナに告げた。

　──先生が？

　システィーナには、どうしてここでグレンが出てくるのかわからない。

　だが、ルミアはそれをなんの疑いもなく信じているようであった。

「だから……」

　ルミアがシスティーナを安心させるように、システィーナへと手を伸のばし、その頰ほおに触ふれようとした……その時だった。

「……触さわるな」

　切り裂さくような殺気と共に、レイクがどこからともなく取り出していた剣けんを背後からルミアの首筋に当てていた。

　ルミアの手がシスティーナの頰に触れる直前で止まり、システィーナは喉のどを鳴らした。

「……どうしてですか？」

　剣を首筋に当てられながらも、怯ひるむことなくルミアが静かに問い返す。

「どうにもこうにもだ。貴女は触るな。特に魔ま術じゆつ師しにはな。違たがえばその腕うで、切り落とす」

「……今さら、抵てい抗こうなんてしません」

　ルミアは苦々しく手を引っ込め、非難するようにつぶやく。

　応じず、レイクは顎あごをしゃくった。もう話は終わりだ、ついて来いということだろう。

　そして、仕方なく立ち上がったルミアに、レイクは切り捨てるような言葉を浴びせる。

「ところで、お前達はグレン＝レーダスとやらに何か期待しているようだが……やめておけ。それは無む駄だな希望だ」

「なぁ、レイクの兄貴。グレン先生って誰だれ？」

　レイクの言葉を受け、ジンが割って入った。

「このクラスを担当することになった非常勤講師の名前だろう。それくらい覚えておけ」

「あー、グレンね？　あの雑魚キャラのグレンね、オーケイ、オーケイ思い出した。ケケケ、グレン先生もツイてないねぇ」

　ルミアはそう言えば、ジンが『先生は取り込んでいる』と言っていたことを思い出した。

「あなた達……グレン先生に一体、何をしたんですか？」

「あー、そのグレン先生なら、オレ達の仲間がブッ殺したよ」

「な──」

「錬れん金きん改【酸毒刺し雨う】なんつーえげつない魔術の使い手でね。酸と毒なぞどっちも決まりゃ必殺なのに、あえて合わせて使う悪あく趣しゆ味みな変態野や郎ろうだ。アイツの仕留めた獲え物ものはホントひでぇコトになるから、オレもマジでドン引きでさー。今いま頃ごろ、この町のどっかで身元不明のグロ死体が見つかって大おお騒さわぎになってるんじゃね？」

「噓……せ、先生……」

「そんな……」

　グレンが死んだ。その事実に、もうとっくに心が折れていたシスティーナも、これまで気丈さを保っていたルミアも顔を青ざめさせて絶望の表情を浮うかべる。

「さぁ、来い」

　レイクがルミアを促うながす。

　ルミアが顔をあげて男をにらんだ。

　もう、絶望の表情はなかった。頑かたくなにグレンの無事を信じているような顔だった。

「……たいした娘だ」

　少し感心したように言うと、レイクは教室を後にする。

　ルミアは深呼吸を一つして、何かを決意したような表情でその後に続いた。




　学院へと続く道中にある十字路に、大勢の人だかりがあった。

　人々は何かを遠巻きに取り囲みながら騒いでいる。

「あれは……ひどいな。警備官はまだ来ないのか？」

「おい、どうなっているんだ？　アイツ、生きているのか？」

「いや……わかんねえ……だが、もし生きていたとしてもこのまま死んだ方が本人にとってはマシだろうな……」

「うぅ……な、なんてえげつないんだ……」

「だめだ……ひどい……ひど過ぎる……うっ……直視に耐たえられない……っ！」

「クソッ……悪魔だ……まさしく悪魔の所業だ……ッ！」

　人だかりの中心には。

　全身をボコボコに殴なぐられまくられた挙げ句、素すっ裸ぱだかにひん剝むかれた上に、亀きつ甲こう縛しばりに縛りあげられ、露ろ骨こつな悪意に満ちた恥はずかしい落書きが万まん遍べんなく施ほどこされ、尻しりに花が刺ささり、股こ間かんに『極小』と書かれた紙を貼はられて気絶している小男の姿があった。




「ち──何が起きた!?　一体、何がどうなってやがる！　クソッタレが！」

　魔術学院の正門前にて。

　倒たおれていた守衛が息をしていないことを確かめて、グレンは地面を叩たたいた。

「一応、学院関係者のはずの俺が結界に弾はじかれて学院内に入れねえ……結界の設定が変へん更こうされてやがる。誰だ、んな面めん倒どう臭くせぇことしやがったアホは！」

　幸か不幸か、この事態の下手人が展開した人ひと払ばらいの結界が効いているらしく、周囲には誰もいない。落ち着いて状じよう況きようを整理してみることにした。

「いや……下手人はわかってる。天の智ち慧え研究会……あのロクでなしの馬ば鹿か共だ」

　これは先ほど、グレンを襲おそった小男を返り討うちにして気絶させた後、嫌いやがらせのために裸にひん剝いた時に判明したことだ。短剣に絡からみつく蛇へびの紋もん──あの忌いむべき組織の紋章が男の腕に彫ほられていたのだ。

　天の智慧研究会。このアルザーノ帝てい国こくに蔓延はびこる最古の魔術結社の一つだ。魔術を究きわめるためならば、何をやっても良い、どんな犠ぎ牲せいを払っても許される、むしろやるべきだ、この世界を導くのは優すぐれた人間、すなわち我らが研究会に所属する魔術師であるべきだ、崇すう高こうなる研究会に所属する魔術師以外の人間は全て盲もう目もくの愚ぐ者しやであり家か畜ちくである──こんな腐くさった思想を掲かかげ、事実その通りに活動する外道魔術師達の組織である。その常人と相あい容いれぬ思想ゆえに、歴史の中で常に帝国政府と血を血で洗う抗こう争そうを続けてきた最悪のテロリスト集団、魔術界の最暗部だった。

　自分を襲った小男が研究会の魔術師であることを知ったグレンは、気絶したその男を、白魔【スリープ・サウンド】の呪じゆ文もんでさらに深く眠ねむらせ、黒魔【マジック・ロープ】で生み出した魔力の紐ひもで手足を縛り上げ、黒魔【スペル・シール】の付呪エンチヤントで魔術起動を封ふうじる、という過か剰じようなまでの無力化を施した。たとえ相手が救いようのない悪党でも殺すのは流石さすがに気が引けたので、社会的に殺すことにした。決して悪ノリではない。

　いずれにせよグレンの処置のおかげで当分の間、あの男は無力だろう。警備官がその紋章を見れば件くだんの男は即そく、政府に引き渡わたされてブタ箱行きだ。問題ない。

「で、なんか胸むな騒さわぎがして学院に来てみれば、この有様だ」

　殺された守衛、封ふう鎖さされた学院。グレンを襲った魔術師の所属が天の智慧研究会であることも合わせてこれらが偶ぐう然ぜんとは思えない。一つの線上に並ぶものと考える方が自然だ。

　つまり、天の智慧研究会の者達は、講師格以上の魔術師が不在である今日を狙ねらって、魔術学院に襲しゆう撃げきをかけて来たのだろう。

　学院内には対侵しん入にゆう者用のガーディアン・ゴーレムが配備されている場所もあるが、こうも見事に魔導セキュリティが敵の手に落ちている以上、まともに機能しているとはとても思えなかった。

「だが……連中、何が目的なんだ？　なんのためにこの学院を？」

　図書館の地下書庫に収めてある魔導書か？　それとも博物館の封印倉庫に収められている魔道具や魔導器か？　確かにそれらの品々は貴重だが、天の智慧研究会ほどの魔術結社が今さら欲しがるような位階の一品などあるだろうか？

「くそ……連中があの馬鹿共なら、町の警備官じゃ手に負えん……対抗できるのは帝国宮きゆう廷てい魔導士団くらいしかない。だから、セリカの奴やつめ、早く出ろってんだ！」

　グレンは半割りの宝石を耳元に当てて、何度も魔力を送っている。これはセリカと直通で会話ができる通信用の魔導器だ。だが、セリカが応じる気配は一向にない。

「何やってんだアイツ。まさか、寝ね坊ぼうしてるんじゃねーだろうな!?　寝坊は社会人として最低だぞ!?　責任ある立場としての自覚がなさ過ぎだ、バーカ！」

　グレンはポケットに宝石を乱暴に突つっ込んだ。

「さて……どうするか」

　懐ふところからグレンは一枚の符ふを取り出す。この符はさっきグレンを襲った小男が持っていた物で、裸にひん剝いた時に見つけ、奪うばっておいたのだ。ついでに言うと、小男がこんな符を持っていたせいで、グレンは学院へと急がざるを得なかった。

「これは、恐おそらくこの閉鎖された結界内に入るための割符だ」

　だが、この術式の組み方から察するに、この符は消費付呪エンチヤント型の魔道具、要するに使い捨てだ。一度これを使用して学院内に入れば、黒幕を討つまで学院から出られないだろう。

　これを使って、自分一人で学院内に踏ふみ込むべきか──

「いや……危険過ぎる」

　敵の戦力もわからないのだ。天の智慧研究会に所属する魔術師は、戦せん闘とうに特化した者ならば誇こ張ちよう表現抜ぬきに一いつ騎き当とう千せんの化け物揃ぞろいだ。そんな連中の懐に飛び込むのは自殺行こう為い以外の何物でもない。

　ならば、帝国宮廷魔導士団の到とう着ちやくを待つべきか。

「……結局、それしかねえか」

　そもそもこの使い捨て割符がなければ、帝国宮廷魔導士団といえども突とつ入にゆうに時間がかかるだろう。いや、最悪の場合、最後まで結界の解除すらできないかもしれない。この結界を弄いじったのは恐らく神がかり的な超ちよう一流の魔術師に違いないからだ。

「だが……帝国宮廷魔導士団の到着まで一体、どれくらい時間がかかるんだ？」

　今から町の警備官の詰つめ所に走って、どうせ信じようとしない怠たい惰だな警備官をなんとか説得して、現場まで引っ張って来て、状況を見せて納なつ得とくさせて、それから上に連れん絡らくをさせて、上の連中がさらに軍や魔導省に手続きを──考えれば考えるほど、絶望的に時間が必要だ。

　その間に敵が、学院に閉じ込められているだろう生徒達に危害を加えない保証はどこにもない。普ふ通つうに考えれば生徒達の利用価値は人ひと質じちだろうが、相手は天の智慧研究会、常識は通じない。生徒達をなんらかの儀ぎ式しきの生いけ贄にえに捧ささげることを目的に学院を占せん拠きよしたことも十分に考えられる。新米とは言え、魔力豊富な若い魔術師を数十人も生贄にすれば、さぞかし強力な悪魔が召しよう喚かんできるだろう。かなり良質のオリハルコンだって錬成できる。あのド外げ道どう組織なら平気でやりそうなことだ。

「くっそ……連中、何が目的だ？　やっぱ、あのアホを気絶させる前に、読心の魔術を使うべきだったか……まぁ、んな暇ひまなかったし、そもそも俺程度の読心術があのレベルの魔術師に通用するとは思えんが」

　とにかく、敵の目的がわからない以上、グレンには対処のしようがない。

「だめだ。やっぱり勝手には動けん。今からでも警備官に連絡を──」

　グレンが踵きびすを返そうとしたところで。

　空を光の線が横切った。

「──ッ!?」

　学院の校舎内から壁かべを貫かん通つうして放たれたらしい今の光の線の正体は──

「【ライトニング・ピアス】……だと!?」

　生徒達が放った呪文のはずがない。間ま違ちがいなく敵の呪文だ。誰かがあの恐ろしい殺さつ戮りく呪文を、よりにもよって学院内で行使したのだ。

　少しの間を空けて、さらに三閃の【ライトニング・ピアス】が空を横切る。

　もし、あれが人の密集した空間に撃うち込んだものだとしたら、十人は死んだだろう。

「…………」

　警備官の詰め所に向かいかけていた足が、止まる。妙みような動どう悸きに襲われる。

　生徒達は無事なのか？　今ので誰だれかが死んだのか？　脂あぶら汗あせが止まらない。

　別にグレンは生徒達に別段、思い入れがあるわけじゃない。授業も仕事で仕方なくやっているだけのこと。最近はなぜか生徒達によく話しかけられるようにはなったが、それだけだ。自分は彼らの好きな食べ物一つ知りはしない。ほとんど他人だ。

　だが、どうしてこんなに焦しよう燥そうが身を焦こがすのか。

　それにさっきから妙にとある二人の少女の顔がちらつく。非常勤講師着任以来、特に自分に絡んできた、鬱うつ陶とうしい二人組だ。

　もし、さっきの呪文の餌え食じきになったのが、あの二人のどちらかだとしたら？

　そこで倒れている哀あわれな守衛のように、四し肢しを投げ出して壊こわれた人形のように打ち捨てられているとしたら？

　自分はそんな二人の亡なき骸がらを前に、後で何を思うのだろうか。

「ふん……関係ないね。上に連絡をつける。それがどうしようもなく正しい最善策だ」

　グレンは引かれる後ろ髪がみを振ふり切るように、学院に背を向けて走り始めた。

　目指す先はこの町の警備官の詰め所だ。迷いなんてあるはずがない。




「あなた達の目的はなんですか？　私のような者に一体、なんの用があるんですか？」

　レイクの後について廊ろう下かを歩きながら、精せい一いつ杯ぱい声を怒おこらせてルミアが問う。

「どうして……私、なんですか？」

「それは貴女あなた自身がよくご存知だろう？　ルミア……いや、エルミアナ王女」

「──っ！」

　エルミアナと呼ばれてルミアは息を吞のむが、すぐに冷静さを取り戻もどして静かに言う。

「私の素す性じようをあなた達がどこで知ったのかは知りません。ですが、先に言っておきますけど私にはもう王女としての価値はありませんよ？」

「それは知っている。貴女は本来、生きていてはならないはずの存在だ。だが、現女王アリシア七世の温情によって、貴女はここにいる」

　レイクはそっけなく応じ、値踏みするような冷たい目を肩かた越ごしにルミアへと向けた。

「いないはずなのに、いる。そこに貴女を利用する価値がある」

「……っ!?」

「貴女のような廃はい棄きされた忌むべき存在でも、然しかるべき人物が然るべき機会で使えば、現在の王家、帝国政府を揺ゆさぶることも不可能ではない。それに……貴女の特性には我が組織の幹部達もおおいに興味を持っておいでだ。安心しろ。貴女は珍めずらしいからそう邪じや険けんには扱あつかわれないだろう。最悪でも標本止まりだ。これは幸運と言っていい」

「そんな──」

　こらえ難がたい悪お寒かんと共にルミアは肩を抱だいた。

　この人間を乖かい離りした意識の差異に、生理的嫌けん悪お感を覚える。

「あなた達の目的が私だということはわかりました。だったら皆みんなは関係ないはず……システィを……皆を解放してあげてください！」

「やはりたいした女だ、貴女は。こう聞かされてまだ人を気き遣づかうとは。やはり血筋か」

　感心したようにレイクが応じる。

「だが、残念ながらそれはできない相談だ。せっかく卵といえども生きの良い若い魔ま術じゆつ師し達が大量に手に入ったのだ。彼らを実験材料にしたいと申し出ている仲間がいる」

「そ……そんな……あなた達はそれでも人間なんですか!?」

「人間？　何を馬鹿な。魔術師さ」

　もう話は終わりだと言わんばかりに、レイクがこれ以降口を開くことはなかった。

「先生……グレン先生……」

　ルミアは胸元でぎゅっと手を握にぎり締しめてグレンの名をつぶやいた。




「ほら、こっちだ。早くしろよ」

「きゃあっ!?」

　突き飛ばされてシスティーナは硬かたく冷たい床ゆかに倒たおれ伏ふした。

「な、何するのよっ!?」

　システィーナの両手は背中で、黒魔【マジック・ロープ】によって生み出された魔力の紐によって縛しばり上げられている。そのため一度倒れてしまえば立つこともままならない。

　システィーナは床に寝ねそべったまま、顔だけ動かしてチンピラ風の男──ジンをにらみ上げる。ジンは芋いも虫むしのように床で悶もだえるシスティーナの姿を、舐なめるような目で楽しげに見下ろしていた。

　ダークコートの男──レイクがルミアを連れ去った後、ジンは教室に残された生徒達全員を【マジック・ロープ】で縛り上げ、呪じゆ文もんの起動を封じる【スペル・シール】の魔術をかけ、完全に無力化した。

　一作業が終わった後、何を思ったかジンはシスティーナを連れて教室を出ると、ロックの魔術で教室に鍵かぎをかけ、生徒達を完全に閉じ込めた。

　そして、抵てい抗こうできないシスティーナを脅おどしながらこの部屋に連れて来たのだ。

　ここは魔術実験室。昨日、この部屋でなんらかの結界構築実験が行われたらしい。床には鶏にわとりの血で描えがかれた五ご芒ぼう星せいがある。血の結界の中心に倒れ込んだシスティーナの姿はまるで悪魔崇すう拝はいの儀式に捧げられた生贄のようだった。

「こんな所に私を連れてきて……一体、私をどうする気!?」

　内心の不安と恐きよう怖ふを嚙かみ殺すように、システィーナはジンへと食ってかかる。

「ん？　決まってるだろ？　ヒマだし、まだ時間あるし、お前使って一発抜いとこうかなと思って」

「な──」

「せっかく、なかなかの上玉見つけたんだ。暇な時間に喰くっとかねーと勿もつ体たいないだろ？　ククク……」

　まるで昼食の予定でも答えるかのような、あっさりした返答にシスティーナは一いつ瞬しゆん、言葉を失った。下品極きわまりない言い回しだったが、その言葉の意味がわからないほど、システィーナは子供ではない。背筋を、怖おぞ気けが駆かけ上った。

「あ、貴方あなた……何、言って……」

「いやー、オレってお前みたいな乳ちち臭くさいガキ結構、好みなのよ？　ロリコンって奴やつ？　ぎゃはは、捕つかまっちゃうなー」

　青ざめるシスティーナをよそに、ジンは愉ゆ快かいに笑った。

「うーん、でも、お前くらいの女に欲情すんのって本当にロリコンって言うんかいな？　一応、ケッコンとかできる年ねん齢れいなんだろ？　どう思う？」

「ふざけないでッ！　わ、私はフィーベル家の娘むすめよ！　私に手を出したら……お父様が黙だまっていないんだから！」

「うわー、怖こわーい。でも、関係ねーな。つーかフィーベル家って何？　偉えらいの？」

「きゃ──」

　フィーベルの名をまったく意に介かいさず、ジンはシスティーナを組み敷しいた。

　身動きは封ふうじられ、魔ま術じゆつも封じられ、悔くやしいが何一つ抵抗できない。

　今のシスティーナはまさしく悪魔に捧げられた生贄そのものだ。

「……好きにすればいいわ」

　システィーナが怒いかりの灯ともった声こわ色いろで静かに言い、自分を組み敷くジンをにらみ上げた。

「お？」

「私を慰なぐさみ者にしたいなら好きにすればいいわ。だけど、覚えておきなさい。貴方だけは……必ず私が殺してやる。今は無理でも……いずれ地の果てまで貴方を追いかけて殺してやるわ。この屈くつ辱じよくを晴らしてやる……フィーベルの名に懸かけて」

「…………」

　死神の鎌かまのように鋭するどい眼めに、ジンはしばらくの間、射い竦すくめられたかのように沈ちん黙もくして。

「ぎゃはははははははははははははは──ッ！」

　突とつ然ぜん、爆ばく発はつしたように大笑いを始めた。

「な、何が、おかしいの!?」

「ひゃははははっ！　いや、だってさ──」

　大笑いのあまり、目め尻じりに浮うかんだ涙なみだを拭ぬぐいながらジンは言った。

「実はオレ、ルミアちゃんみたいな奴は嬲なぶっても面おも白しろく思わねーんだ」

「は？」

　前後のかみ合わない言葉にシスティーナは困こん惑わくする。

「ルミアちゃんって一見か弱ーい女の子に見えるが、ありゃ常時覚かく悟ごしているタイプの人間だ。そーゆー奴はどんな苦痛を与あたえられようが、辱はずかしめを受けようが、決して心は折らねえ。それこそくたばるまでな。オレにはわかる」

　なぜ、そんなことがわかるのか。

　その理由を問えば、あまりにもおぞましい答えが返ってきそうで聞きたくない。

「だが、お前は別だ」

「なんですって……!?」

「お前は一見強がって見せちゃいるが……脆もろいね。自分の弱さに必死に仮面つけて隠かくしているだけのお子様さ。オレはお前みたいなチョロい女を壊すのが一番楽しいんだ。だって、メッチャ美味うまい酒もフタが開かなきゃムカつくだけだろ？」

「──くッ！」

　あまりにも屈辱的な物言いに、システィーナの頭に血が上る。

「私が貴方に屈するとでも……？」

「ああ、屈するね。多分、割とあっさり」

「ふざけないで！　私は誇ほこり高きフィーベルの──」

「はいはい、じゃー、どこまで保もつかなー？」

　ばり、と。ジンはなんの迷いもなくシスティーナの着る制服の胸むな元もとに手をかけ、それを引き裂さいた。白い下着に包まれた胸と肌はだが露あらわになる。

「……え？　……ぁ」

　掠かすれた声がシスティーナの喉のど奥から絞しぼり出される。肌がひやりとした外気にさらされ、いよいよこれから自分がどのような末路を辿たどることになるのか、強く実感する。

　じわりと。だが、もう誤魔化し様もなく致ち命めい的てきな恐怖と嫌けん悪おが心の中で醸じよう造ぞうされる。

「…………ぅ、ぁ」

「ひゅーッ！　胸は謙けん虚きよだが綺き麗れいな肌じゃん！　うわ、やっべ勃たってきた……おや？　どうしたのー？　なんか急に押おし黙っちゃってさー、元気ないよー？」
















　負けるものか。屈するものか。私は誇り高きフィーベルの娘だ。魔術師にとって肉体などしょせん、ただの消しよう耗もう品ひんではないか。唇くちびるを震ふるわせながら自分自身に言い聞かせる。

　だが、そんなシスティーナの理性とは裏腹に、口は勝手に違ちがう言葉を紡つむぐ。

「……あ、あの……」

「ん？　何？」

「……やめて……ください……」

　その一言が出てしまった瞬間、もうどうしようもなかった。これから我が身を汚けがされてしまうのだという悲ひ嘆たんに、初めては本当に好きになった人に捧ささげたかったという密ひそかな夢の理り不ふ尽じんな終しゆう焉えんに、システィーナは涙をぼろぼろとあふれさせ、身体からだを震わせていた。

「あ、あの……お願いします……それだけは……それだけはやめて……許して……」

「ぎゃはははははは──ッ！　落ちんの早過ぎだろ、お前！　ひゃははははははッ！」

　ひとしきり笑ってから、冷れい酷こくな目でジンは泣きじゃくるシスティーナを見下ろした。

「悪いがそりゃできねえ相談だ……ここまで来ちゃ引っ込みつかねーよ」

「……やだ……やだぁ……お父様ぁ……お母様ぁ……助けて……誰だれか助けて……」

「うけけ、お前、最っ高！　てなわけでいただきまーす！」

「嫌いや……嫌ぁああああああああ──ッ！」

　ジンの手が必死に身じろぎするシスティーナの肌に伸のびて行った、その時だった。

　がちゃ。

　実験室の扉とびらが間ま抜ぬけな音を立てて開いた。

「は？」

「……え？」

　開かれた扉の向こうに男が棒立ちしていた。

　グレンだった。

「えーと？」

　グレンは身体を重ね合っている二人を見て気まずそうに頰ほおをかく。

「すまん。邪じや魔ましたな。ごゆっくり……」

　そう言って、開いた扉をゆっくりと閉めて──

「行くな閉めるな助けなさいよ──ッ!?」

　システィーナの叫さけびに、グレンは渋しぶ々しぶといった表情でため息をつきながら、再び扉を開いて部屋の中に入ってくる。

「あー、やっぱりそうなの？　そういう胸くその悪い展開だったの？　てっきり両者合意の上でやってる、ちくしょうバカップル爆発しろ的展開かと思ったのだが……」

「んなわけあるか──ッ!?」

　一方、グレンの出現にあっけに取られていたジンだったが、すぐに我に返ってシスティーナから飛び退のき、グレンに向かって身構えた。

「何者だテメェはッ!?」

「一応、この学院で講師やってる者です。一応、先生として忠告するが、お前、そういうの一応、犯罪だぞ？　いくらモテないからってだな、一応……」

　グレンは何かズレたことを言っていた。まるで不良生徒に説教するような接し方だ。

（──しまった）

　システィーナは思い出した。切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようだったため、ついグレンに助けを求めてしまったが、このジンという男は強大な力を持つ魔術師だ。グレンは講師としての力量は優すぐれてはいるが、魔術師としての力量に優れているとは言えない。

「うるせぇ！　一体、どっから湧わいて出てきやがったんだテメェッ!?」

「おい、人をゴキブリ扱あつかいすんな。ゴキブリに失礼だろ!?」

「誰もそこまで言ってねーよ!?　っていうかお前、どんだけ自じ虐ぎやく思考なの!?」

　グレンとジンが魔術で争えば……間ま違ちがいなくグレンは殺される。グレンは三節詠えい唱しようしかできない。ジンのあの超ちよう高速一節詠唱に対たい抗こうできるはずもない。

「だ、だめ……ッ！　先生、逃にげて！」

「お前、助けろっつったり、逃げろっつったり、一体どっちなんだよ？」

「いいから早く！　先生じゃそいつには敵かなわない！」

「もう遅おせぇよッ！」

　痺しびれを切らしたジンがグレンに指を向けた。

　それに応じ、グレンも手を動かす──が、遅おそい。

「《ズドン》ッ！」

　瞬時に呪じゆ文もんが完成し、ジンの指先から[image: 迸]ほとばしる電光がグレンを情け容よう赦しやなく──

「…………は？」

　黒魔【ライトニング・ピアス】は起動しなかった。

　呪文完成と共に、指先から飛ぶはずの電光が一向に発生しない。

「くっ……《ズドン》ッ！」

　ジンは再度、呪文を唱える。結果は同じだ。

「ど……どうなってやがる……ん？」

　その時、ジンはグレンが手に何かを持っていることに気づいた。

「愚ぐ者しやの……アルカナ・タロー？」

　総数二十二枚からなる大アルカナのナンバー０、愚者のカードだ。

「てめぇ……なんだ、そりゃ？」

「これは俺特製の魔導器だ」

　グレンがカードの絵え柄がらをジンに見せつけながら言った。

「この愚者の絵柄に変へん換かんした魔術式を読み取ることで、俺はとある魔術を起動できる。それは──俺を中心とした一定効果領域内における魔術起動の完全封ふう殺さつ」

「な……」

「残念だったな。お前の呪文詠唱速度がどんだけ速かろうが、もう関係ねーよ」

「魔術起動の……遠えん隔かく範はん囲い封印だとぉ？」

　確かにシスティーナ達が受けたような、魔術の起動を封印する術式はある。黒魔【スペル・シール】と呼ばれる魔術だ。だが、それは付呪エンチヤントが前提であり、しかもこの魔術に限っては相手の身体に直接呪文を書き込み、魔術効果を付ふ与よするという特とく殊しゆな手順を踏ふまなければならない。実戦でそんな手間のかかることを許す魔術師はいない。

　それに対し、グレンは紙きれ一枚をちらっと見るだけで広範囲にわたる魔術起動を完かん璧ぺきに封殺できると言うのだ。

「ふ、ふざけんな、なんだそりゃ!?　そんなデタラメな魔術、聞いたコトねえぞ!?」

「そりゃそうだろ。俺の固有魔術オリジナルだからな」

「固有魔術オリジナルだとぉ!?　テメェ、その域に至ってるっていうのかッ!?」

　そのやりとりを、かたわらで見ていたシスティーナは戦せん慄りつと共に驚きよう嘆たんしていた。

　魔術師同士の魔術戦において敵の魔術を遠えん距きよ離りから一方的に封殺できるなら、それは無敵の力だ。ワンサイドゲームどころの話ではない。グレンが三節でしか呪文詠唱できなくたって勝率は百パーセントだ。いや、この固有魔術オリジナル前提で戦うなら、魔力効率の悪い一節詠唱なんて、そもそも必要ない。

「ぐ……ぅ」

　ジンは自分が完全にグレンの術中に嵌はまってしまったことを悟さとり、脂あぶら汗あせを垂らした。

　が。

「ま、俺も魔術起動できないけどな」

「は？」

　グレンが不意につぶやいたその言葉に、システィーナもジンも思わず目が点となった。

　たっぷりと数秒間、不思議な沈ちん黙もくがその場を支配する。

「いや、だって、俺も効果領域内にいるじゃん？　俺を中心に展開する魔術なんだし」

「な、な──なんの意味があるのよ、それ!?」

　システィーナもたまらず突つっ込みを入れてしまった。

「ぎゃはははは──ッ!?　お前、馬ば鹿かじゃねーの!?　魔術師が自分の魔術まで封印しちまってテメェどうやって戦う気なんだよ!?」

「は？　いや……別に魔術なんかなくたって拳こぶしがあるだろ？」

　グレンは首元を緩ゆるめながら、何か魔術師らしからぬ、おかしなことを言った。

「は？　拳？」

「うん、拳」

　突とつ如じよ、グレンが爆はぜるように動いた。

　一いつ瞬しゆんでグレンとジンの距離が詰つまる。剃刀かみそりのように鋭するどい踏み込みから放たれた左ジャブがジンの顔面を軽けい捷しように突き、刹せつ那なに続く右ストレート一いつ閃せん。

「ぐぁあああっ!?」

　電光石火のワンツーによってジンの身体は吹ふき飛ばされ、壁かべに叩たたきつけられた。

「え？　噓うそ……何、今の動き……」

　全然、見えなかった。システィーナは呆ぼう然ぜんとグレンを見つめる。

　グレンは身体を半はん身みに、やや猫ねこ背ぜに、両の手の甲こうを相手に向けてわずかに回転させる──古式拳けん闘とう術に似た構えを取っている。軽くステップを踏みながら油断なくジンを見み据すえていた。

「や、野や郎ろうぉ──ッ！」

　起き上がったジンが激情に任せてグレンに殴なぐりかかった。

　だが、グレンはジンが放った拳に、上から被かぶせるようなカウンターを合わせる。

　その挙動はバネのようにしなやかで、荒あら波なみのように力強く、そして、速い。

「が──ッ!?　ふぐ!?」

　拳がジンの顔面に再びめり込むと同時に、グレンは鋭く体重移動をする。ジンの脇わき腹ばらに深く膝ひざ蹴げりを入れ、ジンの腕うでと胸むな元もとを取り、足を払はらい、背負うように投げ飛ばす。

「ぎゃあああああっ!?」

　再び壁に叩きつけられて、ジンが悲鳴を上げる。

「うーん、やっぱ鈍にぶってるなー。久しぶりだからなー」

　当のグレンは指をぽきぽき鳴らしながら、だるそうにそんなことをぼやいていた。

「て、てめぇ……」

　鼻血を吹きながら、よろよろとジンが起き上がる。

「あら？　驚おどろきました？　実はボク、昔、近所の道場で拳闘などを少々……」

「ふ、ふざけるな！　妙みようなアレンジが加わっちゃいるが、今のはれっきとした帝てい国こく式軍隊格闘術じゃねえか!?　しかもかなりの使い手……テメェ、一体、何者なんだ!?」

「グレン＝レーダス。非常勤講師だ」

　その言葉にジンが幽ゆう霊れいに出会ったかのような表情で目を見開く。

「グレン、だとぉ……テメェがか!?　まさか、キャレルの奴やつが敗れたってのか!?　冗じよう談だんだろ……ッ!?　アイツほどの魔術師が……ッ!?」

　だが、それもありえる話ではあった。このグレンという男は周囲一帯の魔術を自分含ふくめて封印するなどという、マトモな魔術師ならば考えもつかない馬鹿げたことを平気でやる男だ。この格闘術の異常な練度の高さも恐おそらく、対魔術師戦をその封印魔術を前提にしているからだろう。この男の前では生きつ粋すいの魔術師ほど、無力な存在となってしまうのだ。

「クソッ！　ふざけるな、ふざけるなよっ！　魔術師が肉にく弾だん戦で雌し雄ゆうを決するだと!?　てめぇ、魔術師としてのプライドはねーのか!?」

「お前、そんなに魔術以外で倒たおされるの嫌いやなの？　もう、しょーがねーな。じゃあ、これからお前に放つ一いち撃げきは【魔法の鉄拳マジカル☆パンチ】っていう伝説の超ちよう魔術な？　今、開眼した」

「は？」

　啞あ然ぜんとするジンに向かって、グレンが拳を構えて突とつ進しんした。

「魔法の鉄拳──」

「う、おおお!?」

　グレンが引き絞しぼった拳に反応して、ジンが両腕を交差させて顔面をガードする。

「マジカル☆パァアアアアンチッ！」

　そのままグレンは右足を振ふり上げて、ジンのガードの隙すき間まを縫ぬうように、旋せん風ぷうのような上段回し蹴りをジンの側頭部へと叩き込む。

「ぎゃぁあああああああ──っ!?」

　猛もう烈れつに蹴り倒されたジンは床ゆかを派手に転がっていった。

「説明しよう。【魔法の鉄拳マジカル☆パンチ】は、なんかよくわからない魔法的な力で、パンチの二倍と言われるキックに匹ひつ敵てきする威い力りよくが出る、なんかもう凄すごい魔法のパンチなのだ」

「ていうか……パンチじゃなくて実際に、キックだった……だろ……」

「ふっ、そこがなんとなくマジカル」

「くっそ……このオレがぁ……ッ！　こんな……ふざけた奴に……ッ！　がは……」

　その言葉を最後に、ジンの意識は完全に暗くら闇やみへと落ちた。

　システィーナはほんのちょっとだけ、ジンに同情していた。
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「これでよし、と」

　グレンは気絶したジンに油断なく注意を払いながら、自分の範囲封印魔ま術じゆつの効果が切れるのを待ち、【マジック・ロープ】でジンの手足の動きを封じ、【スペル・シール】を付呪エンチヤントしてジンの魔術を封じ、【スリープ・サウンド】を重ねてかけた。それから全ぜん裸らにひん剝むいて、さらに亀きつ甲こう縛しばりに縛り上げ、全身に見るも無む惨ざんな落書きを書き込んで、最後に股こ間かんへ『不能』と書いた紙を貼はった。

「ふぅ、これで完全無力化だ。やれやれ魔術師の捕ほ虜りよの扱あつかいはこれだから厄やつ介かいなんだ」

　それでもそこまですることになんの意味があるんだとシスティーナが思っていると、システィーナの肩かたに、ばさりと男物のシャツがかけられた。

「先生……？」

　振り返って見れば、タンクトップ姿になったグレンがシスティーナの、あられもない姿をなるべく見ないように、あさっての方を向いている。

「怖こわかっただろ。怪け我がはないか？」

「私は大だい丈じよう夫ぶ……先生が助けてくれたから」

「そうか。間に合ってよかった。今、その【マジック・ロープ】を解いてやる」

　グレンは黒魔【ディスペル・フォース】の呪じゆ文もんを唱え、システィーナを縛いましめていた【マジック・ロープ】と【スペル・シール】の付呪エンチヤント効果を打ち消した。

　腕が自由になったシスティーナはグレンのシャツに腕を通し、ボタンを留める。

　グレンはシスティーナと目を合わせようとしなかった。

「せ、先生……貴方あなた……」

　微び妙みような沈ちん黙もくに耐たえられず、システィーナがグレンに声をかける。

「聞くな。頼たのむ」

　すると、グレンはばつが悪そうに拒きよ絶ぜつした。

「わかっちゃいたんだよ……俺には人を教える資格なんてないってな。誰だれかを教え導くには、手が汚よごれ過ぎている……」

「いや、そうじゃなくて、あの……ズボン、ずり落ちてますよ？」

「おおぅっ!?」

　どうやら最後の回し蹴りでベルトの金具が弾はじけていたらしい。グレンのズボンはいつの間にか膝しつ下かまでずり下がり、下着が丸見えになっていた。

「ああ、もう、ちっくしょう！　これだから安物はーっ！」

「先生ってホント締しまりませんね……」

　慌あわててズボンを引き上げる間ま抜ぬけな姿を前に、システィーナは呆あきれるしかない。

「でも……生きててよかった……」

「ん？　なんか言ったか？」

「別に」

　システィーナはどこか不ふ機き嫌げんそうに、ぷい、とそっぽを向いた。

「……？　まぁ、いい。とにかくだ。状じよう況きようを教えろ、白しろ猫ねこ。一体、何が起こったんだ？」

「あ……はい……」

　システィーナは一連の出来事を説明した。いきなりテロリストを名乗る二人の魔術師が教室にやって来たこと、教室の生徒達が拘こう束そくされて閉じ込められていること。グレンはまだ生徒達に犠ぎ牲せい者が出ていないことに、とりあえず安あん堵どしたようだ。しかし──

「ルミアが連れて行かれた？」

「……はい」

　システィーナが悔くやしそうに、哀かなしそうに目を伏ふせる。

「なんでアイツが？」

「わかりません」

「そうか……しかし、となるとやっぱ早まったか？」

「先生？」

「あー、いや、すまん。独り言だ。お前を助けられたんだ。判断は正しかったとしよう」

　と、その時だった。

　辺りに金属を打ち鳴らしたような甲かん高だかい共鳴音が響ひびき渡わたる。

　何事かとシスティーナが身を固くしていると、眉み間けんにしわを寄せたグレンがポケットから半割りの宝石を取り出して耳に当てた。

「てめぇ、セリカ!?　遅おせぇぞ！　一体、何やってたんだ、この馬ば鹿か！」

『すまんな。ちょうど講演中だったんだ。着信は切ってたんだよ』

　宝石から、今はフェジテから遥はるか遠き帝てい都とにいるはずのセリカの声が聞こえてくる。

「こっちはそれどころじゃねーぞ!?」

『……何かあったのか？』

　宝石から聞こえてくる声が硬かたくなった。

「ああ、実はな……」

　…………。

　……。

『それ、本当か？』

「冗談でこんなコト言うか。面おも白しろくねーぞ」

　グレンは頭をかきながら、まくし立てる。

「とにかく、下手人は天の智ち慧え研究会だ。結界を掌しよう握あくされ、学院は完全に封ふう鎖さされた。もう、入ることも出ることもできん。人ひと質じちに取られた生徒は五十人前後、教室に無力化されて閉じ込められてる。その内一人は保護、一人は黒幕の元に連れて行かれたらしい」

『天の智慧研究会か……あのロクでなしの人でなし共が出張って来るとはな……』

「敵戦力は確認できたのが三人、まだ未確認なのが一人以上。確認できた敵の内、二人は無力化。だが、残りが多分、ヤバい。諸状況から察するに先の二人と比ひ較かくして格下なんてことは恐おそらくありえない」

『お前の固有魔術オリジナル【愚ぐ者しやの世界】でもダメそうか？』

「俺の固有魔術オリジナルは不意を討うってこそ、だ。流石さすがに三度目をやすやすと許すほど、敵も馬鹿じゃないはずだ」

『そうだな』

「で、最後にこれが重要なんだが……俺もこの学院の魔導セキュリティのレベルの高さは知っている。だが、ここまで鮮あざやかにセキュリティを掌握されている所から察するに……いるぞ、学院内に裏切り者がな」

『あぁ、私もそれを考えていた』

「なぁ、セリカ。そっちにいるはずの教授や講師達の中で不自然に姿が見えない奴っているか？　特に教授格か、それに準ずる能力を持つ講師だ」

『わからん。会場では団体行動じゃない。すぐに確認するのは不可能だ』

「ち……事情を説明してさっさと確認しろ！　それから早く帝国宮きゆう廷てい魔導士団を回すように手配してくれ！」

『無理だ。お前も知っているとおり、魔術学院はとにかく各政府機関の面子めんつや縄なわ張ばり争いがうるさい魔ま窟くつなんだ。呼ぶとしても迅じん速そくに……というワケにはいかない』

「アホか、ふざけんな!?　生徒達の命がかかってんだぞ!?　お前の権限でなんとかしろよ!?」

『今の私は市し井せいの一魔術師に過ぎないんだ。人が過去の役職の権限を振りかざしていいなら、国が滅め茶ちや苦く茶ちやになるぞ』

「じゃあ、お前が早く帰ってこい！　学院内に転送法ほう陣じんがあるだろ!?」

『落ち着けよ。そこまで周しゆう到とうに結界を掌握した連中が学院内の転送法陣を有効にしたままにしておくか？　私なら絶対最初に壊こわすぞ？　ま、試ためしてはみるがね。期待はするな』

「く……」

　確かにそうだ。転送法陣は長ちよう距きよ離り転送魔術において入り口であり、出口でもある。帝都と学院を繫つなぐ転送法陣が生きていたら、帝都から学院内に侵しん入にゆうされる。先に拠きよ点てんの転送法陣を破は壊かいするのは立てこもりテロの定石だ。

　グレンはばつが悪そうに頭を押おさえてため息をつく。

「……悪い。冷静じゃなかった」

『人の本質ってやっぱ変わらないな。お前はお前のままだよ。とにかく、こっちは対応を急ぐ。お前は無理をせず、保護した生徒と一いつ緒しよにどこか安全な場所で隠かくれていろ』

「ああ、わかった」

『じゃあ、いったん切るぞ。……死ぬなよ？』

「……こんな所で死んでたまるか」

　通信魔術を解除し、グレンは宝石をポケットに押し込んだ。

「……ん？　どうした？」

　視線に気づいてグレンはシスティーナに声をかける。

「いえ……その……意外で……」

「はぁ？」

「先生ってその……もっと冷めた人なんだって思ってたから……」

　どうでもいい、とばかりにグレンは目を背そむけた。

「あの……今の……相手はアルフォネア教授、ですよね？」

「ああ」

「助けは呼べそうなんですか？」

「呼べそうだ、と今の話聞いて思ったか？」

　それを聞いて、システィーナは消しよう沈ちんしたように肩を落としてうつむいた。

　やがて、何かを決心したかのように顔を上げ、部屋を出て行こうと踵きびすを返した。

「どこへ行く気だ？　白猫」

　グレンはとっさにその腕うでをつかんで引き止める。

「ルミアを助けに行きます」

「よせ、無む駄だ死じにする気か？」

「だって……だって、ルミアが……ルミアは私を庇かばって……」

「お前一人に何ができんだよ？　お前自身わかってんだろ？　大人しくしてろ」

「でも……でも……ッ！」

「大人しくしてろ」

　有無を言わさない、突つき放すようなグレンの言葉。

　次第にシスティーナの肩かたが小刻みに震ふるえていく。水すい滴てきが床ゆかを叩たたく音が、小さく響いた。

「でも……私、悔しくて……だって……」

「お、おい……白猫……？」

「だって……ぅう……ひっく……うわぁあああん……」

　今まで色々こらえていた感情が、一時の安堵が引き金となって暴発したのだろう。言葉を失うグレンの前で、システィーナは目を腫はらして子供のように泣きじゃくっていた。

「先生の言う通りだった！　魔術なんて、ロクな物じゃなかった！　こんな物が……こんな物があるからルミアが……ルミアが……ひっく……う、うぅ……」

「……泣くな、馬鹿」

　ぽん、と。グレンはシスティーナの頭に優やさしく手を乗せた。

「先生……？」

「魔術が現実に存在する以上、存在しないことを望むのは現実的じゃない。大切なのはどうすればいいのか考えること……なのだそうだ。お前の親友の受け売りだけどな。やーれやれ、俺もずいぶんと長い間、思考停止していたらしい。ヤキが回ったかね？」

　そう語るグレンは、いつもの気だるげで皮肉げな顔からは想像つかないほど、穏おだやかな表情を浮うかべていた。その意外過ぎる一面に、システィーナは戸と惑まどうしかない。

「ルミアの奴やつはこういう事件が起こらないように将来、魔術を導いていけるような立場になりたいらしい。アホだろ？　でも立派だ」

「あの子が……そんなことを？」

「あぁ、死なせられないよな……死なせてたまるかよ」

　グレンは決意を瞳ひとみに宿し、そして言った。

「俺が動く。敵の残りは二人だと決めつけて暗殺する。もう、それしかない」

　暗殺。その時、システィーナはそんなことをあっさりと言ってのけたグレンに背筋が凍こごえるような恐きよう怖ふを覚えた。だが、それ以上にやるせなさも感じた。グレンは人殺しを覚かく悟ごした冷れい徹てつな瞳をしていたが……どこかとても辛つらそうだったからだ。

「くは、くはははは……」

　突とつ然ぜん、その場に乾かわいた笑い声が響き渡った。

「……暗殺、か。けっけっけ、まさかそんな言葉があっさりと出るとはな……タダ者じゃねーとは思ってたが……なんだ、お前もコッチ側の人間かよ……クハハ……」

　見れば、転がされているジンが意識を取り戻もどしていた。どうやら【スリープ・サウンド】の効きが甘あまかったらしい。グレンは舌打ちしながらジンを流し見る。

「否定はしねーよ。しょせん俺も下げ種すだ」

「ほう？　じゃ、オレは殺さねーのか？　それとも可愛かわいい生徒の前じゃ殺せねーかぁ？」

「先生と貴方あなた達を一緒にしないで！」

　ジンの不ふ愉ゆ快かいな言を聞いていられず、システィーナが肩を怒いからせて叫さけんだ。

「先生は貴方とは違ちがうわ！　なんのためらいもなくゴミみたいに人を殺せる貴方達とは──」

「くはは！　お前、そいつの何を知ってるんだ？　そいつは最近やって来たばかりの非常勤講師なんだろ？」

「そ、それは……」

　思わず言葉に詰つまった。確かにシスティーナはこの約二十日間ばかりのグレンしか知らない。セリカが連れて来た謎なぞの講師。グレンが過去に何をやっていたかなんて何一つ知らない。

「断言してやる。そいつは絶対、ロクな奴じゃねえ。もう何人も殺やってきた……オレらと同じ外げ道どうさ。そういう人間だ。そういう目をしてやがる。オレにはわかるぜ」

　システィーナはグレンに違うと一言否定して欲しかった。

　だが、グレンは何も言い返さない。それは限りなく肯こう定ていに近い沈ちん黙もくだった。

　と、その時。突然、場に魔ま力りよくの共鳴音が響ひびき渡わたったかと思うと、グレン達を取り囲む空間が波は紋もんのように揺ゆらいだ。

「何──ッ!?」

　空間の揺らぎから何かが無数に出現する。

　それらは骸がい骨こつだ。二本の足で立ち、剣けんや盾たてなどで武装している。その数、十数体。いや、今もなお、その数はどんどん増え続けている──

「やっとお出ましだぁ！　ナイス！　レイクの兄貴！」

　歓かん声せいをあげるジン。

　グレンとシスティーナはあっと言う間に、大量の骸骨達に包囲されていた。

「せ、先生……これは──」

「くそ、ボーン・ゴーレムかよ!?　しかも、こいつら、竜りゆうの牙きばを素材に錬れん金きん術じゆつで錬成された代しろ物ものじゃねえか!?　ずいぶんと大おお盤ばん振ぶるまいだな、おい!?」

　召しよう喚かん【コール・ファミリア】。本来は、小動物のようなちょっとした使い魔を呼んで使し役えきする召喚魔術の基本術だが、この術者は自己作成したゴーレムを使い魔として、しかも遠隔連続召喚リモート・シリアル・サモンするなどという、恐おそろしく高度なことをやっている。しかもグレン達の前に現れたゴーレムは竜の牙製。それゆえに驚きよう異い的な膂りよ力りよく、運動能力、頑がん強きようさ、三属耐たい性せいを持っている。並みの戦士や魔術師では対処できない危険な相手だ。

「てか、なんだこのふざけた数の多重起動マルチ・タスクは!?　人間業わざじゃねーぞ!?」

　術者の卓たく越えつした技量に驚きよう愕がくする暇ひまもない。

　ボーン・ゴーレムの一体が剣を振りかざして、システィーナに襲おそいかかった。

「きゃあ!?」

「下がってろ！」

　グレンが間に割って入る。左手の甲こうで振り下ろされた剣の腹を叩たたいて弾はじき、全身のバネと共に渾こん身しんの右ストレートをボーン・ゴーレムの頭部に叩き込む──が。

「ち、硬かてぇ!?」

　多少、のけぞらせたがそれだけだ。ひびの一つも入っていない。

　体勢を立て直したボーン・ゴーレムが、再び剣で斬きりかかって来る──

「こいつら牛乳飲み過ぎだろコンチクショウ!?　炭酸水でも飲んどけ！」

　竜の牙製のゴーレムに物理的な干かん渉しようはほとんど損害にならない。拳けん打だのような打だ撃げき攻撃はもちろん、攻性呪文アサルト・スペルの基本三属と呼ばれる、炎えん熱ねつ、冷気、電撃も通用しない。

　このゴーレムを打うち倒たおすならば、もっと直接的な魔力干渉をしなければならない。

（【ウェポン・エンチャント】だ！　くそ、間に合うか!?）

　三節詠えい唱しようしかできないのは、こういう時ネックだ。とっさの対応が非常に困難である。

　二回ほど刃やいばを身体からだで受ける覚悟を固めて、グレンは呪じゆ文もんを唱えようとして。

「《その剣に光在れ》ッ！」

　システィーナが一節詠唱で唱えた、黒魔【ウェポン・エンチャント】が完成する。

　グレンの両拳が一いつ瞬しゆん白く輝かがやき、その拳に魔力が付呪エンチヤントされた。

「先生！」

「すまん、助かった！」

　礼を言いながら、グレンが素す早ばやくステップを踏ふんだ。

　拳三閃。正面と左右から襲いかかってきたゴーレムの頭ず蓋がいが今度こそ粉ふん砕さいされる。

「《大いなる風よ》！」

　続いてシスティーナが黒魔【ゲイル・ブロウ】の呪文を唱える。

　猛もう烈れつな突とつ風ぷうが吹ふき荒あれ、出入り口の扉とびらを塞ふさいでいたゴーレム達を扉ごと吹き飛ばした。

　ダメージは無に等しいだろうが、これで外までの道が開けた。

「ナイスだ！　走れ、白しろ猫ねこ！」

「は、はい！」

　システィーナが実験室の外へと続く道を駆かける。

　すかさず、左右のボーン・ゴーレム達がシスティーナに襲いかかる。

「させるかよ！」

　システィーナの背後についていたグレンの拳と足が、それらを薙なぎ倒し、振り払はらう。

　かろうじて実験室の外への脱だつ出しゆつに成功。

　休む暇もなく、二人は廊ろう下かを駆け出した。

「先生、どこに逃にげればいいの!?」

「さあな!?」

　と、その時。

「ぎゃあああ──ッ!?」

　背後の方から悲鳴が響いた。

「ま、待て!?　な、なんでオレまで……ぁあああああああああああああ──ッ!?」

　柔やわらかい物を硬かたく鋭するどい何かが突き刺さすような音が何度も響き、悲痛な断だん末まつ魔まがそれにアンサンブルする。システィーナは顔を青ざめさせ、気分悪そうに口元を押さえた。

「助ける義理はないし、余よ裕ゆうもない」

　グレンはまるで自分に言い聞かせるように、冷れい淡たんに言った。

「それよりも明日は我が身だ。来たぞ」

　ジンを始末したらしいゴーレム達が二人を追ってぞろぞろと部屋の外に出てくる──




「──ふ！」

　グレンの右ストレートが一いつ閃せんする。

　立ちはだかったボーン・ゴーレムの頭蓋が粉砕される。

「《大いなる風よ》ッ！」

　システィーナが【ゲイル・ブロウ】の呪文を唱える。

　両手から巻き起こる突風が背後に迫せまるボーン・ゴーレム達を吹き散らす。

「こっちだ！」

「はい！」

　廊下の端はしに到とう達たつし、続く階段を駆け上る。

　ボーン・ゴーレムの群れがしつこく二人の後を追う。

「くそ、ジリ貧ひんだな……」

　魔力強化されたグレンの拳けん闘とうで対応するには敵の数が多過ぎる。システィーナの知る魔術では時間稼かせぎにはなるが決定打は与あたえられない。

　それゆえに、どうしても逃げるしかない。

　システィーナの魔力も無限じゃない。先ほどから間断なく魔術を行使し続けている。気き丈じようにも表情には出さないが相当消しよう耗もうしているはずだ。魔術適性評価によればシスティーナの魔力容量キヤパシテイは生まれながらにずば抜ぬけているが、連続行使は辛いだろう。

「先生！　ゴーレムはカテゴリー的には魔法生物ですよね!?」

　グレンの後ろに続くシスティーナが息も絶え絶え言った。

「先生のあの固有魔術オリジナルでなんとかならないんですか!?」

「ならん！」

　グレンは即そく答とうした。

「俺の【愚ぐ者しやの世界】は魔術の起動そのものをシャットアウトするだけだ！　すでに起動して現象として成り立ってる魔術には意味がない！　例えば、あいつらみたいにな！」

　グレンは背後から追って来るボーン・ゴーレム達へ、忌いま々いましそうに目を向ける。

「あいつらをなんとかしたかったら、むしろ【ディスペル・フォース】──魔力相そう殺さいの魔術だ」

「それなら私が使えます！　やってみましょうか!?」

「ちょ!?　できるのか!?　かなりの高等呪文だぞ!?」

「はい。学院でじゃなくて、お父様から手習った術ですけど……」

「お前、本当に優ゆう秀しゆうだったのな……だが、無む駄だだ。やめとけ」

「どうしてですか!?」

「あいつらをディスペルしていった所で、竜の牙……素材に戻るだけだ。再び術者が魔力を吹き込めばゴーレムとなってまた襲いかかって来る。要するに魔力の無駄遣づかいだ」

「──っ!?」

「おまけに【ディスペル・フォース】に必要な魔力量は対象物に潜せん在ざいする魔力量に比例する。半自律行動のために魔力増ぞう幅ふく回路が組み込まれているあの連中を、いちいちディスペルしようとすれば、お前一気に枯こ渇かつするぞ？　今はお前の魔術の援えん護ごが必要なんだ」

「じゃあ、まだ魔力に余裕がある先生が【ディスペル・フォース】を──」

「俺がやったら余計無駄だ。散々長ったらしい呪文唱えて、大量に魔力消費して、一時的に減らせる数が一体じゃ意味がない。むしろ魔力強化された拳で殴なぐった方が手っ取り早い。再利用されるのを防ぐという意味も含ふくめてな！」

「でも、このままじゃ──」

　二人は階段を上りきり、再び廊下に復帰する。

「先生!?　この先は──」

「あぁ、行き止まりだな」

　システィーナが察した通り、ここから先に延々と一直線に続く廊下の先は袋ふくろ小路こうじだ。

「ど、どうするの!?」

「俺がここで食い止める。お前は先に奥まで行って……即そつ興きようで呪文を改変しろ」

「え!?」

「改変する魔ま術じゆつはお前の得意な【ゲイル・ブロウ】だ。威い力りよくを落として、広こう範はん囲いに、そして持続時間を長くなるように改変しろ。節構成はなるべく三節以内だ。完成したら俺に合図しろ。後は俺がなんとかしてやる」

「で、でも……」

　不安げにシスティーナが隣となりを走るグレンの横顔を見上げる。

「わ、私にそんな高度なことができるかどうか……」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　返って来るグレンの言葉はどこか自信に満ちた物だった。

「お前は生意気だが、確かに優秀だ。生意気だがな」

「生意気を強調しないでください！」

「俺がここ最近で教えたことを理解しているなら、それくらいできるはずだ。てか、できれ。できないなら単位落としてやる」

「り、理り不ふ尽じんだ……」

　だが、こんな状じよう況きようでもいつもと変わらない調子のグレンに、システィーナの緊きん張ちようは、幾いくばくか解ほぐれた。それをグレンが狙ねらってやっているのか本気なのかは、甚はなはだ不明だが。

「……わかりました。やってみます」

「よし、じゃあ、先に行け！」

「はい！」

　グレンは足を止めて踵きびすを返し、向かってくるボーン・ゴーレムの群れに向き直る。

　システィーナはそのままグレンを置いて先行する。

「おおおお──ッ！」

　グレンの放った拳こぶしが先頭のボーン・ゴーレムを粉砕した。

　ボーン・ゴーレム達が怒ど濤とうの勢いでグレンに襲いかかって来る。

（行ける。あのチンピラ男を先に襲ったことから予想してたが、こいつらは自分に近い奴やつを優先的に襲う単純な命令しか受けてない。なら、俺がここで生きて踏ん張る限り白しろ猫ねこ娘むすめを襲おうとはしない。壁かべは俺一人で十分だ）

　ゴーレム達の無数の剣けんを、グレンは少しずつ後退しながら体さばきでいなしていく。

　迫り来る攻こう撃げきの間かん隙げきを盗ぬすんで拳を叩たたき込み、ゴーレム達を破は壊かいしていく。

　だが、多勢に無勢。倒しきれないボーン・ゴーレム達の、さばききれなかった刃がグレンの身体を少しずつ刻んでいく。

（ち……さばきは致ち命めい傷しようや行動不能に陥おちいらない最小限……なるべく長く踏みとどまって時間を稼かせぐ……頼たのむぜ、白猫）




　廊下の最奥に到達したシスティーナは息を整えながら、早さつ速そく、黒魔【ゲイル・ブロウ】の魔術式と呪じゆ文もんを頭に思い浮うかべ、呪文の改変に取りかかった。

　遥はるか廊下の先ではグレンが獅し子し奮ふん迅じんの戦いを見せている。

「《風──静かなる──》ううん、だめ。これじゃ威力が──《嵐あらし──奔ほん放ぽうなる》──」

　ルーンが引き起こす深層意識の変革結果を、グレンに教わった魔術文法と魔術公式を使って頭の中で演算しながら、望む呪文へと少しずつ近づけていく。

　一方、目の前ではグレンが少しずつ、少しずつ、刻まれていた。ぱっと朱しゆが宙を舞まうたびに、システィーナの胸中は焦しよう燥そうに焦こがされる。グレンが攻撃をさばき損ねてバランスを崩くずしかけるつどに心臓が締しめ上げられる。あの様子ではとても長くはもちそうにない。双そう肩けんに圧おしかかるプレッシャーにシスティーナは思わず頭を抱かかえてうずくまりたくなった。

「《阻はばむ風──拒こばむ風──風の壁》？　持続時間を延ばすには──」

　それでもグレンが敵に背を見せることはない。少しでも長く時間を稼ぐために、右へ左へと身体からだをさばき、敵の猛もう攻こうを受け流しつづけている。

　システィーナは気づいた。あの不退転の意志と立ち回りはシスティーナを頑かたくなに信じていなければ絶対できないことだ。口を開けば皮肉と憎にくまれ口ばかりでも、グレンはシスティーナのことを信しん頼らいしていたのだ。

　絶望を前に戦い続けるグレンの姿はシスティーナに勇気を与えた。

　あの信頼を裏切るわけにはいかない。

「詠えい唱しよう速度は二十二に落として……テンションは四十五とすれば……」

　システィーナは強くない。いつも名門の名にふさわしくあるように強がって見せているだけで、本当は誰だれよりも臆おく病びようで弱い。実はそのことはシスティーナ本人も自覚していた。

（今だけでいい……敵を前に一歩も怯ひるまなかったルミアみたいな強さを……先生みたいな強さを……ッ！）

　ルミアにも、グレンにも、システィーナは救われた。二人がいなかったら、今、自分はここにこうして立っていることなどない。死んでいたか──心を壊こわしていただろう。

（だから──今度は私が助ける！）

　焦燥と恐きよう怖ふでパニック寸前だった脆もろい心を、システィーナは見事最後に御ぎよした。

　やがて──

　すとん、と腑ふに落ちるような閃ひらめきと共に最後のルーンを選び、呪文改変が完成する。

「先生、できた！」

　システィーナが叫さけんだ瞬しゆん間かん、グレンは待っていましたと言わんばかりに踵を返し、システィーナの方に向かって駆かけ出していた。

　当然、ボーン・ゴーレムの群れがその後を追って来る。

「何節詠唱だ!?」

「三節です！」

「よし！　俺の合図に合わせて唱え始めろ！　奴らめがけてぶちかませ！」

　グレンが駆ける。駆ける。

　ゴーレム達が迫る、迫る。

「今だ、やれ！」

「《拒み阻めよ・──」

　グレンとシスティーナの距きよ離りが詰つまる、詰まる。

「《──嵐の壁よ・──」
















　彼ひ我がの距離、十足──五足──三足──

「──その下か肢しに安らぎを》──ッ！」

　グレンが跳ちよう躍やくする。システィーナのかたわらを転がりながら通り過ぎる。

　その瞬間、呪文が完成。システィーナの両手から爆ばく発はつ的てきな風が生まれた。

　それは【ゲイル・ブロウ】のような局所に集中する突とつ風ぷうではない。廊ろう下か全体を埋うめ尽つくすような、広範囲にわたって吹ふき抜ける指向性の嵐だった。

　命名するならば、黒魔改【ストーム・ウォール】。システィーナから遥か廊下の彼方かなたに向かって駆け流れる風の壁は迫り来るゴーレム達の進行速度を劇的に落とした。

　だが──

「だ、だめ……完全には足止めできない……ごめんなさい、先生……ッ！」

　即興ゆえ威力が足りなかったのか。ゴーレム達は気流に逆らって少しずつにじり寄ってくる。連中がここまで辿たどり着くのは時間の問題だ。システィーナは脂あぶら汗あせを垂らした。

「いいや、上出来だ。助かる」

　だが、荒あらい息をつきながらグレンが立ち上がった。

　ぴん、と親指で小さな結けつ晶しようのようなものを頭上に弾はじき飛ばし、落ちてくるそれを横に薙ないだ左手で摑つかみ取る。

　そして、グレンはその結晶を握にぎり込んだ左拳こぶしに右掌てのひらを、ぱん、と合わせた。

「俺が今からやる魔ま術じゆつは何かの片手間に唱えるのは無理なんでね……しばらくそのまま耐たえてろ」

　一呼吸置いて、グレンは目を閉じ、呪文を唱え始めた。

「《我は神を斬ざん獲かくせし者・──……」

　ゆっくりと。

「《我は始原の祖と終ついを知る者・──……」

　殊こと更さらにゆっくりと。

　グレンは魔力を高めながら、意識を集中させ、一句一句呪文を紡つむいでいく。

　唱えた呪文に応じて、グレンの左拳を中心に、リング状の円法ほう陣じんが三つ、縦、横、水平に嚙かみ合うように形成され、それぞれが徐じよ々じよに速度を上げながら回転を始めた。

「……え？　噓うそ……？」

　システィーナはグレンが唱えようとしている呪文の正体に気づいた。

「そ、その術は……」

「《其そは摂せつ理りの円えん環かんへと帰き還かんせよ・五素より成りし物は五素に・象と理ことわりを紡ぐ縁えんは乖かい離りすべし・いざ森しん羅らの万象は須すべからく此こ処こに散さん滅めつせよ・──」

　そして。

　グレンがあっけに取られるシスティーナの前へ躍おどり出る。

「──遥かな虚きよ無むの果てに》──ッ！」

　都合七節にも渡って紡がれた、渾こん身しんの大呪文が完成する。

「ええい！　ぶッ飛べ、有象無象！　黒魔改【イクスティンクション・レイ】──ッ！」

　グレンが前方に左掌を開いて突つき出す。

　左掌を中心に高速回転していたリング状の円法陣が前方に拡大拡散しながら展開。

　次の瞬間、その三つ並んだリングの中心を貫つらぬくように発生した巨きよ大だいな光の衝しよう撃げき波はが、前方に突き出されたグレンの左掌から放たれ、廊下の遥か向こうまで一直線に駆け抜けた。

　そして──殲せん滅めつ。その射線状にあった物……ボーン・ゴーレムの群れはおろか、天てん井じようや壁まで、光の波動は抉えぐり取るように全てを吞のみ込み、一いつ瞬しゆんで粉みじんに消滅させていた。

　やがて、視界を白熱させていた眩まばゆい光が、ゆっくりと収まっていく。

　無音。静せい寂じやく。もはや眼前に動く物は何一つない。

「……え？」

　あっけない幕切れにシスティーナが忘我する。天井は完全になくなり上階の天井が見える。右手の壁も全て消滅し、外の風景が丸見えだ。まるで長大な円柱を廊下から切り出したかのようなその光景。ただ、吹きさらしになった廊下に風が吹いていた。

「す、凄すごい……こんな、高等呪文を……」

　黒魔改【イクスティンクション・レイ】。対象を問答無用で根源素オリジンにまで分解消滅させる術である。個人で詠唱する術の中では最さい高こう峰ほうの威い力りよくを誇ほこる呪文であり──二百年前の『魔導大戦』で、セリカ＝アルフォネアが邪じや神しんの眷けん属ぞくを殺すために編み出した、限りなく固有魔術オリジナルに近い神殺しの術だ。

　グレンはこの呪文を詠唱する際、何らかの魔術触しよく媒ばいを使ったようだが……それでも詠唱できるだけで掛かけ値ねなしの賞賛と驚きよう愕がくに値あたいすることである。

「い、いささかオーバーキルだが、俺にゃこれしかねーんだよな……ご、ほ……っ！」

　その時、グレンが血を吐はいて頽くずおれた。

「先生!?」

　グレンの異変に、システィーナは慌あわててグレンの元へ駆け寄り、その身体に触ふれる。全身に浮かぶ冷や汗あせ、触さわって思わずぞっとするほどグレンの身体は冷たかった。

「これは……マナ欠けつ乏ぼう症しよう!?」

　マナ欠乏症とは極きよく端たんに魔力を消しよう耗もうした時に起こるショック症状だ。魔力の源は肉体に内包するマナ。マナの本質とはすなわち生命力だ。これを急激に消耗すれば当然、命に関わる。魔術とは自らの命と引き換かえに振ふるう諸もろ刃はの剣つるぎなのである。

「まぁ……分不相応な術を、裏技で無理矢理使っちまったからな……」

　いつもの軽口はどこへやら。グレンは苦しそうに顔を歪ゆがめていた。

　マナ欠乏症を差し引いてもグレンの状態はひどい。全身、傷だらけの血まみれだった。致命傷はないが、傷の数がかなり多い。このまま血を流し続けるのは──まずい。

「だ、大だい丈じよう夫ぶなんですか!?」

「これが大丈夫に見えたら病院に行け……」

　減らず口にもキレがない。

「《慈じ愛あいの天使よ・彼かの者に安らぎを・救いの御み手てを》」

　システィーナは、怪け我がを治す白魔【ライフ・アップ】の呪文でグレンの傷を癒いやそうとする。しかし、システィーナは運動とエネルギーを扱あつかう黒魔術や、物質と元素を扱う錬れん金きん術じゆつは得意だが、【ライフ・アップ】のような肉体と精神を扱う白魔術はそれほどでもない。これだけの傷を癒すのにどれだけの時間と魔力が必要になるのか見当もつかない。

「馬ば鹿か、やってる場合か……」

　グレンが口元を伝う血を拭ぬぐって無理矢理立ち上がる。その膝ひざは笑っていた。

「今すぐ、ここを離はなれるぞ……早くどこかに身を隠……」

　言いかけて、グレンは苦い顔をした。

「んな吞のん気きなことを許してくれるほど、甘あまい相手のはずないよなぁ……くそ」

　かつん、と。

　破は壊かいの傷きず痕あとが刻まれた廊下に靴くつ音おとが響ひびいた。

「【イクスティンクション・レイ】まで使えるとはな。少々見くびっていたようだ」

　廊下の向こう側から姿を現したのは──

　ダークコートの男──レイクと呼ばれていた男だった。

「──っ!?」

　システィーナは息を吞んだ。

　最悪のタイミングだ。グレンはすでに満まん身しん創そう痍い。

　おまけにレイクの背後には五本の剣けんが浮ういていた。あれは恐おそらく、レイクの魔導器なのだろう。すでに起動されて展開している以上、グレンの【愚ぐ者しやの世界】は通用しない。

「あー、もう、浮いている剣ってだけで嫌いやな予感がするよなぁ……あれって絶対、術者の意思で自由に動かせるとか、手練てだれの剣士の技わざを記き憶おくしていて自動で動くとか、そんなんだぜ？　ちくしょう」

「グレン＝レーダス。前調査では第三階梯トレデにしか過ぎない三流魔術師と聞いていたが……まさか貴様に二人もやられるとは思わなかった。誤算だな」

「ざけんな。内一人を完全に殺したのはお前だろうが。人のせいにすんな」

「命令違い反はんだ。任務を放ほう棄きし、勝手なことをした報むくいだ。聞き分けのない犬に慈じ悲ひをかけてやるほど、私は聖人じゃない」

「ああ、そうかい。そりゃ厳しいコトで」

　グレンはシスティーナに耳打ちする。

「おい、白しろ猫ねこ。魔力に余よ裕ゆうは？　お前はあの剣をディスペルできそうか？」

　システィーナはレイクの背後に浮かぶ剣を見る。見ただけで大量の魔力が漲みなぎっているのがわかる。当然のように魔力増ぞう幅ふく回路が組み込まれているのだろう。

「私が残りの魔力全部使っても多分、少し足りない……と思う。そもそも【ディスペル・フォース】を唱えさせてくれる隙すきがなさそう……」

「なら、よし」

　グレンは突とつ然ぜん、システィーナを横に突き飛ばした。

「……え？」

　システィーナが突き飛ばされた先は、グレンの【イクスティンクション・レイ】によって右手に空いた空間──校舎の外だ。

「わ──きゃあああああああ──ッ!?」

　全身を包む無重力と共に、システィーナが四階もの高さから落下していった。

　落下中にシスティーナが【ゲイル・ブロウ】を唱えて、落下速度を相そう殺さいしたのだろう。外から突風が吹き荒あれる音が響いてきた。

「ふん。逃にがしたか」

「まあね。流石さすがにお前を相手に庇かばいながらやるのは無理そうだしな。で、なんだ？　その露ろ骨こつな剣の魔導器は俺対策か？」

「知れたこと。貴様は魔術の起動を封ふう殺さつできる──そんな術があるのだろう？」

「あら……やっぱりバレてます？」

　どこで見ていた？　などと野や暮ぼなことは聞かない。遠見の魔術、使い魔との視覚同調、残留思念の読み取り……魔術師にとって情報を収集する手段など、いくらでもある。

「あのジンが何もできずに一方的にやられるなどそれしか考えられん。加えてボーン・ゴーレム達に対して貴様はその妙みような術を使わなかった。つまりは魔術起動のみを封じる特とく殊しゆな術、ということだ。ならば、最初から術を起動しておけば問題はない……行くぞ」

　レイクが指を打ち鳴らすと、背後に浮かぶ剣が一いつ斉せいにグレンへ切っ先を向けた。

　そして、グレンを目め掛がけて飛来し、真まっ直すぐ躍おどりかかる──

「ですよね──ッ!?」

　迫せまり来る切っ先を、傷いたんだ身体からだに鞭むち打ってグレンは必死にかわしていった。




「い……痛たたた……もう、なんてことするのよ……アイツ！」

　落とされた先──校舎中庭に四つんばいに突っ伏ぷしながらシスティーナがつぶやいた。

　黒魔【ゲイル・ブロウ】の呪じゆ文もんで落下速度の減速を行ったため、感覚的には階段を五、六つほど飛び降りた程度ではあるが……

「これが女の子に対する仕打ち!?　もし私の呪文詠えい唱しようが間に合わなかったらどうするつもりだったのよ!?　もう！」

　叫さけんではみたが、システィーナの心は急速に消しよう沈ちんしていった。

　冷静に考えてみれば、グレンが庇い立てしてくれたのはわかる。

　大量のボーン・ゴーレムの多重起動マルチ・タスクに、召しよう喚かん術の超ちよう高等技法である遠隔連続召喚リモート・シリアル・サモン、そしてあの剣の魔導器──身み震ぶるいするほどの超絶技ぎ巧こうの数々を披ひ露ろうしたダークコートの男は、あのチンピラ男とは比べ物にならないほど格上だ。あんな規格外の魔術師との戦いの場に残ったシスティーナが巻き込まれて死亡する確率と、校舎の外へ突き落とされたシスティーナが落下死する確率。そんなもの比ひ較かくするのも馬ば鹿か馬鹿しい。

　そんな状じよう況きようだから、確認もせずにいきなり突き落としたということは、それなりにシスティーナを信しん頼らいしてのこと、とは理解できるのだが……

「結局、私は……足手まといなのね……」

　確かにグレンはあの時、お前の魔術の援えん護ごが必要だ、と言ってくれた。

　だが、それはシスティーナを庇いながらでは、という条件がつくのではないか？　敵の攻こう撃げきをさばく、呪文を唱える、システィーナを庇う。その三つが二つだったら……グレンなら何の問題もなかったのではないか？　もし、グレンが一人だったなら、さっきの追い詰つめられた状況もなんとかなったのではないか？

　そもそも、自分達があれほど大量のボーン・ゴーレムに追われることになった原因は？

　あのダークコートの男に捕ほ捉そくされることになった切きつ欠かけは？

　それは、グレンがシスティーナを助けてしまったからではなかったか？

　しかも恐らく、そのせいでグレンの切り札たる固有魔術オリジナル【愚者の世界】も敵に割れてしまったはずだ。そう、全て自分のせいで。

「──ッ!?」

　頭上から、何かと何かが激げき突とつする音が響き渡わたった。戦いが始まったらしい。

　こうなればもう、システィーナにできることは何もない。

「もう、先生の言う通りにするしか……」

　がくりと肩かたを落としてシスティーナはその場にうなだれた。自分の無力さに打ちひしがれ、目の前が真っ暗になっていく。

　だが、その時だった。システィーナは、ふと気づく。

「……言う、通り？」

　その言葉には何か違い和わ感かんがある。

　システィーナはその違和感の正体をぼんやりと考えた。




　左から、右から、正面から、刃やいばが迫る、迫る、迫る。

　空気を引き裂さいて、真空を切り裂いて、刃の切っ先が迫る──

「はぁ──ッ！」

　グレンはそれを左拳こぶしで受け流し、右拳で撃うち落とし、体さばきでかわす。

　三方向からグレンに襲おそいかかる三本の剣は、達人の技量に匹ひつ敵てきする速さと鋭するどさでグレンを切り刻まんとする。

　だが、その動きは単調で無機的。それゆえに対処も辛かろうじて可能なのだが──

　不意に、グレンの頭上と背後から二本の剣が襲いかかる。

　それはグレンの動作の終ついを狙ねらった、実に有機的な剣撃だった。

　とっさに身をひねるが、最適の機会で襲いかかった二本の剣はグレンの背中を刻んだ。

「が──ッ！」

　紅くれないが散さん華げする。対処が間に合ったため、傷は深くない。だが、決して浅くもない。

「ち、ぃ──」

　グレンは跳とび下がり、壁かべを背後に身構える。

　ゆらゆらと、剣がグレンに切っ先を向けてグレンを取り囲んでいる。

「厄やつ介かいな……てめぇ……まさか、両方かよ」

　そう。男──レイクの操る五本の剣は、術者の自由意思で自在に動かせる二本の剣と、手練の剣士の技が記録され自動で敵を仕留める三本の剣で成り立っている。

「ご名答だ。しょせん手練の剣士の技を模した所で自動化された剣技は死んでいる。五本揃そろえた所で真の達人には通用せん。かと言って五本全てを私が操作すれば、しょせん私は魔術師、やはり真の達人には通用せん。私はこれまで何十人もの騎き士しや魔術師を暗殺し、三本の自動剣と二本の手動剣の組み合わせが最も強い、と結論した」

「くそったれが……」

　事実、グレンは完かん璧ぺきに押おさえ込まれている。戦せん況きようは果てしなくグレンに不利だ。

　確かに五本とも自動化された剣ならば、五本とも術者の自由意思で動かす剣ならば、対処はもっと楽だった。自動剣と手動剣が互たがいの短所を補いあっているがゆえに隙がまったく見当たらない。

「しかし、てめぇも魔術師らしくねーな」

　この手動剣の動きは素人しろうとの物ではない。超、とまではいかないだろうが一流の剣技だ。遠隔操作でこの動きができるということは、この男自身も相当の剣の使い手のはずだ。この男に剣を持たせれば、並みの剣士ならば瞬しゆん殺さつされるだろう。

　魔術師は肉体修練で練り上げる技術をとにかく軽んじる。精神修練で培つちかう魔術の下に置きたがる。ゆえに、この男もグレンとは違ちがった方向性で魔術師から外れた男だった。

「無む駄だ話はそこまでだ」

　レイクが腕うでを振ふった。

　それに応じ、今度は二本の手動剣が先に肉にく薄はくしてくる。技の鋭さそのものは自動剣にやや劣おとる。だが状況に応じて変化し、対応する有機的な剣はグレンを翻ほん弄ろうする。

　そして──視界の端はしに閃ひらめく、新たな三閃せんの銀光。

「ちぃ──ッ！」

　単調だが、速さ鋭さ共に超一流の自動剣がグレンの死角から襲いかかる。

　とっさに反応し、グレンは二本の剣けんを手の甲こうで叩たたき落とす。

　そして、最低限の致ち命めい傷しようのみを避さけ、横っ跳びに三本の剣の包ほう囲い網もうから抜ぬけ出した。掠かすった刃がグレンの体に斬ざん痕こんを刻む。

　この攻撃の終を、グレンは数少ない好機と咄とつ嗟さに判断したらしい。

「《紅ぐ蓮れんの獅し子しよ・憤ふん怒ぬのままに────」

　着地と同時にグレンが左手を掲かかげ、呪文を唱え始める。

　選せん択たくした魔ま術じゆつは、黒魔【ブレイズ・バースト】。収束熱エネルギーの球体を放ち、着ちやく弾だん地点を爆ばく炎えんと爆ばく圧あつで薙なぎ払う強力な軍用の攻性呪文アサルト・スペルだ。

　この【ブレイズ・バースト】の爆炎に巻き込まれれば、消し炭すら残らない。

　この狭せま苦くるしい空間では爆炎を避けることもままならない。

「《・吼ほえ───」

　だが、グレンの三節詠唱が完成するよりも早く──

「《霧む散さんせよ》」

　レイクの指先が動き、一節詠唱が完成していた。

　その瞬しゆん間かん、グレンの左掌てのひらに生まれかけていた火球が、ぱぁんと音を立てて弾はじけ、魔力の残ざん滓しとなって空間に散華した。

　黒魔【トライ・バニッシュ】。空間に内在する炎熱、冷気、電でん撃げきといった三属エネルギーをゼロ基底状態へ強制的に戻もどして打ち消す、対抗呪文カウンター・スペルだ。

「遅おそいぞ？　魔術講師」

「く、そ──ッ！」

　歯は嚙がみしながら跳び下がるグレンに追いすがるように、頭上から飛来する五本の剣が次々と床ゆかに突つき立っていく。

「呪文の撃ち合いにおいて三節詠えい唱しようが一節詠唱に勝てるわけあるまい。【ブレイズ・バースト】とはこう唱えるのだ──」

　冷れい酷こくな目で五本の剣から逃のがれるグレンの姿を捉とらえ、レイクが呪文を唱える。

「《炎えん獅じ子し──」

　一節詠唱による黒魔【ブレイズ・バースト】の超高速起動。これができれば、たった一人で一軍とも渡り合えるとされる高等技術である。

　この魔術講師が三節でしか魔術を起動できないことを早々に看破したレイクは、この一手で勝負を決めてしまえることを半ば確信していた──が。

「！」

　なんと、グレンはレイクが一節詠唱を開始したのと同時に、懐ふところから何かを取り出そうとするような仕草を見せながら、レイクに向かって突とつ進しんし──

「《猛たけき雷らい帝ていよ・極光の閃せん槍そう以もつて──」

　絶対に間に合うはずの無い三節詠唱を開始したのだ。

　後手を取ったくせに、相手の詠唱節数以上の呪文行使、それはあまりにも魔術戦の定石を無視した愚ぐ挙きよだ。

　だが──

「ち──」

　レイクの掃そう除じ屋としての鋭えい敏びんな判断力は瞬時にグレンの狙いを看破した。

　起動しかけていた【ブレイズ・バースト】の魔術を解除し、跳び下がる。

「・刺さし穿うがて》──ッ！」

　その隙すきを狙い打つかのように、グレンの呪文が完成する。

　黒魔【ライトニング・ピアス】。グレンの指先から一条の電光が[image: 迸]ほとばしり、レイクの身体の中心目め掛がけて真っ直ぐ突き進む。

　が──レイクがとっさに操作した二本の手動剣が辛うじて間に合い、レイクの眼前で交差し、それを弾いた。

「ち──通らねえか」

　舌打ちするグレン。

　すかさず、レイクが指を打ち鳴らして自動剣を操作する。

　地面に突き立っていたままの三本の剣が空中へと引き抜かれ、グレンに襲い掛かる。

　勢いのままにグレンは横転し、跳び下がり、剣の追つい撃げきから逃れる。

「その剣、【トライ・レジスト】まで付呪エンチヤント済みかよ。やーれやれ、周しゆう到とうなこった。最悪一本は取れると思ったんだがな」

「……貴様」

　レイクは内心、今のグレンの立ち回りに舌を巻いていた。

　マナ・バイオリズムという概がい念ねんがある。人間の生体マナの状態を表す指標だ。制せい御ぎよされても乱れてもいない通常の状態はニュートラル状態、制御されている状態をロウ状態、そして、制御されていない乱れた状態をカオス状態という。

　魔術を行使するには精神集中や呼吸法によって、ニュートラル状態にあるマナ・バイオリズムをロウ状態にもってこなければならず、魔術を行使すれば、ロウ状態のマナ・バイオリズムは一気にニュートラル状態を通り越こしてカオス状態となる。行使する魔術の規模によってマナ・バイオリズムのカオス側への傾かたむき方が異なるが、基本的にどの魔術も、行使すればカオス側に振れてしまうのは避けられない。

　そして、カオス状態の時は、いかなる卓たく越えつした魔術師でも魔術行使ができない。

　これが魔術の絶対法則だ。

　今のグレンの立ち回り──無む謀ぼうな【ライトニング・ピアス】の詠唱は恐おそらく罠わな。それに先んじようとレイクが【ブレイズ・バースト】を完成させれば、恐らくグレンは例の謎なぞの封ふう印いん魔術を躊ちゆう躇ちよなく行使し、その起動を防いだに違いない。

　そうすれば、呪じゆ文もんを起動することなく、ただマナ・バイオリズムをカオス状態にしてしまったレイクの剣の魔導器は一いつ瞬しゆん、動きが止まる。その一瞬で、屈くつ指しの格かく闘とう戦能力を持つグレンに懐に入られてしまえば──

　かと言って、その封印魔術を警けい戒かいし、剣の魔導器でグレンを迎むかえ撃とうとすれば、今度はグレンの【ライトニング・ピアス】にレイクが撃たれる。今思えば、最初にグレンが唱えた無様な三節【ブレイズ・バースト】も、恐らくこの『誘さそい』のための布石だろう。

　あの一瞬で咄嗟にレイクへ突きつけた死の二択たく。相手のマナ・バイオリズムの振れ幅はばまで見切ったその立ち回り。少しでもタイミングを過あやまてば、絶体絶命の不利に追い込まれるというのに、それをやってしまえる胆たん力りよくと判断力──

「グレン、と言ったな？　貴様、一体何者だ？」

　これはもう、ただの魔術講師にできる立ち回りではない、歴戦の魔導士のそれだ。

　レイクは、グレンが魔力容量キヤパシテイ平へい凡ぼん、最速詠唱節数三節の三流魔術師であるという認識を改めて否定せざるを得なかった。魔術師として三流であることに間ま違ちがいはないが──下手をすれば逆に狩かられかねない『強敵』だ。

　実際、剣に黒魔【トライ・レジスト】を付呪エンチヤントしていなければ──グレンの【ライトニング・ピアス】は剣をたやすく貫かん通つうして──レイクは殺やられていた。

「ただの魔術講師だよ、非常勤だけどな」

「どうだかな……まぁ、いい。なるほど、確かに呪文起動を封殺するタイミングを自分で選べる、とは少々厄介だ」

「どうだ？　俺がいつ封殺するんだかわかんないんだし、これからも思い切って適当に呪文を織り交ぜて使ってみたらどうだ？　軍用の攻性呪文アサルト・スペルとかマジお勧すすめ」

「ふざけたことを。貴様の実力は認めるが、二度目は通用せんぞ？」

「ちくしょう、やっぱバレバレかよ。俺、お前嫌きらいだ」

　ふて腐くされたように言うグレンに対し、レイクは氷のような笑えみを口元に浮うかべていた。

「逆に私はお前に敬意を表する。私を相手にここまで戦えたのは貴様が初めてだ」

　そりゃそうだろう、とグレンは思った。

　相手がグレンだからこそ、封印魔術を警戒したレイクは全力を出し切れない。相手がグレン以外ならば、早々にボーン・ゴーレムを召しよう喚かんして、同時にこの五本の剣で攻せめ立て、さらに攻性呪文アサルト・スペルによる波状攻こう撃げきが可能だ。そもそも、レイクがまだどんな切り札を隠かくし持っているかわかったものではないのだ。この男が好き勝手に魔術行使したなら一体誰だれが抗あらがえるのか。グレンも化け物じみた連中をそれなりに知っているが、その誰もがこの男に勝てるイメージがまったく思い浮かばない。

（マジでこいつにガチで勝てるのセリカくらいなんじゃねーか？）

　となると、とんでもない化け物を相手にしてしまったものだ。

（まずいな……どうする？）

　システィーナが両手の拳こぶしにかけてくれた【ウェポン・エンチャント】の効力が尽つきかかっている。手に魔力が付呪エンチヤントされているからこそ、あの刃やいばの嵐あらしを拳でさばけるのだ。それが不可能になったら一気に崩くずされてしまう。【ウェポン・エンチャント】を張り直す手もあるが、流石さすがにもう隙を盗ぬすんで三節もの呪文を唱えるなど許してはくれまい。あの一か八かの【ライトニング・ピアス】が通らなかったのが痛い──

（というより、あの時の【ウェポン・エンチャント】がまだ残っていること自体が脅きよう威いなんだよな……白しろ猫ねこのやつ、本当に優ゆう秀しゆうだったんだな。生意気だが）

　グレンとは生まれながらに持っている物が違うのだろう。未熟だがシスティーナ＝フィーベルという少女は確かに天才だったのだ。

（となると、いよいよ覚かく悟ごを決めるしかないってことか……）

　グレンは息を一つ深くつき、拳を構えた。いつも通りの拳けん闘とうの構えだ。

「ふっ。何か仕し掛かけてくるつもりだな？」

　雰ふん囲い気きから次の一合が最後になることを敏びん感かんに感じ取り、レイクも油断なく身構える。

　レイクが手を前に掲げると、それに応じて五本の剣がグレンに切っ先を向けた。

　きり、と。

　空間に緊きん張ちようが走る。

　まるでその場の気温が一気に氷点下を振ふり切ったかのよう。

　沈ちん黙もくは無限にして、一瞬。

　そして。

「──死ね！」

　レイクが五本の剣を放つのと。

「《～～・────ッ！」

　グレンが片手で口元を隠し、なんらかの呪文詠唱を開始したのは同時だった。

「馬ば鹿かめ！　たとえそれが一節詠唱だったとしても私の方が早いぞ！」
















　レイクの宣言どおりだった。

　常に三節で括くくられるグレンの呪文詠唱はまるで間に合わない。

　閃せん光こうのように翔かける五本の剣けん。

　そして、鋭するどい物が肉を穿つ音が五回。

　グレンの胸を、腹を、肩かたを足を腕うでを、剣が深々と刺し穿つ。剣が命中する瞬しゆん間かん、グレンはかろうじて身をさばき、急所を外していたが──勝負は決した。

　──かのように思えた。

「──均きん衡こう保ちて・零れいに帰せ》！」

　だが、剣を全身に受け、血ち反吐へどを吐はきながら、グレンは呪文を完成させていた。

　その術は──

「何!?　【ディスペル・フォース】だと!?」

　対象物の魔ま力りよくを消去し、無効化させる【ディスペル・フォース】の魔術をグレンは起動したのだ。

　グレンの身体からだを穿つ剣が【ディスペル・フォース】とぶつかり合って白熱する──

「確かにそれが通れば、私の剣は一時的にただの剣に成り下がるが──」

　だが、それは悪手だ。【ディスペル・フォース】に必要な魔力量は打ち消す対象の持つ魔力量に比例する。この術は本来、簡易付呪エンチヤントを解くための術であり、魔力増ぞう幅ふく回路が組み込まれた魔導器に通う魔力をディスペルしようとすれば、それこそ自身が一瞬で枯こ渇かつしてしまうほどの莫ばく大だいな魔力が必要になる。魔術戦において相手の魔導器を【ディスペル・フォース】で対処するのは、やってはならない悪手であることは常識なのだ。

　案の定、グレンの【ディスペル・フォース】は剣の魔力を打ち消しきれていない。剣に込められた魔力を幾いくばくか殺そいだがそれだけだ。剣の遠えん隔かく操作にほぼ支障はない。

　手動剣をグレンの身体から引き抜ぬき、返す刀でその首を刎はねる──それで終わりだ。

「悪あがきもここまでだ、死ね──」

　レイクが手を上げた──その瞬間だった。

「《力よ無に帰せ》──ッ！」

　あさっての方角から、全く予想もしていなかった一節詠唱が飛んだ。

「何──ッ!?」

　背後の廊ろう下かの先、遥はるか向こうに見覚えのある人ひと影かげがあった。

　システィーナだ。いつの間にかそこにいたシスティーナが、グレンのディスペルに合わせて、ありったけの魔力を乗せて【ディスペル・フォース】を飛ばしたのだ。

　レイクの誤算は二つあった。システィーナの臆おく病びようさを見知っていたがために、てっきりもう逃にげたものだと判断し、戻もどって来る可能性を失念していたこと。そして、システィーナにこれほどの技量と魔力容量キヤパシテイがあったということだ。

　グレンとシスティーナの【ディスペル・フォース】、二つを合わせて今、グレンを苦しめていた五本の剣は、この瞬間、ただの剣へと成り下がる──

「ぉおおおおおおお──ッ！」

　グレンが間かん髪はつを容いれず、全身を剣に貫つらぬかれたまま、レイクへ向かって駆かけ出す。

「ち──《目覚めよ刃──」

「遅おせぇッ！」

　再び剣に魔力を送って、浮ふ遊ゆう剣けんを再起動させようとする男に先んじて、グレンが愚ぐ者しやのアルカナを引き抜いた。

　グレンの固有魔術オリジナル【愚者の世界】が一瞬早く起動する。

　この場における、全ての魔術起動が封ふう印いんされた。

「うぉおおおおおおお──ッ！」

　グレンはアルカナを投げ捨て、自身の肩に刺ささる剣を引き抜いて──

　──そして。

「……………………」

　静せい寂じやく。グレンが突つき出した剣は──レイクの左胸部──急所を完全に貫通していた。

　ぴしゃ、と滴したたる緋ひ色いろが床ゆかを叩たたいた。

「……ふん、見事だ」

　レイクは微び動どうだにしない。直立不動のまま、自分に剣を突き立てた者に賞賛を送った。

　不意討うちが卑ひ怯きようだとかそんなことを言うはずもない。魔術師は騎き士しじゃない。魔術師の戦いは一対二だろうが一対三だろうが、あらゆる手段と策さく謀ぼうを尽くして相手を陥おとしいれ、出し抜き、そして最後に立っていた者こそ正義で強者なのだから。

「ち……胸くそ悪いコトさせやがって……」

　勝利の余よ韻いんや興奮など微み塵じんもなく、グレンは後味悪そうに顔をしかめた。

「そうか……愚者、か。なるほどな」

　床に落ちた愚者のアルカナを一いち瞥べつし、何かを納なつ得とくしたようにレイクはつぶやいた。

「つい最近まで帝てい国こく宮きゆう廷てい魔導士団に一人、凄すご腕うでの魔術師殺しがいたそうだ。いかなる術理を用いたのか与あずかり知らぬが、魔術を封殺する魔術をもって、反社会的な外げ道どう魔術師達を一方的に殺して廻まわった帝国子飼いの暗殺者」

「……」

「活動期間はおよそ三年。その間に始末した達人級の外道魔術師の数は明らかになっているだけでも二十四人。その誰もが敗れる姿など想像もつかなかった凄腕ばかり。裏の魔術師達の誰もが恐れた魔術師殺し、コードネームは──『愚者』」

「何が……言いたい？」

　暗く冷え切った目をするグレンの問いに、レイクは口の端はしを吊つり上げ凄せい絶ぜつに笑った。

「さぁな？」

　最後にそう言い残して。

　レイクは崩れ落ちるように倒たおれた。もう、息をしていなかった。

「さ……て……」

　レイクが死んだことを確認すると、グレンも壁かべにもたれかかるように崩れ落ちる。

「俺も……ここまで……か……」

　いよいよ限界らしい。誰かが駆け寄ってくる足音と、誰かが自分の名前を呼ぶ声を遠とお退のく意識の中で感じながら──

「なんて……つまんねえ……人生……」

　グレンの意識は闇やみの中へと沈しずんだ──







　第六章　無職ニートだったボクのやる気が皆かい無むだったワケ







　グレン＝レーダスという男について話しておこう。

　今から十数年前、当時は帝国宮廷魔導士団の一員として活動していたセリカが、とある事件で家族を失った幼い子供を気まぐれで拾った。それがグレンである。

　セリカは生きるための手段の一つとして幼いグレンに魔術の手て解ほどきを行い、当時のグレンも不思議な魔術の世界に心惹ひかれるようになる。魔術師として格段優すぐれた才能はなかったが、とても勉強熱心で、心から魔術を愛するグレンをセリカは家族同然に愛した。

　やがてグレンはアルザーノ帝国魔術学院に通うようになる。グレンの妙みような才能が判明したのはこの頃ころだ。グレンはなぜか、変化の停てい滞たい・停止を促うながす術式系に特に親和性があったのだ。変化の停滞・停止、これがグレンの魔術特性パーソナリテイだったのである。しかし、変化を起こすことを目的とする魔術師にとって、これはなんの役にも立たない才能ではあった。

　そしていよいよグレンの卒業が近づいた時、卒業魔術論文に困ったグレンは自分の魔術特性パーソナリテイを利用して、とある固有魔術オリジナルを作った。【愚者の世界】の誕生である。魔術師としては平へい凡ぼんであり、他に功績などなかったグレンは、その術を論文にまとめて発表した。

　だが、世の中の魔術師達はその術のあまりもの無益さを、こぞって馬鹿にした。心ない教授達に論文は燃やされ、グレンが術を作ったという事実は記録にすら残っていない。

　だが、その無益な術に唯ゆい一いつ無二の有用性を見み出いだした組織があった。なんと誉ほまれも高き帝国宮廷魔導士団。女王陛下の懐ふところ刀がたなの一つ、帝国最強の魔導士達の集団である。

　グレンは卒業後、その帝国宮廷魔導士団に密ひそかに引き抜かれた。セリカは嬉うれし涙なみだを流して、立派に出世したグレンを後あと押おしし、祝福した。グレンも自分の力が人のためになれることを誇ほこりに思った。

　そして。

　グレンにとって地じ獄ごくが始まった──




「う……ぐ……」

　ふと、グレンが目を覚ます。気分は最悪、頭がぐらぐらと揺ゆれて、全身にひびでも入ったかのようにじくじくと痛む。だが、痛みを感じるのは生きている証しよう拠こだ。

「ここは……どこだ……？」

　どうやら自分はベッドの上に寝ねかされているらしい。消毒液の匂においがする。白一色でまとめられた天てん井じようや壁から察するに、ここは学院の医務室のようだった。

「あ……気づいた……？」

　ベッドのそばの椅い子すにシスティーナが腰こしかけ、伸のばした両の掌てのひらをグレンの身体に当てている。その手には治ち癒ゆ魔術である【ライフ・アップ】の温かな光が灯ともっていた。

「……よ、よかった……もう、だめかと……」

　じわり、と。システィーナの目め尻じりに涙が浮うかぶ。

「馬ば鹿か……もう……本当に馬鹿なんだから……あんな無茶するなんて……」

　どうやらシスティーナがここまで運んで、応急手当をしてくれたらしい。グレンが自分の身体に目を向ければ、深手を負ったあちこちに血に染まった包帯が巻かれていた。

　一方でシスティーナの状態も色々とひどかった。血まみれのグレンを運んだせいで、返り血が顔や髪かみにべったり貼はりついている。これでは綺き麗れいな顔が台無しだ。そして、恐おそらくグレンが気を失っている間、ずっと【ライフ・アップ】をかけ続けていたのだろう。その顔には色濃こく疲ひ労ろうが浮かび、脂あぶら汗あせと共に青ざめているその顔色はマナ欠けつ乏ぼう症しようの前兆だ。

「やめろ……もう、いい……大だい丈じよう夫ぶ……だ……」

　身を起こそうとするグレンを、システィーナが慌あわてて押し止とどめた。

「だ、大丈夫なわけないじゃない!?　出血はなんとか止まったけど、まだ全然、傷が塞ふさがってないのよ!?」

「ただでさえ……【ディスペル・フォース】で大量の魔ま力りよくを使わせたんだ……お前、これ以上無茶したら死ぬぞ……」

「その前に貴方あなたが死んじゃうわよ！　お願いだから大人しくしててよ！」

「だ……が……」

「はぁ……もう、私はまだ大丈夫よ。このペンダントの魔ま晶しよう石せきに普ふ段だんから少しずつ蓄たくわえてあった予備魔力がまだ残っているから」

　そう言って、システィーナは手に握にぎっていた結晶のペンダントをグレンに見せる。

「それよりも今は貴方よ。まだ敵は一人以上残ってるんだから……貴方を一刻も早く動けるようにしないと……」

　理はシスティーナにあると悟さとったらしい。グレンはすねたように目を背そむける。

「悪い……回復頼たのむわ……すまん……」

「はぁ……普段もこのくらい殊しゆ勝しようだと良いいんだけど……」

　ため息をつきながら、システィーナは【ライフ・アップ】の施せ術じゆつを続行する。

　だが、いつまでこうしていられるのだろうか。今、この瞬しゆん間かん、敵の追つい撃げきが始まってもおかしくない状じよう況きようなのだ。自分が敵なら間ま違ちがいなく、この機会を狙ねらうだろう。

　そんな緊きん張ちよう感の中に漂ただよう沈ちん黙もくを破るようにグレンがつぶやいた。

「そういえば……お前……よく、俺の意図がわかったな……？」

「ディスペルの重ねがけのことですか？　残念ながら私も先生の破は天てん荒こうな思考パターンが読めるようになってしまったみたいですね」

　この男と出会って以来、もう何度目になるかわからないため息がこぼれた。

「もし、あれが本当に私を逃にがすためだけの意図だったとしたら、いちいち私の残存魔力量を聞いたり、突き落とす時に『なら、よし』なんて言いませんからね」

「はは……多分、七割くらい……ダメだと……思ってた……」

「そこで『お前を信じていた』とは絶対言わない所がいかにも先生ですよね……もう」

「お前って本当に……優ゆう秀しゆうなんだな……」

「生意気だけど？」

「人の台詞せりふ……取んな……」

「はいはい」

　システィーナはほんの少しだけ安心する。これだけ減らず口が叩けるなら、今すぐどうこうと言うことはないだろう。無論、こんな応急手当ではなく一刻も早く本職の医者か白魔術の専門家に診みせる必要はあるだろうが。

「気分はどうですか？　先生」

「痛いてぇ……体中がもの凄すごく痛ぇ……泣きたい」

「これでも大分、ましなはずなんですよ？　【スリープ・サウンド】の効力を調整して麻ま酔すいしてるんだから」

「痛いから、寝る。今の俺は……どうせ……何もできん……」

「うわ、凄い開き直りですね」

「お前……もし、俺が寝てる間……敵が来たら……俺を置いて逃げ……ろ……いい、な？」

「そんなこと、できるわけないじゃない……先生？」

　ふとシスティーナが気づけば、寝息が聞こえてくる。

　グレンの意識は再び落ちていったようだった。

　それから、ゆっくりと時間が過ぎていく。

　どうか、敵がこの機を狙って襲おそいかかってきませんように。普段めったに祈いのらない神に祈りながら、システィーナは延々と【ライフ・アップ】を維い持じし続けている。意識は中ちゆう庸ように、ただ呼気を整えて魔力を緩ゆるやかに解放し続ける。

　どのくらい時間が経たったか。

「……正義の……魔法使いに……なりたかった……」

「え？」

　突とつ然ぜん聞こえてきた細い声に、中庸に保っていたシスティーナの意識が引き戻もどされる。

　システィーナが目を向ければ、グレンが薄うっすらと目を開けていた。

　だが、その意識はどうも胡う乱ろんの中にあるらしい。目は焦しよう点てんを結んでいない。

「だから、あの時……夢は叶かなったって……思った……」

「……先生？」

「最初の一人目は……誇らしかった……」

　何か夢でも見ているのだろうか。

　グレンは、なにやら要領を得ないことを誰だれへともなくつぶやいている。

「でも……二人目は……なんか、おかしいと……思った……」

「……？」

「……三人目で……はっきりと……自覚した……」

　システィーナは静かにグレンのつぶやきに耳を傾かたむけ続けた。

「皆みんな……俺のこと……英えい雄ゆうだって……確かに……多くの人が……救われて……でも……俺は……あぁ……向いて……ない……な」

　それを最後にグレンのつぶやきは終わった。再び深い眠ねむりに落ちたようだ。

「先生……？」

　システィーナにはグレンの口からこぼれた言葉の意味はわからない。断片的な情報から推測するしかない。グレンがかつて帝てい国こく軍にいたらしいこと。魔術師との戦いに特化した固有魔術オリジナル。過か剰じようなまでの魔術嫌ぎらい。魔術を人殺しの道具と主張する偏かたよった考え。そして……今のつぶやき。

「グレン先生……か」

　癒いやしの魔術を維持しながら、システィーナはこれまで単なる不真面目でいい加減なだけの男だと思っていたグレンについて、ぼんやりと思いを馳はせた。




　どれくらい眠っていたのか。

　意識の隅すみをつつくような音が、真っ暗な世界のどこかで響ひびいている。

　金属を打ち鳴らしたような甲かん高だかい共鳴音。

　あれは一体、なんの音だったか。

　記き憶おくの泥でい濘ねいから引きずり上げるように、その音の正体にゆっくりと気づいて。

　ある一点で意識は一気に覚かく醒せいし、グレンはベッドから一気に跳はね起きた。

「──っ!?　あれから何時間経った!?」

　返答はない。見ればシスティーナはいかにも疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった顔でベッドにもたれかかり深い眠りについている。ただ、先ほどから聞こえてきた金属を打ち鳴らしたような甲高い共鳴音だけが部屋に鳴なり響いていた。

「ち──」

　とりあえず状況の確認は後回しだ。

　グレンはポケットから、着信音が鳴りっ放しの宝石を取り出し、耳に当てた。

「セリカか？」

『──グレン!?』

　宝石の向こう側から息を吞のむような雰ふん囲い気きが伝わってくる。

『よかった……心配したんだぞ、馬鹿』

　その声は少し震ふるえていた。

『何度呼び出しても出ないし……何かあったんじゃないかと……』

「すまん。トラブってた。だが、なんとか生きている」

『……まさか、敵とやりあったのか？』

　セリカが声を硬かたくして聞いてくる。

「……ああ。おかげでこちらは進展があった。敵の魔術師を一人……殺した」

『……そうか』

　感情のない消しよう沈ちんした声が返ってくるが、グレンはあえて無視して話を進める。

「これで確認されていた敵の魔術師は全員無力化した。残るは未確認の魔術師……恐らくはこの事件の黒幕だ。特別に連れて行かれた生徒が恐らくそいつと一いつ緒しよにいる。そっちの進展は？」

『とりあえず、こっちで転移を試ためしてみた。だが、だめだった。案の定、学院内の転送法ほう陣じんはすでにつぶされている。まったく……転送法陣一つ構築するのにどれだけの時間と金と素材と触しよく媒ばいが必要だと思っているんだ。国の財産なんだぞ、もっと大切にしてくれ……なんてテロリストに言っても無む駄だか』

「……そうか、残念だ。お前がいれば百人力どころの騒さわぎじゃないんだがな」

『それと、ようやく帝てい国こく宮きゆう廷てい魔導士団が動いた。そちらの支部で対魔術テロ用の部隊が編制されて、今、学院の正門で結界の封ふう鎖さ状態解除に四苦八苦している所だ。突とつ入にゆうまでにはまだまだ時間が必要らしい』

「連中、来てるのか？　……ていうか、やっぱし宮廷魔導士団でも簡単には解除できないのか？」

『あぁ、はっきり言って今回の事件の仕し掛かけ人はこの分野……空間系魔術に関しては史上稀まれに見る天才だ。私も勉強不足を思い知らされたよ』

「マジかよ。お前がそこまで言うほどか……」

『ま、私の魔術の専門は知っての通り戦争だからな。神の一いつ匹ぴきや二匹が相手ならブチ殺してやるが、こーゆーチマチマしたのはどうにも。第七階梯セプテンデ……人間を辞やめた程度で全ての魔術を究きわめられるほど、魔術は底の浅いものじゃないということだ』

　セリカの苦々しいつぶやきを聞いたグレンは苦く悩のうする。やはり早まった判断だったのだろうか。あの割わり符ふを残しておくべきだったのか。グレンにそんな迷いが一いつ瞬しゆんよぎる。

　だが、自分が後先顧かえりみず突入したおかげでシスティーナを救えたのも事実だ。あの危険な魔術師二人──特に人としての分別の欠片かけらもないチンピラ風の男──を早期に無力化していなければ、他の五十人近い人ひと質じちの生徒達も今いま頃ごろ、何をされていたかわからない。

　過去のことはいい。重要なのはこれからどうするか、だ。

　グレンは気を取り直してセリカに質問を続ける。

「ところで学院内にいるかもしれない裏切り者についてだが……何かわかったか？」

『ハズレだ。学会に参加している学院の教授や講師の点呼を取ったが不自然に姿を消した奴やつはいない。全員、確認された』

「マジか……？」

『いや、裏切り者の存在自体の可能性はまだ払ふつ拭しよくしきれてはいない。例えば、魔ま導どうセキュリティの術式を盗ぬすんで連中に横流しする、などという協力の仕方もある』

「いずれにせよ、この学院のどこかに潜ひそんでいる未確認の敵は未知の相手ってことか」

『……あぁ』

　頭が痛くなってくる。いまだ目的もわからぬ正体不明の敵。一体、どう対処すれば良いのか。そも、連中はこの学院のどこに潜んでいるのか。学院は広い。敷しき地ち内には校舎だけではなく、迷いの森や古代遺い跡せき、地下迷めい宮きゆうだってある。しらみつぶしに捜さがせば日が暮れる。

「くそ……連中の目的は一体、なんなんだ！」

　グレンが思わず毒づいた時だ。

『そう言えば一つ妙みようなことがあってな……』

　セリカが思い出したように言う。

「何がだ？」

『帝都のモノリス型魔導演算器から、魔力回線を通してそっちの結界の詳しよう細さい状じよう況きようをちょいと調べてみたんだが……妙なことがわかってな』

「妙なこと？」

『学院を封鎖しているその結界、どうも何をどうやっても内側から外側には出られないようになってるっぽいぞ。そういう手段が用意されていない』

「はぁ？　んなわけあるか。連中、外から中に入るための鍵かぎは用意してたんだぞ？　だったら中から外へ出るための鍵だってあるに決まってるじゃねーか」

『普ふ通つうはそうだな。だが、その閉鎖結界に限っては入ったら最後、出ることは不可能だ。結界そのものを根本から無理矢理破は壊かいしない限りな』

「じゃあ、連中、目的を果たした後、どうやって外に出るんだよ？」

『わからん』

「わからんってお前──」

　その時だった。不意にグレンの脳裏に閃せん光こうのように浮うかんだ一つの可能性。

「いや、待てよ……」

　グレンはポケットから懐かい中ちゆう時計を取り出して時刻を確認してみた。だが、ダークコートの男との戦いで壊こわれてしまったのだろう。時計の針は十二時を回った所で止まっている。

「セリカ。今、何時だ？」

『は？』

「いいから教えろ。俺の時計は壊れちまったらしいんだよ」

『……今、十七時を回った所だ。それがどうしたんだ？』

　つまり、自分は五時間近くも眠っていたらしい。明らかに不自然だ。あのダークコートの男はジンとの一戦の後、間かん髪はつを容いれず襲ってきた。敵が自分達を見失った可能性も考えられるがここまで放置されるのは、見つからなかったと解かい釈しやくするには都合がよすぎる。

「なぁ、セリカ。転送法陣は本当に壊されているのか？」

『ん？　使えないんだから壊されているに決まっているだろう？　こっちの法陣を起動しても、そっちの法陣からの反応がないし。そもそも立てこもりテロが最初に転送法陣を壊すのは定石で──』

「壊されているんじゃなくて、転移先の設定が変えられている、としたら？　学院と帝都じゃなくて、学院とあらかじめ別の場所に構築しておいた別の法陣を繫つなぐように設定変へん更こうされているとしたら──」

『あはは、それこそありえないぞ。転送法陣ってのは最初から特定の場所を行き来するために専用に構築するんだ。壊すだけならいざ知らず、一度、完全に構築された転送法陣の設定を変えるなんて私でも無理──』

「学院の結界を弄いじった下手人ならどうだ？　お前すら一目置く空間系魔術の天才なんだろ？　そいつでも不可能か？」

　グレンの問いに、セリカが一瞬、言葉に詰つまる。

『いや、まさかそんな……ありえない……でも……ひょっとしたらこいつなら……』

「セリカ。概がい算さんでいい。お前がこの下手人になったつもりで考えてくれ。どんな手段を用いても良いいとして、この法陣の設定を変更しろと言われたら、どれくらいでできる？」

『うーん、あらかじめ術式を知り尽つくして、道具と素材を取り揃そろえていたとして……こいつの技量が私にあると仮定したら……五時間……いや、六時間……くらいか？』

「──決まりだ！」

『あ、おい!?　何がどう──』

　強ごう引いんに通信を打ち切り、宝石をポケットに突つっ込む。ベッドの横の机に置いてあった愚ぐ者しやのアルカナを発見し、それを引っつかむと、ベッドから飛び降りた。

　体の調子を確認する。あちこちが引きつれ、滅め茶ちや苦く茶ちや痛い。かろうじて動ける、といった程度。無理に動けば次々と傷口が開いていくだろう。だが、この状態にもってこられただけでも重ちよう畳じようだ。

「ありがとうな、システィーナ。お前がいてくれて本当によかった」

　グレンは眠ねむるシスティーナの頭を、ごしゃごしゃと乱暴になでると、医務室の外へと飛び出した。




「多分、こんなシナリオなんだろうよ」

　グレンが校内敷地を今為なし得る全力で疾しつ走そうしながら考える。

　一歩ごとに傷が開き、血がにじみ始めるが気にしてはいられない。

「下手人は昨日の内にあらかじめ、校内敷地のどっかに隠かくれ潜んでいた。候補としちゃ地下迷宮あたりか。で、昨日の夜、セリカ達教授陣じんは転送法陣を使って帝都に出発。がらがらになった夜の校舎で下手人は行動を開始、学院の結界を一晩かけて弄る」

　角を曲がる。中庭が視界の端はしで激流のように流れる。

「次は転送法陣の改変だ。だが、これには高価な素材と専用の道具が必要。あらかじめ運び入れるのは恐おそらく不可能。そんな用よう途と限定の魔道具が出入りすれば、学院側に割れる可能性がある。だから計画の当日、あのダークコートとチンピラに運ばせたはずだ。二人は手て筈はず通り生徒を拘こう束そくし、ルミアを確保。同時に下手人は転送法陣の改変を開始」

　中庭を走破、木々が立ち並ぶ並木道を直進し、段々と目的地が近づいてきた。

「下手人の誤算は、協力者がいきなり三人とも俺に倒たおされたことだ。奴は法陣の改変に手て一いつ杯ぱい。数時間もの間、戦せん闘とう不能に陥おちいっていた俺に手を出さなかったのは……手を出す暇ひまがなかっただけだ。法陣が完成すれば、下手人はルミアを連れて脱だつ出しゆつ。外の連中が閉鎖結界の解除に手こずっている間に悠ゆう々ゆうと逃とう走そう。いや……片手落ちだな。ついでに脱出と共に爆ばく晶しよう石せきかなんかで集めた人質も粉こな微み塵じんにふっ飛ばせば、死体の判別が遅おくれてルミアの追つい跡せきがますます困難になる。連中ならやるだろうな」

　つまり、これはルミア個人を狙ねらった誘ゆう拐かい事件だったのだ。

　立てこもり爆ばく破はテロを装った見事なミスリードだ。

「いや、結論はまだ早い。このシナリオだとどうしても辻つじ褄つまが合わないことが二つある」

　一つ目は、ルミアについて。誘拐したければ、こんなまだるっこしいことはしないで普通に誘拐すればいい。足がつくのを警けい戒かいしたのかもしれないが、それでも大がかり過ぎる。ルミアを特に狙う意味もまだ謎なぞだ。

　二つ目は、学院内の裏切り者について。この計画を実行するには必ず学院内に裏切り者が必要だ。協力ではだめだ。それだと下手人があらかじめ学院内のどこかに潜むという初期条件がクリアできない。だが、セリカが言うには学院内に裏切り者はいない、らしい。

「また、早まったかな……」

　なんか今さら判断が間ま違ちがっているような気がしてきた。だが、どの道、現時点で一番怪あやしいのは転送法陣のある場所──転送塔とうだ。確認する価値は充じゆう分ぶんにある。

　そして、不意に自分の考えが確信に変わった。

　そびえ立つ白はく亜あの塔が眼前にその威い容ようを現した時である。塔へと続く最後の並木道に無数のゴーレムが不自然に徘はい徊かいしていた。

　まるで石を積み上げて作られた人型の巨きよ人じんのような姿のゴーレム達。

　彼らは学院内を守護するガーディアン・ゴーレムだ。そのゴーレム達は、普ふ段だんはバラバラの石せき片へんとして、学院内の風景を構成する一部になっているが、学院内に発生した異常事態に応じて、そのバラバラの石片達は巨人の姿へと自動的に組み上がり、侵しん入にゆう者を迎げい撃げきする──そんなシステムとなっている。

　そういう役目しか与あたえられていないはずのゴーレム達が、塔を守るように不自然に集つどっているということは──

「よっしゃ、ビンゴォ！　だが……最後の最後できっついなぁ……」

　グレンは泣きたくなってきた。

　いかにも手て強ごわそうな無数のガーディアン・ゴーレムがグレンの接近に気づいて、迎撃の態勢を取り始めたのだ。ゴーレム達は当然のように、お敵さんの味方らしい。学院内の魔導セキュリティを完全に掌しよう握あくされるとはこういうことだ。

「ええい、そんな展開だろうと思ってたよ!?　どけ！　有象無象ッ！」

　覚かく悟ごを決め、ゴーレムの群れに向かって駆かけながら、グレンは呪じゆ文もんを唱えた。

「《紅ぐ蓮れんの獅し子しよ・憤ふん怒ぬのままに・吼ほえ狂くるえ》──ッ！」

　まずは先手を取る。

　黒魔【ブレイズ・バースト】。

　左手に生み出された火球を、ゴーレム達の群れの中心に投げ込む。

　高速で弧こを描えがいて飛んでいく火球──着ちやく弾だん。

　爆ばく音おんと共に爆ばく裂れつ、爆ばく炎えんが着弾地点を中心に嵐あらしとなって吹ふき荒あれる。

　直ちよく撃げきを受けた一体のゴーレムが粉々に粉ふん砕さいされるが──

「だぁあ──ッ！　予想はしてたがコイツら硬かてぇ!?　重おめぇ!?　面めん倒どう臭くせぇええッ！」

　その周囲にいたゴーレム達は表面が多少焦こげただけだ。あれほど荒れ狂う爆風の中においてもバランス一つ崩くずしていない。

　直撃させれば倒せるようだが、元々【ブレイズ・バースト】は無差別範はん囲い攻こう撃げき呪文。その威い力りよくに比例するように魔力消費量が多い呪文だ。

　これだけの数のゴーレム達をいちいち黒魔【ブレイズ・バースト】で相手していたら、グレンの方が先に枯こ渇かつしてしまうだろう。

「おいおい、どうすんだよ!?　なぁ、どうすんだよ、グレン!?　そ、そうだ、【ブレイズ・バースト】がダメなら【ライトニング・ピアス】でまとめて貫かん通つう──って、あんな小っちゃい穴空けてどうする気だ、俺のアホォ!?　やっぱここは一つ、俺の超ちよう必殺【イクスティンクション・レイ】で──って、ねえよ!?　触しよく媒ばいがもうありませぇーんッ！　魔ま力りよくもありませぇーんッ！　あぁもう、どーせいっちゅーんじゃあああ──ッ!?」

　焦しよう燥そうによる軽いパニックと共に、ぎゃんぎゃん喚わめきたてながら、グレンはゴーレムの群れに向かって駆け続ける。

　グレンとゴーレムの群れとの距きよ離りは、どんどん詰まっていく。

「落ち着け……考えろ……考えるんだ……冷静に考えれば、この状じよう況きようを切り抜ぬける魔術がきっと何かあるはず……落ち着け……考えろ……って、考えてる暇がねぇええええええええ──ッ!?」

　気付けば、ゴーレム達はすでにグレンのすぐ眼前までに迫せまっていた。

　人間の二～三倍の巨きよ体たいを誇ほこるゴーレム達はすでに、己おのれらの豪ごう腕わんの射しや程てい距きよ離りにグレンを捉とらえている。

　ゴーレム達は眼下のグレンに向かって一いつ斉せいにその拳こぶしを振ふり上げ──振り下ろした。

　一いち撃げき貰もらっただけで撲ぼく殺さつ圧死が確定する致ち命めい的てき超ちよう威力の攻こう撃げきが、グレンの頭上から雨嵐と降り注いでいく。

「きゃあああああああ──ッ！　もう知らんわ！　押おし通る！　なんとかなれッ！」

　裏返った悲鳴を上げながら、グレンは頭上から降ってきた拳の一撃を前方斜ななめに跳とび転がってかわし、正面から迫ってきた豪腕の一撃を跳ちよう躍やくでかわし、横よこ殴なぐりの一撃をスライディングでかわす。

　もはや小細工はない。

　グレンはゴーレム達の間を駆け抜けながら、降り注ぐ巨大な拳の嵐を、体さばきだけで、ひらりひらりとかわして踏とう破はしていく。

　これまでの修練で培つちかった直感と呼吸だけがグレンの身体からだを動かす。

　爆ばく砕さい、爆砕、爆砕──

　断続的に地面を叩たたく石の拳の破砕音が学院敷しき地ち内に木霊こだまする。

　石いし畳だたみが捲めくれ上がり、土柱が上がる。無数のクレーターが地面に口を開く。

　その威力で飛散する土砂や石片が、容よう赦しやなく前後左右からグレンの身体を叩いていく。

　たまに石の拳がグレンの身体を掠かすめて、その都度、骨にひびが入っていく。

　血ち飛沫しぶきと土つち煙けむりに塗まみれながら──それでもグレンは足を止めない。

　押し寄せる津つ波なみのような圧あつ倒とう的てき質量を誇る石の軍勢の隙すき間まを、針を通すような際きわどさと共に、舞まい踊おどるように駆け抜けていく。

「だぁああああああああああああああああああああ──ッ！」

　ここから塔の入り口は目と鼻の先。

　だが、たったそこまでの距離が今は果てしなく遠い。

　そして──




「あー、もう、後で絶対、学院から労災ふんだくってやる、コンチクショウ……」

　かつん、かつんと音を立てて、グレンは転送塔内部の螺ら旋せん階段を延々と上っていた。

　もう時間との戦いだというのに体はまるで言うことを聞かない、それがもどかしい。

「くそう……なんで俺がこんな目に……だから働くのは嫌いやだったんだ……俺、この戦いが終わったら引きこもりに戻もどるんだ……セリカのスネかじって生きるんだ……」

　愚ぐ痴ちを絶えずこぼしていなければ意識が飛びそうだった。

　奇き跡せき的てきにゴーレムの防衛線を突とつ破ぱし、転送塔内へ侵入を果たしたグレン。

　だが、塞ふさがりかけていた全身の傷口は見事に開いていた。新しい打だ撲ぼくや裂れつ傷しようも増えている。血が滴したたり、石いし床ゆかやよりかかる石せき壁へきにべったりと朱しゆ色いろが尾おを引いていく。

　とうとうグレンは薄うす暗ぐらい螺旋状の石階段を最後まで上りきった。

　正面には最上階の大広間──転送法ほう陣じんのある部屋がある。

「だらっしゃーッ！」

　ばぁんっ、と開き戸を蹴けり開ける。中は薄暗い。

「俺、参上！　おい、いるんだろ？　いい加減、馬ば鹿か騒さわぎも終しまいにしようぜ」

「……先生!?　その声は先生！」

　この暗くら闇やみのどこかにルミアがいるようだ。声が聞こえてくる。

「よ、よかった……無事だったんですね！」

「あのな、これが無事に見えるなら病院行け……」

　減らず口を叩きながらグレンは、ふらふらと部屋に侵入する。

　次第に暗闇に目が慣れてきた。

　やがて、暗闇の中から浮うかび上がるように現れたのは二十代半ばくらいの優やさ男おとこだ。柔やわらかい金きん髪ぱつ、涼すずやかに整った顔立ち。ダークブルーの深い瞳ひとみを持つ美青年である。

　見知らぬ顔だった。少なくともこの学院に非常勤で勤めるようになって以来、学院内でこのような男は見たことがない。やはり学院内に裏切り者はいなかったらしい。今となっては関係ない話ではあるが。

「お前が黒幕か？」

「ええ、そうです」

　青年は動じず、穏おだやかに応えた。

「……もうね、イケメンってだけで有罪なのにこんな余罪重ねちゃあな……この心優しいグレン先生も堪かん忍にん袋ぶくろの緒おがぶっちぎれだよ。鉄てつ拳けん制裁だ、覚悟しやがれ」

「ははは、体たい罰ばつは感心しませんよ。同じ教育者として」

　グレンは青年の周囲を確認する。起動済みの魔導器の類は──ない。

　青年は何をするでもなく、ただ、じっとそこに立ち、グレンを睥へい睨げいしている。

　先手必勝、とグレンは判断した。迷わず愚ぐ者しやのアルカナを引き抜く。

「──決まった」

　多少、拍ひよう子し抜ぬけしたが、固有魔術オリジナル【愚者の世界】は確かに発動した。これでこの青年がどんな秘術を持っていようが無む駄だだ。もう起動することはできない。

「残念だったな、俺の勝──」

「──僕の勝ちです」

　だが、グレンに先んじて、勝利を宣言したのは青年だった。

「なんだと？」

「まさに神の悪戯いたずらでしょうか？　まさか、最後にこんなゲームが成立するなんて」

「おい、どういうことだ？」

「実を言えば、僕は戦せん闘とう向けの魔術師ではありません。元々、僕はどうやってもあなたには勝てなかったんです。ですが、あなたがその【愚者の世界】を起動したからこそ、僕に勝利の目ができた」

「ふざけんな、質問に答えろ！　一体、どういう……」

　ここでようやく完全に目が慣れ、部屋の状態をグレンは把は握あくした。

　青年を挟はさんだ向こう側。そこにルミアがいる。法陣上に魔術的に拘こう束そくされ、魔術を封ふう印いんされ、設定の変へん更こうされた起動済みの転送法陣の上にうずくまっている。この転送法陣は時限式らしい。特定の時間が経過したら自動で法陣上の存在を指定された座標に送るようだ。法陣上で光るルーン数が刻一刻とゼロを目指して数値を減らしていっている。

　これは、いい。まだ、予想の範はん疇ちゆうだ。

　問題は青年だ。青年の足元にもルミアと同じように法陣が敷ふ設せつされていた。だが、なぜか魔力路──光の線が床を走ってルミアのいる転送法陣に直結している。そして、青年の足元の法陣の正体を読み取ったグレンは啞あ然ぜんとする。この術式は──

「白しろ魔ま儀ぎ【サクリファイス】──換かん魂こんの儀式だと？」

「はい」

　穏やかに青年が微笑ほほえんだ。

「もうじき、ルミアさんは法陣の力で僕達の組織の元に送り届けられるでしょう。それを切きつ欠かけとして、僕の魂たましいと直結させたこの法陣も効力を発動し、僕の魂を食いつぶして莫ばく大だいな魔力を錬成し──この学院の全てを爆ばく破はします。僕の霊れい魂こんは元よりそのように魔術的に調整されているので、間ま違ちがいなくそれだけの威力が出るでしょう」

「な──」

「そう、僕は爆ばく弾だんなんです」

「な、何やってんだ、テメェ──ッ!?」

　それがまるで当然であることのように語る青年にグレンは戦せん慄りつを禁じえなかった。

「お前、最初からこうやって死ぬつもりでこんなことやってたのか!?」

「ええ、それが僕の存在意義ですから」

　その時、ルミアが悲痛に叫さけんだ。

「こんなこと……もうやめて下さい！　ヒューイ先生ッ！」

「ヒューイ？」

　聞いたことがある名前だ。

「確か俺の前任の……行方ゆくえ不明になったっていう……あぁ、そういうことかよ！」

「どうしてこんなことをするんですか、ヒューイ先生！　あなたは立派な先生でした！　こんなことをするような人じゃないのに……ッ！」

「すみません、ルミアさん。残念ながら僕は元々こういう人間だったのです」

　申し訳なさそうに目を伏ふせて、ヒューイが言う。

「王族、もしくは政府要人の身内。もし、そのような方がこの学院に入学された時、その人物を自爆テロで殺害するために、十年以上も前からこの学院に関係者として在ざい籍せきさせられていた人間爆弾。それが僕です」

「馬ば鹿かな……そんな、将来的に入学するかしないかもわからないことのために、そんな前から備えてたっていうのか!?」

「ええ、そうです」

「ちっ……そうだったな。お前ら天の智ち慧え研究会……考えてみりゃ、そういうことを平気でやるバカ共の集まりだったな」

　忌いま々いましげにグレンは吐はき捨てた。

「まったくです。ルミアさんがいなければ、僕は今でもこの学院でのんびりと講師を続けていられたんですが。残念ながら組織はルミアさんに目をつけてしまいました」

「つまりなんだ？　やっぱルミアはどっかのやんごとない身分のお嬢じよう様だったってか？」

「先生……あの……」

「いーよ、言わんで。興味ないから。お前はお前だ」

　辛つらそうに何かを話そうとしていたルミアに先んじてグレンが抑おさえる。

「だが、妙みようだな。お前はルミアを誘ゆう拐かいする気なんだろう？　本来のお前の目的は殺害することじゃなかったのか？」

「ええ、そうだったのですが、ルミアさんという方の立場や特性は少々特とく殊しゆなんです。組織の上層部はルミアさんに大層興味を持たれています。だから直前でこのように計画は変更されました。今回の計画がやや杜ず撰さんで人手不足感が否いなめないのはそういう理由もあります。おまけのように学院を爆破するのも、長期的に見て帝てい国こく政府に大きな損害があるからでしょう。さて、舞ぶ台たい裏うら明かしはこのくらいにして本題に入りませんか？」

　青年──ヒューイはグレンを試ためすように真まっ直すぐ見つめた。

「ルミアさんが囚とらわれている転送法陣を解呪すれば、僕の自爆法陣は発動しません。つまり、これは時間内にルミアさんの転送法陣を解呪できるか否かのゲームです。ちなみに気づいていらっしゃるでしょうが念のため、僕を殺すというのはナシですよ？　僕が死ねばその場で全てが発動してしまいますから、そのつもりで」

「……んな初歩の魔ま導どうトラップに引っかかるかよ」

「あなたが【愚者の世界】を使わなければ、ルミアさんの転送法陣を解呪する十分な時間的余よ裕ゆうがありました。ですが、あなたは【愚者の世界】を使ってしまった。この効力時間内は法陣の解呪作業をすることができない。結果、あなたが法陣の解呪に取りかかれるのはあなた自身の【愚者の世界】の効力時間切れの後……大おお幅はばに時間をロスすることになる」

　グレンはすでに自身の失策を悟さとっていた。だから、これは単なるルールの再確認だ。

「僕はあなたの解呪の腕うで前まえを知りませんし、あなたの【愚者の世界】が後、どのくらいで効力を失うかは知りません。ですが……転送法陣の起動までは後、十分程度。僕の経験的には今すぐ解呪に取りかかったとしても解呪するのはぎりぎりの時間……」

「…………」

「あなたには選せん択たく肢しがあります。時間が足りないと知ってルミアさんを助け、皆みんなを救おうとして諸もろ共とも爆ばく死しするか。それとも全てを見捨てて逃にげるか。学院の地下には大だい迷めい宮きゆうがあります。そこに逃げ込めば充じゆう分ぶん助かる見込みはあるでしょう……あなた一人だけなら」

　確かに今から人ひと質じちの生徒達とシスティーナを連れ出して地下迷宮に避ひ難なんさせるには時間が圧あつ倒とう的てきに足りない。助かりたければ彼女達を全員見捨てて、今から自分一人で真っ直ぐ迷宮を目指さなければならない。だが、そんな選択肢は端はしからありえない。

　グレンは眉み間けんにしわを寄せながら目を閉じる。脂あぶら汗あせを垂らしながら沈ちん黙もくを保ち続ける。自身の固有魔術オリジナル【愚者の世界】に無駄に食いつぶされる一秒一秒がひどくもどかしい。

「先生……逃げて下さい」

　ルミアが懇こん願がんするように言った。

「皆一いつ緒しよに死んでしまうなら……せめて、あなた一人だけでも……」

「…………」

　グレンはやはり、沈黙。この場に居合わせる者の心音すら聞こえんばかりの沈黙。

「先生……どうか……お願い……」

　グレンはルミアが何を言っても一言たりとも応じない。微び動どうだにしない。

　そして。

　そのまま永遠にも近い数分間が経過して。

　ある瞬しゆん間かん、グレンは突とつ然ぜん、目を見開いた。

　たった今、【愚者の世界】の効力が尽つきたのだ。

　がり、と右手首を嚙かみ千切り、グレンは即そく座ざにルミアの足元の転送法ほう陣じんに飛びついた。

「迷いはありませんか。流石さすがですね」

　ヒューイの感かん嘆たんの言葉を聞き流し、グレンは眼前に展開された法陣に注視する。ルミアを強固に取り囲むは全五層からなる円法陣。全て破らなければルミアは救えない。法陣には目に見えて莫大な魔力が漲みなぎっている。おまけに魔力増ぞう幅ふく回路まで組み込まれている。これでは対象物の魔力を自分の魔力で相そう殺さいする【ディスペル・フォース】では対処不可能だ。

　やはり、これを破りたければ魔術の仕組みそのものの破は壊かい──解かい呪じゆを行うしかない。

「《原初の力よ・我が血潮に通いて・道を為なせ》！」

　黒魔【ブラッド・キャタライズ】の呪文を唱え、手首から滴したたる己の血を魔力処理、簡易的な魔術触しよく媒ばいを生成する。グレンには魔力そのもので文字を書くなどという高度な魔力操作はできない。よって、己の血でもって解呪術式を最外層の法陣の上に直接、書き込んでいく。

　腕うでを振ふって血を絞しぼり出し、指先に伝わらせ、五指を床ゆかの上で縦じゆう横おう無む尽じんに躍おどらせる。

「速い。先の数分間の間に、解呪ルートをイメージしていましたか」

　ヒューイがグレンの手て際ぎわを見て心服したようにつぶやいた。

　鬼き気き迫せまる勢いで解呪作業を行うグレンに、ルミアは必死に訴うつたえた。

「先生、だめ！　逃げて！　時間がありません！」

「ええい！　うるせえ、黙だまってろ！」

　だが、グレンはそんなルミアの訴えを一いつ蹴しゆうし、ひたすら血で術式を編み上げていく。

　そして。

「《終えよ天てん鎖さ・静せい寂じやくの基底・理ことわりの頸くび木きは此こ処こに解放すべし》！」

　全身からなけなしの魔力を振り絞って、黒くろ魔ま儀ぎ【イレイズ】──解呪の魔術を起動させた。金属音と共に魔力が吹ふき荒あれ、最外がい郭かくの第一層が光の粒りゆう子しとなって破壊された。

　次は第二層。ここまでの所要時間は約一分──

「先生！　お願いしますから、私に構わず逃げてください！」

「勝手なこと言うな、馬鹿！」

　一歩前に進み、第二層の解呪作業に取りかかりながらグレンは吼ほえた。

「お前だけじゃねーんだ！　あの白しろ猫ねこ娘むすめや生徒達……大勢がまだ学院に残ってるんだ！　そいつら見捨てて逃げられるわきゃあねーだろ!?」

　叫びながら、手元の第二層の法陣を見てグレンは一いつ瞬しゆん指を止めて歯は嚙がみする。

「クソ、法陣の構造が格段に複雑になってやがる……」

　つまり、この法陣は奥の階層に行けば行くほど解呪に手間がかかる構造だということだ。

「ヒューイだったか？　てめぇ、後で絶対一発殴なぐってやる」

「わかりました。覚かく悟ごしておきましょう」

　憎にくまれ口を叩たたく間も、グレンはひたすら指を動かし、術式を書き続けた。

　血を絞しぼり、魔力を搾しぼり、命を振り絞り続けながら。

「だめです、先生……このままじゃ先生が……先生が……ッ！」

　ルミアは解呪作業を一心不乱に続けるグレンの顔を見た。ひどいマナ欠けつ乏ぼう症しようだ。全く血色と体温を感じさせない肌はだ。これはもう死に関わる領域だった。

「これ以上、魔術を行使したら先生が死んじゃいます！」

「あぁ、そりゃ、白猫が大喜びだな！」

「そんな……どうして……？　逃げたって誰だれもあなたを責められませんよ……？　あなたは何も悪くないのに……」

「あー、もう、うっせーなぁ!?　気が散るから黙ってろっつーの！」

「どうして？　どうしてそこまでするんですか？　自分の命を賭かけてまで……」

　ルミアのその問いかけには何か物思うことがあったのか。

　作業を続けながらグレンがしばらく押おし黙る。

「……思い出したんだよ」

「え？」

「さっき妙な夢を見るまですっかり忘れてた。俺がなんで魔術なんかに憧あこがれてたかをな！」

　血文字のラストワードを締しめ括くくり、【イレイズ】を唱える。

　第二層も解呪に成功。砕くだけ散る光の残ざん滓しと共に第二層が破壊される。

　さらに前へ一歩、第三層へと這はい寄り……グレンは喀かつ血けつした。

「──せ、先生!?」

　ルミアが悲鳴を上げる。

　グレンはそれを無視して、震ふるえる手で解呪作業に入りながら言葉を紡つむぐ。

「げ、ほ……なんてことはない、ガキっぽい話さ！　空に浮うかぶ城を舞ぶ台たいに、正義の魔法使いが魔王をやっつけて、お姫ひめ様を救う……なんとかっていう子供向け絵本が昔、あったろ!?　あれに出てくる正義の魔法使いにマジ憧れして俺は魔術やってたらしいぜ!?」

「……絵本？　それ……もしかして、『メルガリウスの魔法使い』……？」

　グレンは皮肉げに口元を歪ゆがめた。

「ははっ！　馬ば鹿か馬鹿しいか!?　あぁ、俺も馬鹿馬鹿しいね！　そんなガキの夢物語で俺は一体、何年の人生を無む駄だに浪ろう費ひしたんだ!?　ホント人生の無駄遣づかいだ！」

　だが、グレンは血を吐くような思いで、実際に血を吐きながら、胸中をぶち撒まけた。

「げほっ……ごほっ……でも、やっぱり諦あきらめきれないんだよ！　夢はとっくに破れた！　絵本に出てくるような正義の魔法使いなんて噓うそっぱちだ！　魔術の世界には薄うす汚ぎたない血みどろの現実しかなかった！　それでもやっぱり諦めきれないんだよ！　正義の魔法使いなんていうくっだらねえ幻げん想そうが、いつまでもいつまでも捨てきれなかったんだよ！」

　そして、グレンは忌々しい法陣をにらみつける。

「ここで誰も救えなくて、一体、何が正義の魔法使いなんだ!?　ここで逃げたら……俺の人生は本当に一体なんだったんだ!?　正義の魔法使いに懸けた人生……無意味だったのはわかってる！　だが、無価値にだけはしたくねえんだ！」

「せ、先生……」

「だから、黙ってろ！　別にお前のためでも生徒達のためでもなんでもねえ！　俺が俺自身のために勝手にやってんだ、文句あるかコンチクショウ！」

　間に合え、間に合え、間に合え。焦あせる心を必死に制せい御ぎよし、術式を淡々と組み上げ、渾こん身しんの魔力を振り絞って【イレイズ】を唱え──第三層、解呪成功。

　やった、とグレンは会心の手ごたえに高こう揚ようした。思っていた以上に良いいペースだ。

　自分がこの土ど壇たん場ばでここまでやれたのが自分でも信じられなかった。

　後、残りたった二層だ。意気揚よう々ようと第四層へと向かい──

　それは唐とう突とつに来た。ここまでの快かい進しん撃げきのせいでまるで予期していなかった。

　不意に、何かが自分の中でぷつん、と切れた感覚があった。

「ごぼ──ッ!?」

　次の瞬間、グレンは一際、盛せい大だいに喀血していた。

「きゃあっ!?　せ、先生!?」

　突然、床に崩くずれ落ちたグレンの姿に、ルミアが悲鳴を上げる。

「……ぁ……あ？　ごぉ……あ……ごほっ、がはっ!?」

　身体からだが動かない。指が動かない。抜ぬけていく力。急速に落ちていく意識。ばらばらに砕けていく集中力──解呪作業を続けようとしても、術式が出てこない。今、自分が何をやっていたかも、何をすべきなのかも、霞かすみのようにあやふやに怪あやしくなってくる。

　なんてことだ。まさか、自分の方が先に時間切れになるとは。

　考えてみれば限界などもうとっくに超こえていた。寿じゆ命みようを削けずる無茶を何回やったことか。

　それを意識してしまった瞬間、もう駄目だった。指の一本も動かなかった。

　終わった、とグレンは明確に悟さとった。こんな状態ではもう絶対に間に合わない。

「俺じゃ……やっぱ……ダメか。はは……そうか……そりゃ……そうだよな……」

　魔ま術じゆつ世界の現実を知った時にも似た深い絶望が、グレンの心を塗ぬりつぶしていく。

「……ごめん、な……ルミ……ア……」

　もう無理だと思った。もう救えないと悟った。

　だが、それでも、諦められなかった。

　昔も今も変わらない。

　いくら見苦しくても無様でも、結局、諦めることだけはできなかった。

　それは、もう信念でも義ぎ憤ふんでもなんでもない。グレンという人間の単なる意地だ。
















　ゆえに、とっくに死に体だったグレンが決して潰ついえない何かに突つき動かされ、第四層の法陣に向かって這い寄った……その時だった。

「……届いた」

　のばされたルミアの手が、ぎりぎりグレンの頰ほおに触ふれていた。

「先生が諦めなかったから……届いた」

「……ルミア……？」

「先生……どうか、受け取って下さい」

　その瞬間だった。

　突然、ルミアの身体が眩まばゆく発光し、触れた場所が熱くなる──

「な──ッ!?」

　あふれる光、巻き起こる風が揺ゆらす黄金こがね色の髪かみ、周囲に躍おどる光の粒子。

　微笑ほほえみながらこちらを真まっ直すぐ見つめてくるルミアの姿はまるで天使のようで──

　さらに次の瞬間。

　どくん、と。グレンの身体に莫ばく大だいな魔力があふれてくる。

　その身を支配していた全ての苦痛が噓のように消え、知覚が鋭えい敏びんになる。全身に経験したこともない熱が漲り、まるで灼しやく熱ねつ炎ほのおに包まれているかのよう。

　そして、熱が生み出す圧あつ倒とう的てきな万能感が、グレンを支配していく──

「これ、は……？」

　心身共に回復している。とうに糸の切れたはずの身体が動く。ルミアがなんらかの魔術を行使した気配はない。そもそも、ルミアは魔術を封ふう印いんされていたはずだ。

　ならば、この奇き跡せきの現象に思い当たる節はただ一つ。

　異能者。ごく稀まれに、魔術に依よらない奇跡の力を生まれながらに体現できる特とく殊しゆ能力者がいる。だが、そんな彼らは悪魔の生まれ変わりとされており、今でも迷信深く迫はく害がいの対象となっている。異能者達を捜さがし出して殺すことを目的とする狂きよう信しん的てきな集団すら存在する。

「ルミア……お前、まさか……異能者……だったのか!?」

　しかも、この能力は噂うわさに聞いたことがある。自分が触れている相手の魔力、魔術を自分の意思次第で何十倍にも増ぞう幅ふくする能力。世界最高の、生きた魔力増幅回路。

　感応増幅者。

　たった一人で何十工程もの複雑な魔術儀ぎ式しきを凌りよう駕がさせてしまう破格の能力者──

「ぉ、おおおおおおおおお──ッ！」

　千切れかけていた意識を気き迫はくで強ごう引いんに紡ぎ直し、折れかけていた心を乱暴に叩き直し、グレンは再び解かい呪じゆ作業を続行する。自分でも恐おそろしくなるほどの速度で解呪術式を構築して、【イレイズ】を唱える。当然のように第四層、解呪成功。

　その時、転送法ほう陣じんが発光し、音を立てて駆く動どうし始めた。転移が始まったのだ。

「せ、先生……」

「くそ、くそくそくそ！　間に合え！」

　これが終われば死んでも構わない──

　脳と内臓が擦すり切れるほど魔力を行使し、筋肉が引き千切れるほど指を動かし、身体が干からびるほど血を振り絞り、グレンは最後のスパートをかけ──

「間に合えよぉおおおおおおおおお──ッ！」

　血文字のラストワードを括ると同時にグレンは叫さけぶ──

「《終えよ天てん鎖さ・静せい寂じやくの基底・理ことわりの頸くび木きは此こ処こに解放すべし》──ッ！」

　…………。

　……。

　……そして、静寂。

　光も、風も、音も、全てが噓のように霧む散さん。

　転送法陣上の転移までの時間を示すルーン数はゼロになっている。

　同時に──転送法陣は完全に解呪されていた。

「先生……」

　ルミアは──ここにいる。

「はぁ──はぁ──はぁ──はぁ──……」

　全てが終わった後の静寂の中、ただグレンの炎のような息いき遣づかいだけが木霊こだまする。

「……僕の、負けですか」

　沈ちん黙もくを破るように、ヒューイが小さく嘆たん息そくした。

「不思議ですね。計画は頓とん挫ざしたというのに……どこかほっとしている自分がいる」

「……ふん。やっぱ、死ぬのは怖こわかったか？」

「いえ、それもありますが……何よりも生徒達が無事でよかった。そう思います」

　グレンは荒あらい息をつきながら、ふらりと立ち上がり、ヒューイの前に立った。

「で？　何か……言い残すことは？」

「……一つだけ」

「なんだ？　言ってみな」

　グレンに先を促うながされ、ヒューイはとつとつと胸の内をグレンに問いかける。

「僕は一体、どうすればよかったんでしょうか？　組織の言いなりになって死ぬべきだったのか……それとも組織に逆らって死ぬべきだったのか。こうなった今でも僕にはわからないんです」

「知らねーよ。組織に流されるまま、自分で道を選ばなかったお前が悪いんだろ」

「自分で道を……選ぶ、ですか？」

「テメェの不始末はテメェでカタつけろってコトだ。確かにお前の境きよう遇ぐうには同情するがな……テメェが仕出かそうとしたコトを全部組織のせいにしてんじゃねえ」

「……厳しいな。だけど……そうですね……まったくその通りだ。あなたにはもっと早く会いたかった。今、強くそう思う」

「そうかい。歯ぁ食いしばれ」

　グレンは腕うでを振ふるわせて、ヒューイの頰を思いっきり殴なぐりつけた。

　その威い力りよくで吹ふき飛んだヒューイが床ゆかを派手に転がっていき、昏こん倒とうする。

「……やれやれ、だ」

　そして。ぐらりとした浮ふ遊ゆう感と共に、グレンの視界一いつ杯ぱいに近づいてくる床。

　そんな光景を最後に、グレンの意識もそこでぷっつりと飛んでいた。




　……。

　…………。

「あなたの夢は無意味じゃありませんよ」

　真まっ暗くら闇やみの中で横たわっていると、誰だれかの声が聞こえた、気がした。

　よくわからない。

「確かに……かつてのあなたが恋こい焦こがれるように思い描えがいていた夢の形とは違ちがったのかもしれません。でも、あなたの夢は確かに多くの人を救ったんです」

　誰の声かもよくわからない。

　ただ、知っている人のような気はする。

「私はかつてあなたが救った大勢の内の一人。とても寂さびしいことですが……あなたが私のことを覚えていないのも無理はありません。でも、私は……三年前、あなたに救われたあの時から……あなたのことをお慕したい申し上げていました」

　何かが顔に近づく気配。芳ほう香こうが鼻をくすぐった。

　額に柔やわらかく温かい、優しい感かん触しよくを覚えた……気がする。

　やっぱり、よくわからない。覚えていない。

「先生……ありがとう」

　…………。

　……。







　終章　無職ニートなボクが魔ま術じゆつの講師になったワケ







　アルザーノ帝てい国こく魔術学院自じ爆ばくテロ未み遂すい事件。

　一人の非常勤講師の活かつ躍やくにより、最悪な結末の憂うき目を逃のがれたこの事件は、関わった敵組織のこともあり、社会的不安に対する影えい響きようを考こう慮りよされて内密に処理された。学院に刻まれた数々の破は壊かいの傷きず痕あとも、魔術の実験の暴発ということで公式に発表された。

　帝国宮きゆう廷てい魔導士団が総力を上げて徹てつ底てい的てきな情報統制を敷しいた結果、学院内でこの事件の顚てん末まつを知る者はごく一部の講師・教授陣じんと当事者たる生徒達しかいない。

　無論、全てが完全に闇やみへと葬ほうむられたわけではない。

　かつて女王陛下の懐ふところ刀がたなとして帝国各地で密ひそかに暗あん躍やくしていた伝説の魔術師殺しや、世界を滅ほろぼす悪魔の生まれ変わりとして密かに存在を抹まつ消しようされたはずの廃はい棄き王女、死んだはずの講師の亡ぼう霊れいが事件の裏に関わっていた……そのような出所不明な様々な噂が真まことしやかに囁ささやかれた。だが、人は飽あきる生き物、一ヶ月も経たてば誰の話題にも上らなくなった。

　事件に巻き込まれた生徒の一人であるルミア＝ティンジェルがなぜかしばらくの間、休学していたが、やがて普ふ通つうに復学した。朝早く起きれば、今日も銀ぎん髪ぱつの少女と一いつ緒しよに元気に学院に通うルミアの姿が見られるだろう。

　学院には以前となんら変わらない、平和で退たい屈くつな日常が戻もどって来たのだ。

　そして──




（しかし、まぁ、ルミアが三年前病死したはずの、あのエルミアナ王女とはね……）

　ある晴れた日の午後。

　アルザーノ帝国魔術学院講師──もう非常勤ではない──グレンはいつものように学院の廊ろう下かを歩きながら、ふと、一月前の事件を振り返っていた。

　あの事件の後、グレンとシスティーナの二人は、事件解決の功労者として帝国政府の上層部に密かに呼び出され、ルミアの素す性じようを聞かされた。異能者だったルミアが様々な政治的事情によって、帝国王室から放ほう逐ちくされたということ。帝国の未来のために、ルミアの素性は隠かくし通されなければならないということ。そして、グレンとシスティーナの二人は、事情を知る側として、ルミアの秘密を守るために協力することを要よう請せいされた。

（まったく……まーた、面めん倒どう事を押しつけられたもんだ……）

　とは言え、何が変わる物でもない。王女だろうが異能者だろうが、ルミアはルミアだと思うし、システィーナとてルミアの素性を知ったところで、ルミアに対する態度は何一つ変わらない。今も二人、いつも仲良しのままだ。

（でも、まぁ、なるようになるさ）

　全ては今まで通り。グレンが気楽に考えていた、その時である。

「しかし、意外だな」

　不意に背後から声がかかった。

「先の一件でお前が魔術に関わることはこれから先、もう二度とないと思ったんだがな」

　声に応じ、グレンは気だるそうに振り返った。

　そこには、どこか機き嫌げん良さそうなセリカがいた。

「は？　なんだそれ？　じゃ、お前の所でスネかじりやっててよかったのか？」

　グレンはさも面倒臭くさそうにそう返す。

「はは、ふざけんなよ、馬ば鹿か」

　きつい口調とは裏腹にセリカは嬉うれしさ半分、寂しさ半分といった所だ。

「でも、本当にお前、どういう風の吹きまわしなんだ？　お前がまさか本当に、講師になるなんて言い出すとは思わなかったから……あんなこともあったばかりだしな」

　セリカはグレンが両りよう袖そでに腕を通さず羽織った、学院の正式な講師の証あかしである梟ふくろうの紋もん章しよう入りのローブ──まともに着用しない所が実にグレンらしい──に目をやりながら問いかける。

　問われたグレンは少しだけ照れ臭そうに頰ほおをかく。

「こないだの事件の……ヒューイ、だったか？　なんだか他人ひと事ごとに思えなくてな。状じよう況きように流され、状況のせいにして思考停止……ま、とにかくだ。自分の人生の失敗を魔術のせいにして拗すねるのはやめたのさ。もう少しだけ前向きに生きてもいいだろってな」

「……ふうん？」

「それに……」

　と、グレンが何か言いかけたその時だ。

「あっ、先生！」

「……先生ってば！」

　廊下の向こうから見慣れた二人の女子生徒がグレンを見つけて駆かけ寄って来る。

　グレンは彼女達を苦笑交じりに流し見ると、両手を開いて肩かたをすくめた。

「……見てみたくなったんだよ。あいつらが将来、何をやってくれるのかをな。講師続けるにゃ充じゆう分ぶんな理由さ。暇ひまつぶしにはちょうど良いいだろ？」

　それを聞いてセリカはまるで子供を見守る母親のように温かな微び笑しようを浮うかべた。

「そうか。頑がん張ばれよ？」

「……それなりにな」

　互たがいに笑えみを交かわし合う。

　と、そこに銀髪の少女──システィーナが割って入った。

「ちょっと、先生！　今日という今日は一言言わせてもらいますからね！」

「なんだ、白しろ猫ねこ。また説教かよ……よく毎日毎日飽きねーなぁ……お前、ひょっとして説教が趣しゆ味みか？　……だから、白髪しらが増えんだよ」

「だから、これは白髪じゃなくて銀髪です！　ああ、もう！　それは措おいといて、先ほどの錬れん金きん術じゆつの授業、あれはなんなんですか!?　先生は一体、何考えてるんですか!?」

「えーと？　下級元素配列変へん換かん法を利用した『金にとてもよく似た別の何かを錬成する方法』のことか？　何か手順に不備でもあったか？」

「違います！　問題はその後です！」

「あぁ、『錬成したその金モドキをアホな悪徳商人をダマくらかして売りつける方法』のことか？　いや、あの手順も何も間ま違ちがってねえぞ？　実際、俺は学生の頃ころ、あの方法でお小こ遣づかいを……」

「間　違　っ　て　い　ま　す！　間違ってるの意味が違いますけど、とにかく間違ってます！　大問題です！　だって、それ犯罪じゃないですか!?　魔導法第二十三条乙おつ項こうに思いっきり喧けん嘩か売ってます！　生徒に何教えてるんですか!?」

「馬鹿め。何が問題あるか。無から金を生み出す……そして、実際に道みち端ばたの石ころは一枚の金貨に変わった……これこそまさに『錬金術』の神しん髄ずいだろう？」

「いや、そうかもしれませんけど！　そうじゃなくて、ああもうっ！」

　そして、金髪の少女──ルミアがグレンを庇かばうように言う。

「まぁまぁ、システィ。きっとグレン先生は皆みんなを楽しませようと思って、あんな冗じよう談だんを言ったんだよ……そうでしょ？　先生」

「…………………え？　ああ、うん、そう、それ」

「今の不自然な間はなんなんですか？」

「うぅ……やっぱりルミアはわかってくれるなぁ……先生は嬉しいぞ……ッ！」

　システィーナの突つっ込みを華か麗れいにスルーして、グレンはわざとらしく感かん涙るいにむせんだ。

「あ、そう言えばルミア。お前、さっきの錬金術の実験の後、器具の片付けを手伝ってくれて、ありがとうな？　おかげで凄すごく助かったぜ」

「えへへ、どういたしまして」

　よしよしとルミアの頭をなでるグレン。

　それを満まん更ざらでもなく嬉しそうに受けるルミア。

　そんな二人の様子を前に、システィーナは拳こぶしを握にぎり固め、不ふ機き嫌げんそうに肩を震ふるわせながら、ぴきぴきとこめかみに青筋を浮かべていく。

「あーあ、白猫もルミアくらいに素直で可愛かわいければなぁー」

「そんなことありませんよ、先生。システィにだって可愛いところあるんですよ？　実はシスティったら、この間の事件で助けてくれた先生へのお礼として今──むぐ」

「わぁああっ!?　ちょ、ストップ！　ストップ！」

　なぜか顔を真っ赤に染めながら、システィーナは慌あわててルミアの口を塞ふさいだ。

「なんでよりにもよって、コイツの前で言おうとするのよ!?」

「あはは、だってシスティったら、このまま放っておいたら恥はずかしがって永遠に企き画かく倒だおれになっちゃいそうだから。せっかくお母様に教えてもらって練習してるのに……」

　ぺろっと小さく舌を出し、いたずらっぽく笑うルミア。

「い、いや……べ、別にあれはそんなんじゃなくて……その、女の子として必ひつ須す技能って言うか……その……うぅ……」

　システィーナは虚こ空くうに視線をさまよわせ、長い髪かみを指でくるくると弄もてあそびながらつぶやく。切り傷でも負っているのか、その指にはなぜか絆ばん創そう膏こうがいくつも巻かれていた。

「……なんだかようわからんがな。俺のお前らに対する評価は依い然ぜん変わりねーよ。ルミアは可愛い、お前は生意気。以上だ」

　ぷちん、と。

　身もふたもデリカシーもないグレンの言い草に、システィーナがとうとう切れた。

「話、変わりますけど。私の父って魔導省の官かん僚りようなんです。ここフェジテ支部で魔術関連品の流通を取り仕切る魔導監かん察さつ官かんをやっています」

「は？　なんだ突とつ然ぜん？」

「ところで、先生。金取引に関する書類って十年くらい残るんです。知ってました？」

「……え？　そうなの？」

「ちょっと、お父様に、この町で起こった、とある条件に引っかかる金取引をここ十年分くらい徹底的に調べ直すように進言してきますね」

　にこり、とシスティーナは朗ほがらかに笑い、グレンは額に脂あぶら汗あせを浮かべて頰を引きつらせた。

「え？　いや、あの……その……ちょ……ごめんなさい、許して下さい……」

「ふん！」

　取り縋すがろうとするグレンの手をぱちんと払はらい、システィーナが踵きびすを返す。

「行くわよ、ルミア！」

「ちょ……おおおおおい!?　ちょっと待てぇえええええ──ッ!?　サーセンッ！　ごめんさいッ！　俺、ちょっとホントに調子に乗ってました──ッ！」

「うるさい、馬鹿！　アンタは一度、監かん獄ごくで臭くさいご飯でも食べてなさいッ！」

「嫌いやだぁあああああああああ──ッ！」

　廊下の一角がたちどころに騒さわがしくなる。

　最近、この学院の風物詩となりつつある定番の光景だった。

「やれやれ、やかましい連中だ……若いってのは羨うらやましいね」

　呆あきれ半分、苦笑い半分で、セリカはその騒ぎを遠巻きに見つめている。

「……もう、大だい丈じよう夫ぶだな。ま、寂さびしくもあるが」

　セリカは生徒の足あし下もとで土下座している情けない愛まな弟で子しの姿を見て、それでも満足そうにつぶやくと窓の外を見る。

　窓の外は抜ぬけるような青空で──

　いつものように空の城が眩まばゆい陽光に映はえていた──




　──。

　────。

「皆みな様は『メルガリウスの魔ま法ほう使い』という、おとぎ話をご存じでしょうか？」

　ふと、女は誰だれへともなく、そんなことをつぶやいた。

「ええ、そうですね。空に浮かんだ城を舞ぶ台たいに、正義の魔法使いが、悪い魔王をやっつけて、お姫ひめ様を救い出す……そんな、子供向けの童話です。この国の人間ならば、誰もが一度は子守歌代わりに耳にしたことがあるのではないでしょうか？」

　ぱたん、と女は手にしていた本を閉じる。

　タイトルには『メルガリウスの魔法使い』とあった。

「でも、この話、少し奇き妙みような逸いつ話わがあるのです。例えば──」

　女が眼めを向けた先の壁かべには大きな世界地図がかかっていた。

「お隣となりの国、レザリア王国。聖エリサレス教会が支配する彼かの国では……『メルガリウスの魔法使い』は教会が禁書に指定し、全て焚ふん書しよされてしまいました。そして、その著者は異い端たん者の烙らく印いんを押されて火か刑けいに処された、とも」

　女は悼いたむように息をつく。

「おかしな話ですね……たかが童話一つに国が総力をあげて、ここまでするなんて」

　女がそっと、部屋の中からバルコニーへと出る。

「もう一つ、奇妙なことと言えば……この国では、この童話の舞台モデルとなった、フェジテの空に浮かぶ城の謎なぞを解き明かさんと多くの魔術師が研究を続けているのですが……その多くが、なぜか、ある日突然、不可解な失しつ踪そうをしたり、奇妙な変死を遂とげたりするのです。もちろん、全ての魔術師がそうなるわけではありませんが……ちょっと不自然なくらいに多いですね。果たして……これは偶ぐう然ぜんでしょうか？」

　空が近い。穏おだやかな風が凪ないで、女の長い髪を揺ゆらした。

　バルコニーから見下ろせる眼下にはアルザーノ帝てい国こく、帝都オルランドの豪ごう奢しやな町並みが一望できて──

　そして、遥はるか空の向こう。

　フェジテの方角の空には、件くだんの幻まぼろしの城が小さく浮かんで見えた。

「さて、フェジテの空に浮かぶあの城は……『メルガリウスの天空城』とは……一体、なんなのでしょうね？」

　アルザーノ帝国女王──アリシア七世は、やはり誰へともなく、そんなことをつぶやいた。







　あとがき







　こんにちは、羊ひつじ太た郎ろうです。




　今回、幸運にも第二十六回ファンタジア大賞の大賞受賞作に選ばれ、このような本を富士見書しよ房ぼう様から出させていただくことになりました。

　いやー、感かん慨がい深ぶかいです。とうとうここまで来たなぁ、と。

　となると、ついつい昔のこと……私が小説を書くことになった切きっ掛かけについて思い出してしまいます。

　それは大学受験浪ろう人にん時代のお話。

　高校時代、部活にかまけて勉学を疎おろそかにしていた私は当然のように浪人生となり、予備校通いの日々を過ごしていました。よせばいいのに見み栄えを張って、そこそこ名のある大学を目指して勉学に励はげむ日々です。

　しかし、将来について明確なビジョンがあったわけではありません。研究者になりたいと周囲に吹ふい聴ちようしていたものの、そこまで絶対のものでもありません。皆みんなが行くから、世せ間けん体てい的てきに、就職に有利そう……全部が全部『なんとなく』です。

　で、明確な目的意識もなく、なんとなく大学に行くために勉強してるので、疲つかれます。そりゃもうスッゲー疲れます。やってられません。

　それゆえに、ある日、私は参考書を買うためになんとなく立ち寄った予備校近くの本屋で、なんとなく見かけたライトノベルを手に取り、気晴らしになんとなく立ち読みしてみました。

　当時、私の娯ご楽らくと言えば漫まん画がかゲームで、小説などほとんど読んだことありません。そもそも私は文字の羅ら列れつを眺ながめていると頭が痛くなってくる体質なのです。表紙に漫画みたいな絵がついているとは言え、なぜ当時の私はライトノベルなど手に取ったのか……今でも人生最大の謎です。

　だが、このライトノベル──仮に題名を『完全金属騒そう動どう』としますが──とてつもなく面おも白しろかったのです。こんな面白いものがこの世にあったのかと目から鱗うろこボロボロ。

　さぁ、勉強なんかやってる場合じゃない。

　だって勉強はつまんない。小説は面白い。なら、どちらを優先すべきか──

「ふっ、決まっているだろう？　羊。俺は受験生なんだぜ？　勉強と小説。どちらが大切なことなのか……真に優先すべきことなのか……そんなもの考えるまでもない。そうだろう？　おのれを捨てろ、羊。現実をきちんと見み据すえ、より良い選せん択たく肢しを選ぶのだ」

　そして、当時の私は後者を選択しました。予備校の授業そっちのけでひたすら本屋に入り浸びたり、その『完全金属騒動』を立ち読みで読み耽ふける日々。

　間ま違ちがってる？　あぁ、確かに私は間違っていました。私はあの時、きちんと金を払って買って読むべきだった──浪人生だから金が無いなんて、それは甘えでしかないと言うのに──『完全金属騒動』の作者さん、本当にゴメンナサイ（でも、後で全巻買って揃そろえたから許して）。

　とにかくその現実逃とう避ひの日々の果て、私は一つの決意をすることになります。

「俺が本当に将来やりたいことは、これだ！　これしかない！　俺もいつかこの『完全金属騒動』みたいに面白い小説を書いてみたい！」

　将来の方向性が決まった瞬しゆん間かんでした。この天てん啓けいを得るために、何か大切なもの（主に勉強時間とか勉強時間とか、後、勉強時間とか）を失ったような気がしますが、でも今は、そんなことはどうでもいいんだ。重要なことじゃない。

「後こう悔かいはない……今まで自分がやってきたことに……これから起こる事こと柄がらに……俺は決して後悔はない……『正しいことの白』の中に俺はいる……」

　そして、その年の大学受験は見事に落ちました。

　二浪目突とつ入にゆうです。無論、死ぬほど後悔しました。

　とまぁ、そんな紆う余よ曲きよく折せつの果てに私は小説を書くことになり、それから黒歴史作品を量産したり、一次選考落ちでヘコんだり、とあるゲームの二次創作に傾けい倒とうしたり、小説そっちのけで麻マー雀ジヤンの勉強したり、色々あった果てにファンタジア大賞受賞……なんだかとても感慨深いものがあります。

　両親、友人、恩師、これまでの人生で私を支えてくれた人達に無限の感謝を。編集者に編集部の皆様、先達の作家様方、私の拙せつ作さくを評価してくれた方々に無限の感謝を。

　最後にこの本の主人公グレンについて触ふれます。

　一言で言えば『変なヤツ』です。この物語の主人公は、歳としのわりに大人びており、誰に対しても等しく優やさしく、品行方正な好青年、そして不思議な魅み力りよくで誰も彼もを惹ひきつけ、理由も無く女の子にモテモテ──そんなラノベ界で一いつ般ぱん的てきな主人公像ではありません。歳のわりには子供っぽく、優しくする相手はえり好み、自分の興味がない相手は名前すら覚えようとしない。素行は悪く、口も悪く、他人から説教されても馬耳東風、自分の生きたいように生き、好く人からは好かれるが、嫌きらう人からはとことんなまでに嫌われる、だけど本人まったく気にしない──そんな主人公です。

　ですが、そんなダメ人間であるグレンにも、決して人に譲ゆずれない一線があります。胸の内に秘めた熱い思いがあります。諸事情により今はそれを見失っていますが……

　果たしてグレンは魔術学院でどんな人達と出会い、何を思い、どういう選択をするのか。大人になりきれない子供な主人公グレンの不器用な『生き様』、生温かい目で見守っていただけると幸いです。

　どうかよろしくお願いします。


羊太郎
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